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第三十二章　首領ドン、出所す









「おい、こいつは……ネ、ネオキャディラックじゃねえか……」

　彼にしては珍めずらしく、舌が縺もつれた。ピカピカに磨みがき抜ぬかれた黒くろ塗ぬりのボディーに映うつる自分の顔を見る。ほとんど顎あごが外はずれるほど、口をあんぐりと大開きにしていた。とても、人様に見せられるような表情かおではない。

「い、いくらした!?」

「知りません」

　と、彼の服ふく役えき中ちゆう、一家を切きり盛もりしてきた腹ふく心しんのプラティープは、しれっとした表情で言った。

「とても高かったとだけ、申もうし上げておきましょう」

「当然だ！」

　と、ドン・レオ・スレイ。

「俺が訊ききてえのはそんなことじゃなく、一体このクルマを買う金が、何処どこから出ているかだ。え!?」

　居い並ならぶ配はい下かを一いち瞥べつする。プラティープ、スリチャイ、ランスロットと並ならんで、見み慣なれぬ新しい貌かおが一人。

「ん、おめえは？」

「お初に御お目めにかかります、ミスター・スレイ……」

　と、その若い男が言った。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねがいかにもインテリ然ぜんとしている。

「デミ・クックマイヤーと申します」

「呼びにくいな」

「クックで結けつ構こう」

「それでも呼びにくいぜ」

　とスレイ。

「いざという時にクックじゃ、大声で名前を呼ぼうとしても臍へそに力が込められねえ。クッククックと思い出し笑いみてえな名前は嫌きらいだ」

「なるほど……」

　クックマイヤーは苦く笑しようした。

「噂うわさの通りの御ご仁じんだ……。いかにもあなたらしい理由です」

「彼は私の……」

　と、ランスロットが言った。

「大学時代の友人でして」

「へええ……」

　スレイはさも意外そうに言った。

「おめえにも友人がいたのかい、ランス？」

「数少ない友人というか……互たがいに邪じや魔まにならない、利り害がいの一いつ致ちする仲間と言った方がより正確でしょうな」

「そういうことです」

　とクックマイヤー。

「ドイル財ざい団だんの経済研究所にいました」

「専門は経済か？」

「もっとあなた好みの言い方をすれば、単たん刀とう直ちよく入にゆうに金かね儲もうけです。あるいは『シノギ』ですか……」

「ヤクザ言葉は嫌いだぜ」

　とスレイ。

「要ようするに遅まきながら俺の配下にも、武ぶ闘とう派はじゃなくて、エリートのホワイトカラーが入ったということか……」

「自分もエリートで、ホワイトカラーのつもりだったんですがね……」

　憮ぶ然ぜんとした顔付きで、咳せき払ばらいするプラティープ。

「ぼやくなぼやくな、悪あく徳とく弁べん護ご士し」

　笑いながらその肩かたを叩たたくスレイ。すべての苦労とわだかまりは、その瞬しゆん間かんに氷ひよう解かいした。

「留る守す中ちゆう、御ご苦く労ろうだったな」

「いえ……」

　慌あわてて目を伏ふせる。

「へん……柄がらにもなくよ」

　スレイはスレイで、横を向いて洟はなを啜すすった。

「このリムジーンは」

　と、その高級エアカーを示しながらクックマイヤーは言った。

「ほんの、手て土産みやげ代がわりですよ。ミスター・スレイの、門かど出での祝いわいも兼かねたね」

「こんな餌えさで、俺の心は釣つれねえぜ、クマ公」

　とクックマイヤーを見るスレイ。

「クマ公？」

　首を傾かしげるクックマイヤー。

「クックマイヤー……縮ちぢめてクマ、クマ公だ。文もん句くあっか？」

「ま、呼び名は御ご随ずい意いに……。しかしいつか、働きでもあなたの心を動かしてみせますがね」

「いや、有あり難がたく頂ちよう戴だいしておく」

　目を細めるスレイ。子供のように無む邪じや気きな笑顔だ。ああ、この表情かおだ、自分の見たかったのはと、幹かん部ぶたちは思った。

「実を言うと、ショボいクルマの迎むかえを覚かく悟ごしてたんだ。俺のいない間に、少なくとも台所だけはだいぶ改かい善ぜんされたようだな」

「資し金きん面めんだけではありません」

　とスリチャイが言った。

「武器もかなり、調ちよう達たつしています。闇やみルートで、銃じゆうも数すう百ひやく挺ちよう……」

「おいおい、口を慎つつしめよ」

　と、門番の看かん守しゆの方を見ながら慌てて声を潜ひそめるスレイ。

「ここはまだ、刑務所の敷しき地ち内ないだぜ」

「そうでした……」

「ま、俺としたら嬉うれしい限りよ」

　ネオキャディラックの黒塗りのボディーに、ごつい指先を這はわせながらスレイ。

「クルマこいつを見た瞬間、またぞろイツマの野郎……野郎じゃねえか……イツマに借かりが出来ちまったかと、動どう転てんしちまったぜ」

「イツマさんほどではありませんが、クックマイヤーが仲間になったことで、我々を取り囲む経済状況は劇げき的てきに変わりました。もう資金面で苦労することはありません」

　と胸を張るプラティープ。

「いずれ、タイラー家への莫ばく大だいな借りも、綺き麗れいに返へん済さいできる目め途どが──」

「金を返しただけじゃ、連中への借りは消えねえよ……」

　スレイは自分の腹と背中とを撫なぜた。

「特に、後あと先さき顧かえりみずてめえの内臓までくれた、ベルファルドへの借りはよ。ひょっとして、永遠に返せねえかも知れねえなあ……」

「ええ。命をくれた訳ですから……」

「俺が立派に生きるしかねえか……。あるいは、誰かの命を、助けるとか」

「お言葉ですが、まるっきり柄じゃないですな」

　とスリチャイ。

「ああ、柄じゃねえ。その逆のことなら、今までも、これからも、それこそ不自由はすまいがよ。人助けだけは、無理くせえ」

「とにかく、新しいアジト……じゃなかった、オフィスへ御ご案あん内ないします」

　とプラティープ。

「そう言えば……」

　と、スレイ。

「ノーイはどうしてる？」

「彼女なら──」

　スリチャイが言った。

「オフィスで、あなたの帰りを心待ちにしていますよ。彼女の心こころ尽づくしの、手料理と一いつ緒しよにね」

「ほおお、あいつ、料理なんぞを覚おぼえやがったか！」

「今じゃ男おとこ所じよ帯たいの調ちよう理り場ばを、ほとんどあの娘こが一人で切り盛りしてますよ」

　とランスロット。

「プラティープの手て解ほどきもよかったが、彼女には潜在的なシェフとしての才能があったことは事実ですね。実際、何処に出しても恥はずかしくない」

　ベタ褒ぼめである。

「そいつは素す直なおに喜ばしいが、てめえたち」

　ギョロリと、一同を睥へい睨げいするスレイ。

「俺のいない間、あいつに指一本触ふれちゃいねえだろうな」

「それは……」

「ないですよ」

「まだ殴なぐり殺されたくないですからね……」

「そうか……よし！」

　満足そうに頷うなずく、スレイ。

「じゃ、帰るぞ！　ドン・レオ・スレイ、御ご帰き還かんだ!!」

「はいっ!!」

　四人は胸を張って声を揃そろえ、首領ドンの門出を祝しゆく福ふくした。




「スレイが出所したらしい」

　３Ｄ新聞をリーダーで検けん索さくしながら、イーサン・ベルファルドは呟つぶやいた。

「やっぱり出所祝いは出すべきかなあ……」

「あなたの気持ちひとつよ」

　と、今では彼にとって不ふ可か欠けつのパートナーとなったチッコリーナ。

「でも、仮にも上じよう場じよう企業の社長が、ヤクザと関わりがあることが対外的に知れたらまずいんじゃないかしら？」

「そうだね」

　頷くベルファルド。ひたむきな笑顔こそ変わらないが、最近では若社長としての貫かん禄ろくがだいぶ備そなわってきた。

「自じ覚かくが必要だな。千八百人の従じゆう業ぎよう員いんを抱かかえる身としての、自覚がね……」

「それ以上に、家族のことも考えてね」

「わかってる……。愛してるよ、チッコリーナ」

「でも、私としても、あなたがスレイの出所を祝福したいという気持ちまで、否ひ定ていしたい訳じゃないのよ。それどころか、そもそも今回彼が服ふく役えきしたのは、ほとんどあなたの為ためみたいなものだし──」

「わかってる」

　ベルファルドの表情が、自然引き締しまった。

「うちの会社だって、順調とはいえあまり余よ裕ゆうがある訳じゃないってことも──」

「スレイには……」

　と、柱の陰から声がした。

「社長の名で私から、餞せん別べつを送っておきました」

「アンリ……」

　どうやらさっきから、ずっと二人の会話を聞いていたらしい。アンリ・ゴドー・ナンジェッセー改めアンリ・ナンジェッセーはさすがに神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。

「もしかして『愛してるよ』も聞いてた？」

「聞き流しました……」

　と、無表情ではあるが、僅わずかに微ほほ笑えんだアンリ。

「もちろん、絶対に表おもて沙ざ汰たにならないよう、幾いく重えにも手配しました。どうか御心配なく……。包みを開けさえすればスレイには、社長からのプレゼントだと一発でわかるはずです」

「君は今でもスレイを憎にくんでいるだろうに……ゴドー」

「その名は棄すてました」

　とアンリ。棄てざるを得なかったのだ。

「仕事に私情を挟さしはさむようなことはしませんよ。御心配なく……」

「本当に？」

　ベルファルドは訝いぶかるように尋たずねた。

「忘れたんですか？」

　と、心外そうにアンリはベルファルドを見た。

「私はあなたの為に、帝国をプレゼントすると言ったはずですよ。あなたが慶よろこぶなら、たとえ相手が殺したい程ほど憎いスレイでも、取るに足らない私情くらいは押し殺せます」

「君を疑うたがった訳じゃないんだ……」

　とベルファルド。

「でも……これからは部屋に入る時はノックしようね」

「わかりました……」

　アンリは一礼して去った。

「あなた……」

　チッコリーナが心配そうに夫を見た。

「一体いつまで、あの人を『飼かって』おく気なの？」

「仕方がないよ」

　とベルファルド。

「彼にはもう、行き場がないんだ」

「そういう問題じゃなくて……」

「心配ない。彼は絶対に僕たちに、危き害がいを加えたりはしないよ。それどころか──」

　ライバル会社の工場が絶ぜつ妙みようのタイミングで火か災さいに遭あったり、債さい権けん者しやに雇やとわれて従業員に暴力を振ふるった取り立て屋が泥でい酔すいして川に落ちて死んだり、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちでは片付けられないような出来事の一いつ切さい合がつ切さいを、ベルファルドは妻には話していない。それらのすべてがアンリの仕し業わざとは限るまいが──。

「護まもってくれている……」

「でも、あの人の目、暗いわ。それに──」

「わかってる。アンリには、家族とは距きよ離りを置いてもらうよう、僕から話しておく」

「あの人が本当にあなたのことを想おもっているのは、私にもわかるの……。でも、あの人を近付けたくないの、ハルミには……」

「わかってる」

　ベルファルドは自分の膝ひざの上で無心に這いずっている、愛まな娘むすめを見た。

「とーたん、だっこ……」

　ようやくによちよち歩きを始めた、ハルミ・ベルファルドが、その円つぶらな瞳ひとみで父親を見上げる。

「わかり過すぎるくらい、わかってるんだ」

　呟くベルファルド。

「この僕にも……本当の肉親が……。この絆きずなは、誰にも壊こわさせないぞ、絶対」

　複製人間クローンの哀かなしみは、複製人間にしかわかるまい。




「帰ったぞ、ノーイ!!」

　扉とびらを開けるなり、開口一番に叫さけぶスレイ。

「元気してたか!?　俺は見ての通り、すこぶる元気だぞ～！」

「スレイ！」

　エプロン姿のノーイがキッチンから矢のように飛び出し、スレイの胸元に飛び来んだ。ズンという、予想していたのより遥はるかに重おもい衝しよう撃げきが走る。

「ひょほ!!」

　スレイは素直に悦よろこんだ。

「こいつ、しばらく見ないうちに、すっかり女っぽくなりやがったな!!」

　髪かみの毛の中に手を突っ込み、乱暴に捏こね繰くり回す。彼独どく特とくの荒っぽい愛情表現であった。

「当たり前だよ！」

　と、顔をくしゃくしゃにしてノーイ。

「もう十三だよ。十三といったら、イサーンじゃ一人前の女だよ」

「ははは、頼たのもしいな！」

　前に抱だいた時から確実に十キロは重くなったノーイの体を軽々と持ち上げ、振り回す。壁かべの額がくが落ち、花か瓶びんがひとつ粉こな々ごなに砕くだけ散ちったが、そんなものは意に介かいさない。

「だが、俺はおまえに『女』としての商売をさせる気は毛もう頭とうないからな。それだけは覚えとけ」

「うん、スレイ。うん……」

「なあるほど……」

　腑ふに落ちたという表情かおで、頷くランスロット。

「プラティープ、あんたがいつも言ってた言葉の意味が、ようやく解ったよ。ノーイはスレイの、小さな良心だって……」

「だろう」















「だが先々、ノーイの存そん在ざいが逆に、スレイの弱点になる可能性もあるな……。気を付けないと──」

「さすがは心理学者。鋭するどいな」

　と、相あい槌づちを打つプラティープ。

「実は私も、それが心配なんだ。スレイはある意味で、銀河一の善ぜん人にんだから……。とにかく情に絆ほだされ易やすくて困る」

「その為ために、俺がいると解かい釈しやくしている」

　とランスロット。

「スレイの激し過ぎる心の振しん幅ぷくは、俺がコントロールする……」

「頼たのもしいな」

　とスリチャイ。

「とにかく、法律部門はプラティープが、心理部門はあんたが、経済面はクックマイヤーが、そして軍事面は俺がサポートする」

「完かん璧ぺきだ」

　とクックマイヤー。

「それぞれの方面での辣らつ腕わんが四人揃った……。これでスレイは無敵になれる」

「いや」

　ランスロットが首を振った。

「肝かん心じんなのを一人忘れている」

「誰だれだ？」

「ノーイさ」

　とランスロット。

「ノーイこそ、スレイの小さな良心にして大きな原げん動どう力りよくだ」

「そいつは盲もう点てんだった」

　とプラティープ。

「なるほど、言われてみれば……。しかも我々四人の代わりはいるかも知れないが、ノーイの代わりは利きかない。スレイにとって、ノーイの存在は──」

「アキレス腱けんにならないことを、祈いのるのみだ」

　とスリチャイ。

「修しゆ羅ら場ばとなった時我々が本当に護まもらなければならないのはスレイよりも、ノーイかも知れない……」

「何をシケた面つら並べてやがる!!」

　猛もう烈れつな空腹を覚えたスレイが、四人を手て招まねきする。

「こっちへ来て、一いつ緒しよに食おうぜ。その前に、乾かん杯ぱいだ！」

「はい!!」

　四人の表情から一瞬にして、憂うれいが消えた。やはりスレイが『そこにいる』ということは、とてつもなく大きい。

「ほおお……。宇宙６９９８年物の、バルゴー産のシャンパンじゃねえか!!」

　スレイが奇声を発する。

「よくもまあ、手に入ったな！」

「それもクックマイヤーの手柄です」

　とスリチャイ。

「でかした!!　頼りにしてるぞ、クマ公」

「期待に添そえて……」

　軽く頭を下げる。

「今日はおまえの、新しん参ざい祝いも兼ねて乾杯だ。おっと、その前に……」

　大事な、発表事項があった。

「獄ごく中ちゆうで、プラティープとも相談したんだが……」

　ノーイを見る。

「こいつを、正式に俺の養よう女じよにすることにした」

「ほおお……」

「そいつはいい」

「スレイなら、寄よらば大たい樹じゆのお手本だ」

「で……」

　と、ノーイのグラスにオレンジジュースを注そそいでやりながら、照てれ臭くさそうにスレイ。

「名前は……ノーイ・ライオネス・スレイだ」

「これで今日からは法律上も、スレイはノーイの父親です」

　とプラティープ。

「こりゃノーイに手を出す奴は、無事には済すまないな」

　スリチャイが唸うなった。

「偉い大だいなる家か長ちようの誕たん生じようだ」

　とランスロット。

「ある意味、理想かも知れない。暴力的な父親は男の子にとっては脅きよう威いと抑よく圧あつの象しよう徴ちようだが、女の子にとっては理り想そうの男性像たり得える……。問題は、彼女が成長した時、父親以上の男性を見付けられるかというその一点だけだ」

「父親より強い男か……」

　とスリチャイ。

「そいつは難しい相談だぜ」

「今の世の中、力より金、腕力より経済力だ」

　とクックマイヤーが言った。

「それが『強い』ということさ」

「何を今から心配してやがる!!」

　とスレイ。

「今はただ、ノーイが俺の家族になったことを、素直に慶よろこべ！」

「はい……」

「そうでした」

「そりゃもう、万ばん々ばん歳ざい!!」

　当のノーイはやや俯うつむいたまま、ただ一言、

「嬉うれしい……」

　とだけ、はにかみながら言った。

「乾かん杯ぱい!!」




「家族か……」

　と、イツマ・ウエキ・タイラーは呟いてみる。

「なあ、アキヅキ」

「なんでしょう？」

「家族って、そんなにいいものか？」

「何を突とつ然ぜん……」

　キリヒト・アキヅキは心から尊そん敬けいするたった一人の上じよう司しを見た。

「いや……」

　と、微笑むイツマ。

「ふと思っただけさ。ベルファルドにしても、スレイにしても、どうしてああも家族を持ちたがるのかなと思って」

「二人とも、家族に縁えんが薄うすかったからでしょう」

　アキヅキの答えは、たぶん模も範はん回かい答とうに近い。

「だから家族の絆に、飢うえていた」

「僕だって……」

　と、イツマにはイツマの反はん論ろんがある。

「僕だって、それほど家族に恵めぐまれていた訳じゃない……」

「何をおっしゃいます！」

　アキヅキは強く否定した。

「あなたには、シズマさんがいるじゃありませんか!!」

「そうか、そうだったな……」

「もっと力強く、頷いていただきたかった」

「いや……。そうじゃなくて。シズマは家族と言うより、僕の一部だよ。家族と言うより、家庭だな。スレイやベルファルドにも『肉親』あるいは『血縁』という意味でなら家族はいた。しかし彼らが求めていたのは『家庭』としての家族だ。僕の設せつ問もんが悪かった」

「それなら、わかります」

「僕は彼らのように『家庭』というものに対する渇かつ望ぼうというか希き求きゆうが、まるで湧わかないんだ。自分でもこれでいいのかと悩なやむくらいさ」

「会長の場合は────」

　アキヅキは言い掛かけて、言葉に困こまった。

「あまりにも特とく殊しゆでしたから……」

　過か去こ型けいで逃にげた。

「いいよ、遠えん慮りよしなくて……。実際、彼らが羨うらやましいくらいさ。家庭を得たことじゃなくて、過去がどんなに悲ひ惨さんでも、家庭を得さえすればいとも簡単に安あん寧ねいを得られるという、彼らの不幸の単純さがね。僕は……僕は……いったいどんな家庭を持てと言うんだ!?」

「スレイもベルファルドさんも、あなたが思うほど単純ではありません。慰なぐさめにはならないでしょうか？」

「ならないね」

　とイツマ。

「彼らには幸福になって欲ほしいもの。特にベルファルドには……。娘さん、本当に可か愛わいくて、よかった……」

「タイラー御おん大たいに言わせると────」

　と、アキヅキは無理に微笑んで言った。

「キサラさんの小さい頃に、生き写しだそうで……。あの『女じよ帝てい』にもそんな時じ期きがあったんですかねえ……」

「美人は保証されたな、少なくとも……」

　虚うつろに微笑む、イツマ。

「後は美人が裏うら目めに出ないことを、祈るのみだ」

　消せない過去は、重い。

「あのう……」

　遠えん慮りよがちに、アキヅキは尋ねる。ずっと傍かたわらにいても話の流れとして、今しか訊きけない。

「傷付けてしまったら、済すみません……。本当に、男性に対しては心が動くことはないのですか？」

「ないね、微み塵じんも」

　と、心の中はともかく、上うわ辺べは平静にイツマ。

「スレイやベルファルドクラスの男性に対しては、彼らの男おとこ振ぶりや勇気に対して、心が揺さぶられることはあってもね……。恋れん愛あい対たい象しようとしては、考えたこともない。そもそもまっとうな恋愛感情なんて、僕の中にあるのかどうか……」

「もうひとつ、訊ききにくいことを訊いてもいいでしょうか？」

「いいとも。それも予想していた。女性に対して心が動くのかということだろう？」

「……はい」

「ある」

　と、イツマ。

「些さ細さいな感情だが、男性に対してよりは、よほどある。ただそれも、きっとまっとうな感情ではないんだろうな……。女性なら同性に対して一時期、誰もが一いち律りつに想おもい抱いだく疑ぎ似じ恋愛感情と大差ないと言われてしまえば、そうかも知れないと頷く程てい度どのものでしか──」

　アキヅキを見た。

「なんだその表情かおは？」

「いえ……。ただ会長のそういう表情が、その……魅み力りよく的てきだったもので……」

「正直な奴だ。褒ほう美びに僕がいちばん好きな女性を教えてやろうか」

「言われなくてもわかりますよ」

　とアキヅキ。

「レオン先生でしょう？」

「そう。さすがだな」

「ずっとあなたを見ていれば、嫌いやでもわかりますよ。第一あなたが定期的に接せつ触しよくしている女性は、彼女しかいないじゃありませんか」

　単純な消しよう去きよ法ほうだ。

「そう、僕はスージーが好きだ。シズマの恩おん師しだからというだけではなく、女性として好きなんだ」

「あなた流のカミングアウトと、受け取っておきます」

「彼女とならまあ、『結けつ婚こん』してみてもいいかな……」

「その言葉を彼女に言ってあげなさい。喜びますよ」

「おまえの言葉でなかったら、セクハラで訴うつたえてやるところだ」

　イツマは笑ったが、心のどこかは微び妙みように砕くだけたかも知れない。

「でも……そうか？」

「ええ。彼女はあなたが好きなんです。これは間違いないです。私の目が節ふし穴あなでなければ、彼女はあなたを男として見ています。この言葉もセクハラですか？」

「いや……ありがとう」

　イツマは複ふく雑ざつな表情をした。

「彼女には僕が女だと、カミングアウトしておくべきだったかも知れないな……」

「もうその時期は逸いつしましたね。あの人はあなたに夢中です。きっと傷付きますよ」

「いまのはギリギリセーフだが、セクハラのコーナーをかすめているぞ」

「セクハラついでにもう一言だけ言わせてください」

「言ってみろ」

「もし、あなたが──」

　と、アキヅキはイツマの目を見ながら言った。

「その……将来、世間の目を欺あざむく為ための『偽ぎ装そう結婚』を考えているのだとすれば、彼女はその相手としてはもってこいです！　お似合いです!!　済みません！　失しつ言げんでした!!」

「……いや」

　イツマの目が、潤うるんでいた。

「会長……」

「今の一言は嬉しい……。癒いやされた。ありがとう……」




「アンリは僕に、帝国を築きずいてくれると言った……」

　ハルミの手を引っ張り、よちよち歩きの練習をさせながらベルファルドは呟く。

「あれは、どういう意味だろう……。この僕に、何をさせようって言うんだろう？　娘が産まれただけで、充分満たされているこの僕に──」




「ノーイ……」

　酔よった勢いきおいに任まかせて、スレイは膝ひざの上に抱いた娘に言い聞かせた。

「俺は約やく束そくするぜ」

「なあに、スレイ？」

　ノーイは義父を見た。他の四人は酔い潰つぶれて、ソファの上で、床ゆかで、バスルームでと、てんでんばらばらに前ぜん後ご不ふ覚かくに陥おちいっていた。

「おまえには、俺が最高の結婚相手を見付けてやる。それまでは誰にも、指一本触れさせねえ……」

「楽しみだわ」

　と、利り発はつなノーイ。

「スレイのお眼鏡に適かなう旦だん那な様さまって、どんな人かしら……」

「いねえかも知れねえな。婚こん期きが遅れることは、覚悟しておけよ」

「いいよ、最後の最後には、とっておきの裏技があるものね」

「裏技？」

「養子縁組を破は棄きして、あたしがスレイのお嫁よめさんになるの」

「ノーイ……」

　不ふ覚かくにもスレイは涙なみだした。

「馬ば鹿か、それこそ人生、棒ぼうに振るぞ！」

「スレイの娘になった時点で、もう充分に棒に振ってると思うんだけどなあ……」

「こいつめ!!」

　ノーイの頭を軽く小こ突づいた。そしてそのまま、乱らん暴ぼうに抱き締しめた。

「……ありがとよ!!」

『臨りん時じニュースを申し上げます！』

　点つけっ放ぱなしだった立体テレビから、アナウンサーの改あらたまった声。

『汎はん銀河共和国の名めい誉よ皇こう帝ていゴザ十八世陛へい下かの座ざ乗じようされた専用宇宙艇ていが、パナック宇宙港で起きた宇宙船同士の多た重じゆう衝しよう突とつ事じ故こに巻き込まれ大たい破は、皇帝陛下は最優先のレスキュー作業と先せん端たん緊きん急きゆう治ち療りようの甲か斐いなく、銀河標準時間の本日未明、崩ほう御ぎよされました』

「なんだと!!」

　スレイは凍こおり付いた。

「ありか……」

　咄とつ嗟さにそれ以上の言葉が出て来ない。

『ゴザ十八世陛下は退たい位いされた先せん帝ていゴザ十七世陛下の御長男で、帝位に就つかれてまだ二年。享きよう年ねん二十九歳の若さでした。後こう継けい者しやとしては──』

「起きろ！　起きろ!!」

　スレイは四人を叩き起こして回った。

「な、なんですか……」

　寝ね惚ぼけるランスロットには、

「馬鹿野郎！」

　と、やにわに鉄てつ挙けんを見舞う。

「てめえ、誰のお陰かげで、刑期を大おお幅はばに縮めて貰もらえたと思ってやがる!!　恩おん赦しやを賜たまわったその大恩ある陛下が、陛下が……」

「スレイ!!」

　ノーイが叫んだ。

「見て！」

　画面には、スレイもよく知っている顔が大映しになっている。

「後継者だって、この人……」

「ああ、予定より遥はるかに早かったが、当然だ……」

　と、スレイは放心して呟いた。

「バグジーが、次の皇帝陛下だ」














第三十三章　ラアルゴン原理主義









「大変なことになりましたね」

　と、喪も章しようを付けて記き帳ちよう場ばを仕し切きっていたイツマが、現れた車くるま椅い子すの老人に言った。

「現皇帝の事故死は、ゴザ十五世以来ではありませんか？　大お祖父じいさま」

「あれは事故ではなかった。謀ぼう殺さつじゃ」

　と、車椅子の老人──百二十三歳のジャスティ・ウエキ・タイラー──は呟くように唸った。しかし、言げん語ごそのものはきわめて明めい瞭りようである。

「もっとも、今回も謀殺ではないという保ほ証しようはどこにもないがな……。イツマよ」

　ほっとしたという表情かおで玄孫やしやごを見る。

「あまり長生きはするものではないな……。こんな悲惨な目にも遭あう」

「はい。ですが、長生きしたればこそ、数多くの曾ひ孫まごや玄孫の誕生にも立ち会えたのではありませんか？」

「期き待たい通りまともに成長してくれたのは、おまえくらいじゃよ」

「まとも……でしょうか？」

　些いささか面おも映はゆいイツマ。

「性別などどうでもよい。要ようは自分の能力を最さい大だい限げん発はつ揮きしておるか否いなかじゃよ。タイラーグループの将しよう来らいを委ゆだねられそうな者は、おまえの他におらぬ。それはそうとして、今日は悲しいな。今まで生きてきた中で、二番目か三番目くらいに悲しい……」

「はい」

　タイラー・アームズ・コーポレーションの本社ビル一階大ホールに設もうけられた臨りん時じ記帳所──銀河全域に数ある記帳場の中でも最大規き模ぼのひとつ──は、皇帝ゴザ十八世の死を悼いたむ人々で長ちよう蛇だの列である。

「一番悲しかったのは、もちろん……」

「言わんでくれ。しかし、今日は、それに負まけず劣おとらず悲しい。一いつ遍ぺんに百も老ふけ込んだような気がする」

　あのジャスティ・ウエキ・タイラーにそこまで言わせるとは、よほどの事じ態たいである。

「二人一緒が、よかったのか悪かったのか……」

　皇帝と共に事故に巻き込まれ、やはり亡くなった皇こう妃ひサンドラはタイラー翁おうの曾孫の一人であり、イツマからみて叔お母ばにあたる。

「それよりも気の毒なのは、一度に両親を喪うしなったバグジーです」

「もちろんじゃ」

　と老人は呟く。

「あの幼さで心にいかばかりの痛いた手でを負おうたか、思いも及およばぬ」

「しかも彼は、皇帝です。僅わずか八歳で……」

「八歳か……」

　と、感かん慨がい深げに呟くタイラー。

「両親の事故死、八歳で即そく位い……。何もかも同じじゃな、アザリンと……」

　期せずしてバグジーはその曾そう祖そ母ぼと同じ茨いばらの道を歩む結果となった。

「せめて……ワシがあと二十歳若ければ、後こう見けん人にんにもなってやれたものを──」

「何をおっしゃいます」

　イツマは真ま顔がおで反はん駁ばくした。

「今でも立りつ派ぱな後見人です。大お祖父さまが生きていらっしゃることが、僕や、バグジーにとってどれほど心の支ささえであることか……」

「……そう言ってくれるか」

「もちろんです」

「元気な時なら、嬉しかったろうな……」

「気き弱よわになられては、困ります」

　イツマの困こん惑わく。

「一族の大黒柱である、あなたが気弱になられては──」

「もうワシの時代ではない」

　タイラー翁は目を伏せた。

「おまえたちの時代じゃ、イツマ」

「僕……私と、スレイと、ベルファルドですか？」

「そうじゃ」

　老人は自ら乗る電動車椅子を叩いた。

「ベルファルドの奴、実にいい車椅子を造つくりよる。これほどの物を造れるのなら、銀河を任せても大丈夫じゃろうな」

「ベルファルドが聞いたら、喜びますよ」

「よいか」

　老人は目を上げた。その瞳に、先さき程ほどまでの惰だ弱じやくさは微み塵じんもない。たとえ一瞬ではあっても、若人のように気き概がいが充じゆう実じつした眸めだ。















「銀河を造るのはベルファルド、銀河を奪うばうのはスレイ、そして銀河を築きずくのは、おまえじゃぞ、イツマ」

「三者三様……という訳ですね」

「そうじゃ」

　そう力強く頷いて彼は、曾孫に先立たれた老人の表情に戻もどった。

「バグジーは……」

　と、老人は尋ねる。

「バグジーはどうしている？」

「殿でん下か……いえ、陛下は──」

　臙えん脂じ色のネクタイをした側近が答えた。

「部屋から一歩も、お出になりません」

「両親の死は、知っておるのか？」

「もちろんです。八歳ですから、死の意味も朧おぼろ気げながら理解はされているはずです」

「どうかな……」

　首を傾げる、老人。

「悲しさの衝撃が、許きよ容よう量りようを超こえてしまったのでは？」

　とイツマ。

「この事実の重さに、バグジーは耐たえられるでしょうか？」

「耐えるしかない」

　と老人。

「耐えるしかないのじゃ。しかし、バグジーの心は歪ゆがむな、確実に──」

「くそっ!!」

　イツマが珍めずらしく、もどかしさに怒いかりを露あらわにした。

「この僕が、こんな時に従弟いとこであるバグジーの為に、何もできないなんて……」

「自らを責せめるな、イツマ」

　タイラー翁は窘たしなめた。

「誰にも、何もできはせんよ。そして、おまえにしかできぬことがある。確実にな」




「僕、どうなるの？」

　と、バグジー・マローン・ウエキ・タイラーＶ世＝ノワール・ド・エル・クラン・ライクンはゲーム機を動かす指を休めることなく、誰にともなく尋ねた。

「これからどうなるの、僕？」

「殿下……いえ、今日からは陛下とお呼びしますが、仮かり初そめにも陛下となられた以上、これからは言こと葉ば遣づかいにも御心をお配くばり頂きますよう、お願い申し上げます」

　嫌いやに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態たい度どで侍じ従じゆう長ちようが畏かしこまった。

「皇帝陛下が、臣下の前で『僕』では困ります」

「余よって言えばいいの？」

「いいえ……」

　と、侍従長。

「銀河に常つねに唯ただ独ひとりであらせられる皇帝陛下の、一人称は『朕ちん』です」

「変なの」

「それを言ってはいけません。そもそも朕とは『きざし』という意味であり、秦しんの始し皇こう帝ていが最初に使ったとされている、由ゆい緒しよある自じ称しようなのです。かれこれ一万年の歴史がございます」

「始皇帝……そうだ、帝王教育で習ったよね」

　と、ゲームの手は休めずに、バグジー。

「確か、あんまりいい死に方もしなかったし、その後すぐに、国は滅ほろんでしまったよね」

「妙なところだけ、お詳くわしいのですな」

「そういうところだけは、よく覚えてしまうんだよね」

　と、バグジー。その表情が、一瞬真剣になる。

「よしッ!!」

「陛下……」

「あ、いや……朕は今、幻まぼろしのモンスターをゲットしたのじゃ」

「おいたわしい……」

　身の回りの世話をする女官たちが、抱だき合って泣なき崩くずれた。

「両陛下を喪われた悲しさを、現実逃とう避ひで紛まぎらわしておられる……」

「そうかなあ……」

　と、意外にさばさばした表情で、バグジー。

「僕、朕は今、けっこう真剣になっているんだけど……」

「今の陛下は、始皇帝とは較くらぶべくもございません」

　相も変わらず糞くそ真ま面じ目めな口調で、侍従長は言う。

「陛下の領土は、たかが一惑星の一大陸にすら及ばぬ始皇帝の……単純な空間的広さでは何億何兆倍、直ちよつ轄かつ領りようたる大陸面積に限っても、優ゆうに一万倍はございます。それに、腐ふ敗はいした臣しん下かばかりで、心から頼みとするに足る腹心の皆かい無むであった始皇帝とは違い、有能な臣しん下かに溢あふれておりますれば──」

「そうなのかなあ……」

　と、バグジーはゲーム機を置いて、首を傾げる。

「朕には、とてもそうは思えないんだよね」

「それは、どういう意味でございましょうか？」

　侍従長の細い眉まゆが、ピクンと跳はね上がった。

「誰にも、心を許ゆるせないってこと」

　と、無邪気であるが故ゆえにいきなり核かく心しんを突つく、バグジーの一言であった。

「早いところ、頼りになる本当の臣下を、ゲットしないとね……」

「陛下……」

　銜くぐもった口調で、窘たしなめようとする侍従長。

「臣下というものは、ゲーム機のモンスターとは違って、そう簡単に捕ほ獲かくできたり、誰かと交こう換かんできたりするものではございません」

「そうなの？」

　と、無邪気な瞳で、バグジー。

「でも、自分の代わりに、臣下同士を戦わせるってことは、ありだよね」

「ぐっ……」

　絶ぜつ句くする侍従長。

『呆あきれるほど無邪気かと思えば、妙みように鋭するどい……。この陛下は、いったい……』

「ところで侍従長」

「は？」

「こないだ、歴史で習ったんだけど……」

「はい」

「ナク・ラ・ワングって、知ってる？」




「皇室の評ひよう判ばんは、下げ落らくしている」

　と、アンリは言った。

「世よ論ろんの風当たりは、正直言ってあんまりよくねえ」

「どうして？」

　と、ベルファルドは尋ねる。

「あんなに、世間の同どう情じようを買って余りある出来事の直後なのに──」

「その事故が、問題だ」

　さすがに元新聞記者らしく、冷れい徹てつな口調のアンリ。表情も水を得えた魚のように活いきいきとしてくる。

「いいか、ベルファルド。あの事故に巻き込まれて亡くなられたのは両陛下だけではない。離り陸りく待まちで密みつ集しゆう待たい機きしていた宇宙船の列に、着陸してきた宇宙船が突っ込むというおよそ考え得る限り最悪の事故だった。平和だった近年では未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じと言ってもいい。死者二千五百、負ふ傷しよう者しや二万二千は、あの規き模ぼの事故としては少な過すぎるくらいだ」

「知ってる」

　とベルファルド。

「痛ましい、事故だった……」

「問題なのは、あの状じよう況きよう下かで、皇帝陛下の救出が最さい優ゆう先せんされたことだ。確かに、瀕ひん死しの重傷ながら陛下は、処しよ置ちさえ迅じん速そくかつ適てき切せつなら生せい存ぞんの見込みがあったかも知れない。だから救助活動が最優先されたこと自体は間ま違ちがいではない。結果は残念だったがな……。しかし、陛下の救出を優先する余あまり、他の多くの生存者の救出が後あと回まわしにされたことも事実だ。そして、もっと確実なことは、陛下一人の救出にかけた手て間まと人じん員いん・設せつ備び器き材ざいを他に回していれば──たとえその何割かでも──事故直後にはまだ生存していた死亡者のうちの何百人かは、おそらく助けられたということなんだ」

「そうなのか……」

「ああ、少なく見み積つもっても、百人は助けられたと思う。元ブン屋としての、俺の直ちよつ感かんだが……」

「君がそう言うのなら、おそらく本当だろう」

　ベルファルドはテーブルの上に両りよう肘ひじを突き、頭を抱えてため息をついた。

「工作員エージエントとしてはともかく、ジャーナリストとしては噓うそをついたことのない、君がそう言うのなら……」

「もっとまずいことにな」

　と、テーブルの上にバサッとファイルの束たばを投げ出すアンリ。

「現地の新聞のコピーだ。パナックから送信させた」

　ファイルに目を通すベルファルド。その表情かおが、見る見る曇くもった。

「非ひ難なんの声が、これほど強いとは……」

「これはまだ、おとなしい方だ。仮にもクオリティー・ペーパーだからな。だがゴシップ紙や３Ｄ週刊誌、現地放映のワイドショーなどは、この比ではない。皇室バッシングの一辺倒だ。今はまだパナックだけに留とどまっているが、日を置かず銀河全域に飛び火することは確実だ。そうなれば皇室の権けん威いは、地に墜おちる……」

「バグジーが……可か哀わい相そうだ……」

　とベルファルド。

「ただでさえ、両親を喪くして、気の毒なのに……」

「俺やおまえが、両親を喪った者の悲しみをどうこう言える立場かな？　人口受精児のこの俺や、クローンのおまえが」

「少なくとも義母ははは、僕を愛してくれたよ」

　とベルファルド。

「それに、今では僕も人の親だ。バグジーの悲しみの、何パーセントかはわかるつもりさ」

「そうだったな……」

　と、些か羨ましげに、アンリ。

「悪いが、俺には皆かい目もくわからん。肉親ってやつにいい想い出が、これっぽっちもないからな」

「君も今に、わかるよ」

「わかりたくもない。今の俺にはおまえという御み輿こしを担かつぎ出すことしか眼がん中ちゆうにないからな。それより、その記事を読んでみろ」

「ああ……」

　ベルファルドは新聞のコピーに目を通す。

　それは、一般市民たちの怨えん嗟さの声に満ちていた。

『私は見たんです。怪け我がをして唸っている負傷者の側を、レスキュー隊が素す通どおりして行くのを。まるで我々など見えていないと言わんばかりの、酷こく薄はくな対応でした』

『現実に我々は死にかけていたんです。たとえ助けられなくとも、包ほう帯たいのひとつでも巻いてくれるだけでよかったんです。死にゆく者の心は、それでどんなにか慰められたことでしょう。なのに、我々をあからさまに見殺しにして……。あれでは死んでも死に切れない！』

『皇帝陛下か何だか知りませんが、我々の命と、彼らの命と、どう違うというのですか？』

『我々は少なくとも労働し、彼らの生活のために高こう額がくの税ぜい金きんを払っている。こういう局きよく面めんで後回しにされるなど、絶対に納なつ得とくできない!!』

『いざという時に無用どころか、百害あって一利ない皇室は断だん固こ廃はい止しすべし！』

　ベルファルドはたまらず、ファイルを投げ出した。

「とても読めない！」

「おまえ自身は、どっちの立場だ!?」

　意い地じ悪わるく、アンリは尋ねた。

「両方の気持ちとも、痛いたい程ほどわかる……」

　と、目を伏せたままでベルファルド。膝の上でズボンの生き地じを摑つかんだ両手の指先が、細こまかく震えている。

「立場としては……むしろ彼らに近い。しかし、僕は個人的に、バグジーを知っている。知り過ぎてしまっている。だから──」

「俺はおまえの、そういうところが好きだ」

　と、アンリは目を細めた。

「普通の連中が悩まないようなところで悩む……。おまえの負ふ担たんを一グラムでも軽くしてやりたい一方で、おまえの、そういう姿を見ているとほっとする。自分でも、何故だかわからない……」

「僕はバグジーの力になりたい」

「なってやれ」

　とアンリは言った。

「俺は、そんなおまえの力になる」

「ありがとう……」

「しかし、バグジー陛下の行く末は、まだまだ多た難なんだ。単純な皇室バッシングなど、まだいい方だ。それは、月日が経たてばやがて薄うすれる。一年もする頃には、バッシングに夢中になっている連中の大半は、事故のことなど忘れているさ。決して痛みも恨うらみも薄れることのない、ひと握にぎりの連中を除けばな。しかし──」

「まだあるのかい？」

「バグジー坊やには、もうひとつの致命的な問題がある。そっちは、月日が解決するような類いのものじゃない」

「それは……」

「彼は、皇帝になれないかも知れない。少なくともすんなりといかないことだけは確かだろうな」

「どうして!?」

「ラアルゴン原理主義だ」

　顔を上げたベルファルドの瞳を正面から見み据すえて、苦く汁じゆうに満ちた声でアンリは言った。




「ラアルゴン原理主義だと!?」

　と、スレイは目を剝むいた。

「そいつはなにものだ？」

「ラアルゴンこそ、銀河最高にして唯ゆい一いつの神聖なる種しゆ族ぞくという、選せん民みん思し想そうだ」

　ランスロットは言った。

「一部のラアルゴン人の間に、今も根ね強づよく残っている。非常に根強く、厄やつ介かいだ」

「くだらん!!」

　スレイは言下に一蹴した。

「そんなもんの為に、バグジーは皇帝になれねえって言うのか!?」

「俺に詰め寄られても、困る」

　と、たじろぎつつも、ランスロット。

「とにかく、そういうドグマ（教義）があるんだ」

「だから、『汚けがれた』地球人の血の混まじったバグジーには、皇こう位い継けい承しよう権けんがねえってか？」

　肩を怒らせるスレイ。

「馬鹿な！　現にあいつは、皇太子だったんだぞ。皇帝が死ねば、皇太子が皇こう位いに就つくのは当然だろう。子供でも、満足に教育を受けてねえこの俺でも知ってる!!」

「表向きはね」

　と、プラティープ。

「でも、ラアルゴン原理主義というのは、どうやらあの世界を裏から取り仕し切きる、陰の法律らしいですよ。たとえ汎銀河政府がイエスと言っても、彼らがノーと言えば……」

「そんなことがあっていいもんか!!」

　スレイはテーブルを叩き付けた、カップが割れ、紅茶が飛び散る。

「パパ……」

　ノーイが怯おびえる。

「済まねえ……。せっかくおまえが淹いれてくれた茶を……」

　僅わずかに表情を緩ゆるめる、スレイ・パパ。

「だが、どうにも納得がいかねえ」

「とにかく、ラアルゴン皇室のしきたりでは──」

　スリチャイが言い掛けた。

「黙だまれ！」

　再びスレイの大だい喝かつ。

「どいつもこいつも、俄にわか皇室評論家になりやがってよ!!　そんなものは関係ねえ。誰がどう思おうと、次の皇帝陛下はバグジー。両親を一いつ遍ぺんに喪った可哀相なバグジー陛下なんだ！　俺がそう決めたんだ!!」

「我々としても、気持ちはそうです。しかし、事はそう単純ではない」

　と、新参のクックマイヤーが言った。

「クマ公。おめえもラアルゴン原理主義者の肩を持つか!?」

「滅めつ相そうもない！」

　慌てて首を振るクックマイヤー。

「ですが、ラアルゴン人総すべての合ごう意いが得られないまま、それでもバグジーが皇位に就くというのなら、彼は危ない……」

「危ない？」

「暗殺の危機があるということだ」

　とスリチャイ。

「バグジーは確実に狙ねらわれるな……。ラアルゴン皇室に較べれば、歴史も規き模ぼも遥はるかに及ばないイサーン王室でさえ、過去にテロの標ひよう的てきとなったり殺されたりした王や王位継承者は枚まい挙きよに暇いとまがない」

「そんな──」

　スレイは想いのたけを吐き散らした。

「そんな理り不ふ尽じんなことがあっていいのかよ。両親を喪ったばかりか、命まで狙われるなんてよ!!　バグジーは、何も悪いことはやっちゃいねえぜ!!」

「仕し方かたがないんだ」

　と、ランスロットが言った。

「世の中は、常つねに理不尽なものなんだ。特に王者とその周辺には、その理不尽が集中するものなんだ……」

「皺しわ寄よせが、全部バグジー一人のところに来るってのか？」

「逆だね」

　とランスロット。

「逆？」

「そう。皺寄せを全部一人で引っ被かぶって、解かい決けつする為にこそ王者がいるのさ」

「…………」

「凡およそ社会的機能としての王や皇帝の存在意義レゾンデートルは、一般市民にこう思わせる為だけに存在する。『ああ、自分は王族なんかに生まれなくて、本当によかったな……。余よ計けいな苦く労ろうを背せ負おい込まずに済んで幸せだ』ってね」

「殺されるのも、その苦労のうちだと言いたいのか」

「まさにそうだ」

　と、冷徹にランスロット。

「俺に言わせりゃ、暗殺されることこそ、王や皇帝が負わされたノーブレス・オブリージ（貴者の責せき務む）の最さいたるものだね」

「俺は……」

　スレイの声が震ふるえた。

「俺は絶対に認めねえぞ。そんなもの……。たとえ、全銀河がバグジーの敵に回っても、この俺だけはあいつの味方だ。何なん人ぴとたりとも、まずこの俺を殺さねえことには、バグジーには指一本触れさせねえ!!」

「そうすればいい」

　と、ランスロット。

「そうすべきだ。俺はあんたに、尾ついていく」

「ランス……」

「今の啖たん呵かこそ──」

　と、微笑みながらプラティープ。

「我々が、あなたの口から聞きたかったことですよ。それでこそ、我々のドン・レオ・スレイだ」















「おまえら……」

　スレイはぐっと、天井を見上げた。

「よし！　その命、俺が預かった……」

　と、思い出したかのように娘を見る。

「っと、ノーイ……おめえを忘れてた。おめえまで巻き込む訳にはいかねえ」

「いいの……」

　と、ノーイは潤む瞳で義父を見上げた。

「バグジー……可哀相……。スレイの好きなようにして」

「わかったぜ」

　と、スレイはぐっと、拳を固めた。

「今日から俺は、皇帝陛下の後見人だ」




「大たい葬そうの日取りが決まりました」

　と、恭うやうやしく侍従長。

「陛下も心あれ。葬そう儀ぎの喪も明あけの日が、陛下の戴たい冠かん式しきですぞ」

「朕は合が点てんがいかぬ」

　と、咎とがめるように侍従長を見るバグジー。

「何がでございましょう？」

「何故、父上と母上は、同じ墓はかに入れぬのじゃ？　夫婦であろう」

「なりませぬ」

　と、侍従長。

「そればかりは──」

「何故じゃ？」

「先帝陛下は、ラアルゴン人です。しかし、皇妃陛下は地球人、同じ墓には入れませぬ」

「互いに慈いつくしみ睦むつみ合うた、夫婦でもか？」

「夫婦でも、です」

「何故に引き裂さく」

「悪あく意いがあって引き裂くのではありませぬ。それがしきたりだからです」

「では──」

　バグジーは侍従長を問い詰めた。早くもその表情には、本人が望むと望まざるとに関わらず、王者の威い厳げんが備わりつつあった。

「朕は半分ラアルゴン人で、半分地球人であろう。そうじゃな」

「御ぎよ意い……」

「朕が死ねば、そちらは朕の亡なき骸がらを二つに切り裂いて、別々の墓に収おさめるのか？」

「────」

　この陛下は処ところどころ、鋭するど過すぎるなと侍従長は心の中で舌した打うちした。持て余すことになりそうだ。たとえ、それが長くはないとしても──。

「陛下の御み代よは、まだ始まったばかりです」

　と、答に窮きゆうした侍従長は言葉巧たくみに逃げた。

「まだまだ先は長うございます。その間に、答を出しまする」

「それはそうとして、父上と母上じゃ」

　と、バグジー。

「父上と母上が、可哀相じゃ……。あれほど仲がよかったのに、亡くなられた時も、一緒であったのに──」

「どうにもなりませぬ」

「朕が共に弔とむらえと、勅ちよく命めいで申してもか？」

「畏おそれながら……御意……」

「ふう……」

　バグジーはため息をつき、涙を流した。

「皇帝とは、その程度のものか……」

「……御意に」

「ならば──」

　と、バグジー。

「互いの骨のひとかけらずつでもよい。共に埋めて差し上げて欲しい」

「それくらいならば──」

「なんと……お労いたわしい……」

　女官たちは新帝の健けな気げさに肩を寄せ合い、手巾ハンカチを濡ぬらした。

「陛下はお疲れのようじゃ」

　と、侍従長は手を叩いた。

「誰ぞ、陛下を御ご寝しん所じよへ御案内して差し上げろ」

「はい」

　若い女官が進み出た。

「既に臥所ふしどの御お支し度たくは出来ております。陛下はお休みあれ」

「見み慣なれぬ顔じゃな」

　とバグジー。

「はい」

　畏まる女官。

「本日よりお側の御用を申しつかりました。女官長の姪めいで、ミレリと申します。以後、お見知りおきを……」

「そうか……」

　頷く。

「宣よろしく頼む。たまには朕の相談にも乗ってくれ」

「政まつりごとでございますか？」

「いいや」

　首を振り、微笑む。

「ゲームの裏うら技わざじゃ。詳くわしそうじゃからな」

　曖あい昧まいに微笑み、先導するミレリ。

「いつもの寝所と違うようじゃな」

「はい」

　澱よどみなく、ミレリは言った。

「今日より新しい御寝所にせよとの御お達たつしです。陛下はもう皇帝なのですから、いつまでも子供部屋でもありますまい」

「なるほど」

　頷くバグジー。

「こちらです」

　一般人は生しよう涯がいドラマでしか見ることのない天てん蓋がい付きのベッドがあった。だからと言って、そのベッドで眠れる者が幸せとは限らない。

「どうか、ごゆるりと……」

「うむ」

　二重になったレースを潜くぐり抜け、ベッドに入る。

「寝ね心ごこ地ちは、いかがでございますか？」

「よい」

　とバグジー。

「柔やわらかいぞ」

「それは宜しゅうございました」

　微笑むミレリ。

「では、ぐっすりと……お休みなさいませ」

「ミレリとやら」

　足速に立ち去ろうとするミレリの背中に、バグジーの声。

「はい？」

「今思い出したのじゃが、女官長は独身であった。兄弟姉妹もいないと聞いておる。何故に姪が産まれるのであろう？」

「──!!」

　ミレリはものも言わずに寝所を飛び出した。

　ベッドが木こつ端ぱ微み塵じんに消し飛んだのは、その直後である。














第三十四章　受難の刻とき









　轟ごう然ぜんたる爆発音を聞いて、真まつ先さきに現場に駆かけ付けたのは、年若き宮きゆう廷てい武ぶ官かんであった。

　一口に若いと言っても様々な段階があるが、彼の場合は尋じん常じようでなく若い。まだ少年と言ってもよい。しかも、長ちよう身しん瘦そう軀くに紅こう顔がんの美び少しよう年ねんである。

「陛下は──」

　夢中で駆けつつ、彼は叫んだ。声もよい。ラアルゴン人の典てん型けいである紅こう毛もう碧へき眼がんだが、ラアルゴン人にしては毛け深ぶかくない。地球人の若者と、一見して大たい差さはない。もしかすると、両方の血が混じっているのかも知れない。

「陛下は御ご無ぶ事じか──ッ!?」

　中庭を突つっ切きり、駆け付けた勢いそのままに、濛もう々もうたる黒こく煙えんを噴ふき上げる御寝所に飛び込もうとする。

「バァム!!」

　侍従長が、彼を制した。

「これは……ル・ウム様」

　振り向く若者。真しん紅くの巻まき毛げが揺れた。

「場所を弁えよ！　剣を帯おびたままで陛下の御寝所に入るつもりか!?」

「そうでした……」

　バァムと呼ばれた若き宮廷武官は微かすかに舌打ちした。剣を吊つっていた帯を解く間ももどかしく、

「これにて、御ご免めん！」

　と、侍従長ル・ウムに一礼するなり、我が身は毫ごうほども顧かえりみず、紅ぐ蓮れんの焰ほのおへと飛び込む。

「破は天てん荒こうな奴やつよ」

　と、ル・ウムは唇くちびるを歪めて苦笑いした。

「父親や祖父の若い頃に似ておる」

「いや、それよりも……」

　ル・ウムよりも年とし嵩かさの、宮廷最さい古こ参さんの老侍従が呟いた。

「彼には曾祖父の面おも影かげがあると申せましょう」

「そんな昔のことは知らん！」

　と、吐はき棄すてるようにル・ウム。

「しかし、あれも血筋と言うものかな……」

「はい。代々名将智将を輩はい出しゆつした、名門の血です。どうやら彼には、先祖代々の忠ちゆう誠せい心しんも遺い伝でんしたようですな」

　眼を細める老侍従。

「しかし、あの無ぶ骨こつさ……。戦場でならいざ知らず、陛下のお側にお仕えするには些か難ありじゃ」

「それはいかようにでもなりましょう。無骨な者の角かどを丸め、洗せん練れんさせることは後からいくらでもできます。しかし、どんなによい教師も臆おく病びよう者ものに勇気を与えることはできません。不忠者に忠義の心を与えることもまた然しかり。忠と勇とは生まれながらに備わった資し質しつ。それを彼は双ふたつながら兼ね備えております。ナ・バァム・ドムはよい宮廷武官になりますぞ」

「どうかな……」

　顔をしかめるル・ウム。

「私の眼には、そうは見えぬ」

「まあ、先が楽しみといったところでしょう」

　と、いなす老侍従。

「何と言っても、彼はまだ十七歳……」




「陛下──ッ!!」

　焰の中、彼は叫ぶ。

「ナ・バァム・ドムが参りましたぞ！」

　叫んでから、慌てて喉のどを押さえる。とてもまともに呼吸できるような状態ではない。この煙の中では目を見開いていることすら、至し難なんの業わざである。

　バァムは嗟とつ咄さに、頭を低くした。

「陛下……どうぞ御無事で……」

　目を凝らす。床に散乱したベッドの破は片へん。

『テロだ』

　と、幼少時より父や祖父から武官としての訓くん練れんを徹てつ底ていして叩き込まれたバァムは直感した。

『これは、紛まぎれもないテロだ。畜ちく生しよう！』

　彼の中に脈みやく々みやくと流れる忠臣の血が燃え滾たぎった。

「死なせてたまるか！　この私が、こうしてお側にお仕えしておりながら、みすみす陛下を死なせてたまるものか!!」

　懸けん命めいに、黒煙の中を這い回る。

「陛下！　バグジー陛下!!」

「ここじゃ……」

　と、弱々しい声。

「陛下！」

　バァムの表情が、ぱっと輝かがやいた。

「よくぞ御無事で！」

「……ひどい目に遭あった」

　と、バグジー。

「咄とつ嗟さにベッドから飛び降りて、チェストの裏に隠れたのじゃ……。チェストが頑がん丈じようで助かった。しかし、このまま煙に巻かれて死ぬのかと思っておった」

「死なせません!!」

　バァムは胸を叩いて叫び、噎むせた。

「この私が来た以上は、陛下を絶対に死なせは致いたしません」

「頼む……」

　バグジーには、もうほとんど体力は残っていなかった。バァムの背に負われるやいなや、たちまち半はん失しつ神しん状じよう態たいに陥る。

「よくぞ頑張られましたなあ、陛下……」

　バァムは主しゆ君くんの健けな気げさと咄嗟の機き転てんに感動すら覚えていた。

「もう大丈夫です。あとは、私が頑張ります」

「名は……」

　と、意い識しき朦もう朧ろうとしながらも、バグジーは尋ねる。

「名を申せ」

「バァムです。ナ・バァム・ドム……」

「ドム家の者か」

「御意」

「そうか……」

　安あん堵どしたように、幼よう帝ていは微笑む。

「ジャスティ大お祖父じいちゃんがいつも言っていたっけ……。ドム家の者は頼むに足る。いざとなったら、ドム家に身を寄せろって……」

「誉ほまれの極きわみ！」

　バァムはおおいに発はつ奮ぷんした。

「その言葉、生しよう涯がい裏うら切ぎりますまいぞ!!」

「とりあえず……」

　安心しきって意識を失う寸前、バグジーは呟いた。

「忠臣バァム、ゲットだぜ……」

「私は……」

　と、バァム。

「生涯の主君を、ゲットいたしました……」




「件くだんの女官はどうなった？」

　と、侍従長ル・ウムが尋ねる。

「手て洗あらいで、毒を飲んで自決しておりました」

　と、警備責任者である宮廷警護官。

「そうか……手掛りは途と切ぎれてしまったな」

「徹てつ底てい追つい及きゆうの手は緩ゆるめません」

「今さら追及してどうなる！」

　ル・ウムは一喝し、警護官は首を竦すくめる。

「前ぜん代だい未み聞もんの不ふ始し末まつじゃ。この責任はとってもらうぞ」

「は、はい……」

「もうよい、退さがれ!!」

　一人になったのを確かめて、侍従長は怒りを露あらわにした。

「まったく不始末も不始末、これ以上の不始末はない。あれほど周しゆう到とうに準備しておきながら、仕し損そんじるとはな!!」

　誰あろう彼こそが、ラアルゴン原理主義者の急きゆう先せん鋒ぽうであったのだ。

「誤ご算さんはふたつ……。陛下が意外に利り発はつかつ俊しゆん敏びんであったことと……ナ・バァム・ドムの存在か……。これは思わぬ伏ふく兵へいであった」

　さすがにテロリストの首しゆ魁かい、状況を冷静に分ぶん析せきする眼は、鋭するどいとまでは言わないまでも、まあまともなようだ。

「バァムさえいなければ、あのまま煙に巻かれて死んでおったものを……。奴を陛下から遠ざけん限り、事の成じよう就じゆは覚おぼ束つかんな」

　思し案あんするル・ウム。その時、誰かがドアをノックした。

「誰じゃ!?」

　慌てて表情を取り繕つくろう。

「どうも……」

　冴さえない三十男が現れた。

「インタープラネット警察機構のリカルド・ゴメス警けい部ぶです」

　制止する警護官を振り切り、つかつかと歩み寄りながら勝かつ手てに自じ己こ紹しよう介かいした。

「民間の警察に用はない!!」

　ル・ウムはあからさまな侮ぶ蔑べつの色を浮かべた。

「ここは皇室である。管かん轄かつ外がいも甚はなはだしい！」

「ところがね」

　と、ニヤニヤ嗤わらいながら、ゴメス。

「数ある民間警察の中でもＩＰＰＯだけは広こう域いき捜そう査さ特とつ権けんで皇室絡がらみの事件にも介かい入にゆうできるんですよ。知りませんでした？」

「知らん！　話すことはない」

「そりゃ、話さなくてもいいんですよ。何より、あなたの不ふ利りになるような証しよう言げんはね」

　ゴメスも現場で揉もまれただけあって、老ろう獪かいである。

「失しつ敬けいな奴め。それにしても、たかが民間警察風情に喙くちばしを突っ込まれるとは、皇室の権威も地に墜ちたものよ……」

「墜ちもするでしょう」

　と、ゴメス。

「ラアルゴン帝国時代ならいざ知らず、汎はん銀河共和国になってからは、皇室は民間からの税金で運営されていますからね。ま、私の給料も血税ですが……。額がく面めんから言って、雲うん泥でいの差ですがね」

「消えろ！」

「言われなくても消えますよ。あなたから聞くことは何もないようだ。もう他の連中から、充分に事じ情じよう聴ちよう取しゆは取ったし……。そうそう、面おも白しろいことがわかりましたよ」

　出しなに、ニヤリと北ほく叟そ笑えむゴメス警部。

「ベッドの下に爆弾を仕掛けたのは、あの女官ではありませんね」

「…………」

「爆弾は、床下深くに埋まい設せつされていた。彼女には無理です。彼女はただ、陛下を御寝所に案内しただけ。主しゆ犯はんは別にいる……」

「帰れ！」

　ル・ウムはテーブルの上にあった燭しよく台だいを投げつける。

「失礼しました……」

　ゴメスはドアでブロックした。




「そうか、やはりそうだったか……」

　ゴメスからの報ほう告こく調ちよう書しよに目を通しながら、イツマは僅かに眉をしかめた。

「爆弾は、床下に設置されていた。それも、最初に爆弾を埋うめてから床ゆか板いたを張はり、その真上にベッドを置いたんだ」

「偶然だとしたら、かえって面白いですね」

　とアキヅキ。

「あの御寝所は、最近になってから急きゆう遽きよ増ぞう築ちくされた。これが何を意味するかわかるか、アキヅキ？」

「陛下暗殺の為に、わざわざ部屋ひとつ拵こしらえた。どうせそこまでやるなら、床下に爆弾を埋めるよりはいっそ、大時代に吊つり天井にでもすべきでしたね。その方が確実でした」

「この問題は、思った以上に根が深い」

　そう言って、調書をデスクの上に投げ出した。

「こうなってくると、なまじ仕事を持つ身が厭いとわしい……」

「はい」

「同じ調書を、スレイにも送ってやれ」

「既すでに手配しました」

「さすがにそつがないな。しかし、このところオーバーワークではないか？　僕の表向きの仕事も、裏の私用も、一手に引き受けているからな」

「裏の仕事なら、だいぶ改かい善ぜんされましたよ。新しいスタッフを入れましたからね」

「ほう……」

「いい機会だから紹介しておきましょう」

　インターホンのスイッチを押した。

『ティトーです』

　女性の声が言った。

「会長がお会いになる。入りたまえ」

「失礼します」

　すらりとした長身の美女が現れた。いかにも仕事ができそうなタイプで、事実その通りだった。歳は三十をいくらか出たくらいだろうか。地じ味みな紺こんのスーツだが、どんなブランド服よりも輝いて見えた。

「ガラティア・ティトーです。営業部第三課より、本日付けで配属されました。会長の、きわめて私的な専せん属ぞく秘ひ書しよを務つとめさせて頂きます」

「君のことは、入社時から知っているよ、ティトー課長」

　とイツマ。

「光こう栄えいです」

　と、ガラティア。

「なにしろ当時は話題になったからね。宇宙軍士し官かん学校を次じ席せきで卒業しながら、任にん官かんを拒きよ否ひして、我が社に入社した女性ひとだ。いつか、僕の側で一緒に働くことになるだろうなと思っていたよ」

「これからの時代は軍よりも民間企業だと思いました。任官拒否で学がく費ひ倍ばい額がく返へん済さいというパニッシュメントを払ってでも、私はこのタイラー・アームズ・コーポレーションに魅み力りよくを感じたのです」

「それは？」

「あなたになら、本当のことを話してもよさそうですわね」

　微笑んで、ガラティアは言った。

「将来、私が社長となって切り盛りするのに、この会社は最さい適てきだ。そう思いました」

「なるほど……」

　イツマは微笑んだ。

「君となら、いいコンビになれそうだ。宜しく……」




「何故、私が陛下のお側にいてはいけないのですか？」

　ナ・バァム・ドムには到とう底てい納得できない。

「こういう時こそ、私が──」

「何を勘かん違ちがいしておる」

　と、ル・ウムは露ろ骨こつな作り笑いではぐらかした。

「報ほう償しようだよ、セランテ侯ナ・バァム・ドム」

「セランテ侯？　侯こう爵しやく？」

「陛下の一命をお助けしたその功こう績せき多た大だいなるをもって、そなたをセランテ侯に封ふうじ、爵しやく位い並びに領りよう地ちを与える」

「…………」

「よって、そなたは向こう一年間、新たなる領地に赴ふ任にんして人民を宣せん撫ぶせよ。これは勅ちよく命めいである」

　もちろん『勅命』の名を借りてル・ウムが勝手に発したのである。

「どうした？　もっと喜べ。破は格かくだぞ」

「破格の愚ぐ挙きよです」

「不ふ敬けいであろう。勅命に対して……」

「いいえ！　不敬であろうと、愚挙は愚挙です。今こそ陛下のお側で、私が御身辺の警護を──」

「危機は去った。心配は無用だ。二度とあのような大それた企たくらみはない。我らがおる限り、何事も起こらぬ」

「いえ、私がお側にいないと、陛下は……」

「たった一度の手柄でいい気になるなよ、ナ・バァム・ドム!!」

「…………」

　バァムはル・ウムを睨にらんだ。

「いい面構えだ。しかしまだ、おまえには経験が足らぬ。セランテはなかなか肥ひ沃よくな惑星だが、住民感情は複雑だ。行って、経験を積むのだな。そなたにとってはよい勉強になるぞ」

「く……」

　勅命とあらば仕方がない。バァムは唇を嚙かみ、折れた。

「本当に、任期は一年限りなのですね」

「ああ」

　頷くル・ウム。

「もっとも、セランテの一年は銀河標準時間で二年半だがな……」

「────!?」

「武運を祈る！」

　ル・ウムは勝ち誇ほこった表情で、バァムの肩を叩いた。

　ナ・バァム・ドムは生まれて初めて、真の『敗北』を知った。




「純じゆん血けつのラアルゴン人でなければ皇帝になれないなんて……。それじゃ、ローゼリア陛下はどうなるんだい？　彼女も立りつ派ぱなハーフだぞ」

「ゴザ十七世陛下の時とは、時代が違う」

　次々と新製品を吐き出すベルトコンベアのラインと、そこで黙もく々もくと、しかし生気に満ち溢あふれて作業を続ける無数の従業員を見下ろしながら、アンリは言った。

「アザリン陛下とフォーマルハウト侯イサム・フジ陛下が御ご成せい婚こんされた時は、長い戦乱が終った直後で、言わばラアルゴンと惑星連合との蜜みつ月げつ状じよう態たい……二人の御成婚も双方の和平の意味も兼ね、祝しゆく福ふくムードだった。しかし、平和な時代が長く続くと、ラアルゴン原理主義者たちがが擡たい頭とうし始める……」

「そういうものなのかい？」

　作業服の若社長は、自分にはもったいないくらいの『懐ふところ刀がたな』を見た。

「そういうものなんだ。その証しよう拠こに、アザリン陛下とフォーマルハウト侯との間に生まれた御み子こたちのうち、一人として地球人と結婚した者はいないだろう」

「言われてみれば……」

　ベルファルドの決して豊かとは言えない皇室知識でも、それくらいはわかる。

「これ以上地球人とラアルゴン人との混血化が進むことを、彼らは望のぞまなかった。ラアルゴン人はやはりラアルゴン人と、地球人は地球人と結婚するのが正しい……そういうムードは確かにあった。あまりにも混血化が進むことによって、それぞれの文化が崩ほう壊かいすることを連中は恐れたんだろうな。そして、おおかたのラアルゴン人も、それをよしとした」

「さすがにアンリは、僕と違ってインテリだね」

「おだてるな。とにかく、ラアルゴン皇室にこれ以上地球人の血が混じることを彼らは嫌った。いや、恐れた。唯一の例外はローゼリア陛下だ。彼女の若い頃の話は、おまえも知っているだろう」

「うん。よく歴史特集番組でやってる……」

「当時、ローゼリア妃殿下と、タイラー老の長男であるカツヤ・タイラーとは御成婚直前までいった。実際、式の日取りまで決まっていたそうだ。これが決まればラアルゴン皇家とタイラー家の血筋とがひとつになる。当時は世紀の御成婚と騒がれたものさ。アザリン陛下の頃からの悲願だった。しかし、この御成婚は土ど壇たん場ばでキャンセルされた。裏ではラアルゴン原理主義者たちが暗躍したとも言われている」

「そうだったのか……」

「ま、表向きの理由は色々と取り沙ざ汰たされてはいるがね。まさに世紀のドタキャンだ。ま、タイラー家の結婚にまつわる『ドタキャン』は、それが初めてではなかったがな……」

「フヨウ家とキサラ大伯母さまとの件だね」

　とベルファルド。

「あのエピソードも有名だった。でも、どちらも結果として、悲ひ願がんは達たつ成せいされたよ」

「ああ……。フヨウ家も皇家も、後にタイラー家と姻いん戚せき関係を結んだ」

「考えてみれば、凄すごい家系だよ」

　とベルファルド。

「そんな凄い家の、たとえ名ばかりでも一員だったんだなあ、僕は……」

「おいおい。それくらいのことで感かん慨がいに浸ひたるなよ」

　アンリは苦笑した。

「おまえには、もっとビッグになって貰もらうからな」

「それはそれとして、ローゼリア陛下のたっての希望で先帝陛下とサンドラ皇妃殿下は結ばれ、バグジーが産まれた訳だね」

「ああ。しかし、二人の御成婚には当時から、特にラアルゴン側の強きよう硬こうな反対意見が強かった。アザリン陛下の時とは大違いだ」

　アンリは何故かベルファルドを見た。

「結局、おまえのオリジナルである『あの御方』が、反対意見を力技で捩ねじ伏せたようなものだが、当然火種は残った……。中にはあからさまに『ラアルゴン皇室はタイラー家に身売りするのか？』といった誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようさえ、惑星連合側からもあったくらいさ」

「聞けば聞くほど、バグジーの立場は微妙だね」

「俺は、自分の出生を呪のろっている」

　と、アンリは一段と真顔になって言った。

「僕もさ……」

　とベルファルド。

「だが、そんな俺でさえ思うんだ。皇位継承者に生まれるよりは、まだマシだと」

「────」

「何が不幸といって、王侯の家いえ柄がらにだけは生まれるものではないな。つくづくそう思うよ。その点に関しては、心の底から同情する。ましてバグジーは、存在それ自体が不幸だ」

「あんなにいい子なのに……」

「だからな、ベルファルド」

　アンリはその彼の両肩を抱いた。

「今のおまえにも、できることがある。いや、おまえでなければ、できない」

「教えてくれ」

　ベルファルドは言った。

「バグジーの為なら、僕は何でもする……」

「誓ちかうか？」

「誓うとも」

「よし、よく言った」

　アンリは相そう好ごうを崩くずすと、眼下の生産ラインに目を移した。

「ラインを一新する必要がある」

「ラインを？」

「ああ」

　頷くアンリ。

「今はスクーターや、電動車椅子や、皿さら洗あらい機きを造っているが、近いうちに全部を兵器の生せい産さんラインに切きり換かえる」

「なんだって!?」

「近いうちに、銀河は、スクーターや皿洗い機どころではなくなる」

「でも……」

　チッコリーナは反対するだろうなあと、ベルファルドは思った。

「おまえが嫌がる気持ちは、誰よりもわかる」

　アンリは言った。

「逆に嫌がらないようなおまえなら、俺は見み放はなす」

「アンリ……」

「よく聞け、ベルファルド。おまえは弱じやく者しやの味方になるんだ」

「弱者の……味方……」

「これから来る弱肉強食の時代、自分で自分を守ることもできない弱者の、その声なき声の代だい弁べん者しやとして、おまえは起たて！　俺が支えてやる」

「僕が……代弁者……」

「おまえの造る武器は、弱者を護る為の武器だよ。おまえの力は、弱者を掬すくい上げる為の力だよ。わかってくれ、ベルファルド。その為になら俺は、泥どろを全部ひっ被かぶって、汚お名めいに塗まみれて、死んでもいいと思っている！　俺は、俺は……おまえに賭かける!!」




「おのれ、ル・ウム。私は必ず戻って来るぞ！」

　シャトル滑かつ走そう路ろへと続く長いエントランスで、セランテ侯ナ・バァム・ドムは唇を嚙み締しめつつ振り返った。衛えい星せい軌き道どう上じようでは新型戦艦『ドローメⅡ』が、副官以下千名余の部下と共に彼を待っている。

「私は帰って来る。セランテで力を蓄たくわえ、戻もどる時には艦かん隊たいを率ひきいて、必ず帰って来る。陛下をお護りする為に──」

「いい心掛けだぜ、若いの」

　エントランスの脇わきに佇たたずんでいた男が、呟くように囁ささやいた。とは言っても、彼自身も相当若い。ダークスーツにコートを羽は織おり、ボルサリーノを目ま深ぶかに被っていた。

「早く帰って来られるといいな。陰ながら、俺も祈ってるぜ」

「誰だ貴様!?」

「おっと、敵じゃねえ！」

　男はボルサリーノの庇を親指の先でひょいと上げた。浅黒い肌に白い歯が眩まぶしい。ドン・レオ・スレイだった。

「安心しな。おめえのいねえ間は、命に代えても、この俺がバグジーを護ってやるよ」

「おまえ……スレイだな」

「バグジーから聞いたか……」

「おまえごときに陛下の身を委ゆだねなければならぬ我が身が悔くやしい……。だが、頼む……」

　バァムは深々と頭を下げた。

「陛下は……おまえを心から信頼しているのだ。病院のベッドで聞かされる話は、いつもおまえの話ばかりだった……。認みとめたくはないが、陛下の信しん任にんは宮廷武官であった私よりも、一いつ介かいの無ぶ頼らい漢かんであるおまえの方がよほど厚いようだ」

「面つらを上げな」

　とスレイは言った。

「おまえに頭を下げられるまでもねえぜ。それに、俺からも礼を言わせてくれ。よくぞバグジーを護ってくれた!!」

　スレイは帽ぼう子しを取り、かつて彼の生しよう涯がいでなかったほどに深い角度で腰こしを折り曲げた。

「スレイ……」

「それだけ言いたくてな」

　再び背せ筋すじを戻した時には、スレイはいつものスレイであった。

「さあ、心置きなく、行って来い！　後の面めん倒どうは、俺が見る!!」




　九死に一生を得たバグジーには最高の医師団が付けられた。これ以上の豪ごう華かと厳げん重じゆうはないという病室で、大勢の医師と、さらに大勢の看護婦と、もっと大勢の警備陣に囲かこまれていたが、彼の心はついぞ晴れなかった。健康状況も思わしくない。体に負った傷よりも、心に負った傷の方が深かったのだ。

　彼を元気にするには、これほどの医い療りようスタッフも、警備スタッフも必要はなかったろう。要するに、たった一人の人間がいればよかったのだ。

「さあ、陛下……」

　と、眼鏡の看護婦が無む針しん注射器を片手に、宥なだめすかすような調子で囁いた。

「お注ちゆう射しやしましょうね」

「朕ちんを子供扱いするでない」

　と、バグジーは凜りんとして撥はね付ける。

「朕の御ご機き嫌げんを伺うかがう必要はない。それよりも、身分証明書を見せるがよい。身元を確認するまでは、脈みやくひとつ取らせないぞ」

　さすがに彼も、用心深くなっている。

「可愛くないガキね……。あなたたちも、よくあんなのの警備をしているわね」

　プリプリしながらＳＰに八つ当たりする看護婦。ＳＰは無言ではあるが苦笑した。

『わかるよ』

　と、その瞳が語っている。

　彼女と擦すれ違ちがうようにして、別の医療スタッフが入って来た。見るからに頭の切れそうな美人の女医と、もっと美人の看護婦である。

「検けん温おんの時間です」

　二人はバグジーに媚こびることはなかった。

「素直に計はからせなさいね、陛下……」

　バグジーは従しよう容ようとして腕を差し出した。なまじ媚びられるよりは、素っ気なく対応される方が今の彼には好ましかったのだ。

「思ったよりも元気そうね」

　女医が看護婦に目配せした。

「ええ……」

　看護婦が頷く。

「もう少しらしくは振る舞えませんか？」

　と、女医が看護婦に対して敬語で囁く。

「無理を言わないでくれ」

　と、男言葉で返す看護婦。

「スカートなんぞを履はいているというだけで、物もの凄すごい違い和わ感かんなんだ……」

「わざわざあなたが来るまでもないことです」

「いや、何と言ってもこれがいちばん確実だから──」

「何をゴチャゴチャ言っている！」

　バグジーが咎めた。

「さてはそちらも、朕の命を狙う刺し客かくだな!!」

「陛下……」

　やにわに看護婦が、バグジーに顔を近付けた。そして手で口を塞ふさいだ。

「お静かに。お騒さわぎになりませんよう──」

　あっと声にならない声で、バグジーが叫んだ。

「おまえは──」

「点てん滴てきです」

　と、さらに別の看護婦が現れる。

「さあ、いい子だからお手々を出しましょうね」

「お待ちなさい」

　偽にせ女医が咎めた。

「その点滴の中身を、チェックします」

　あっと叫んだ看護婦が身を翻ひるがえそうとする。その瞬間に美人の偽看護婦が電光石火で動いた。気付いた時には看護婦を床の上に押し倒し、その腕うでを逆さか手てに捩ねじ上げている。

「お見事です!!」

　と偽女医。

「いいから点滴を調べるんだ」

　と、偽看護婦。手際よく、刺客を武ぶ装そう解かい除じよしていく。

「ほう……白衣の下にレーザーナイフと、自じ決けつ用ようカプセルか……。しかもおまえは、男だな」

「な、何者だ……」

　押さえつけられた女装看護婦が、悔しそうに呻く。

「女の身でありながら、訓練を受けたこの私を、素す手でで……」

「ある時は美人看護婦、またある時はタイラー・アームズ・コーポレーションの若き会長、しかしてその実体は、愛の戦士・月よりの使者……」

「何を気き取どってるんですか、会長」

　偽女医が呆れた。ガラティアだった。

「びっくりしたなあ……」

　と、バグジーが愉ゆ快かいそうに言った。

「イツマが『女じよ装そう』するなんて……」

「苦く肉にくの策さくだ」

　とイツマ。

「二度とはやらない」

「癖くせにならなきゃいいんですけど──」

「どういう意味だ？」















「快感だったはずですよ」

「…………」

「分ぶん析せきできました」

　とガラティア。

「案あんの定じよう、デビタシンが混こん入にゆうされていました」

「くっ……」

　イツマの下で、刺客が呻いた。

「たっぷり吐いて貰うぞ」

　駆け付けた警備員に、彼を引き渡す。

「デビタシンって？」

　ガラティアに尋ねるイツマ。

「微量でも心臓を弱める作用があります。しかも一旦しつたん体たい内ないに入れば、分ぶん解かいが異常に早いです」

　バグジーには聞こえないように囁くガラティア。

「もうちょっとで、陛下は衰すい弱じやく死しを装よそおって殺されるところでしたわ」

「君に薬学の心こころ得えがあって、助かったよ」

　とイツマ。

「土官学校での知識が、たまには役に立つこともありますのね」

　眼鏡を直しながらガラティア。彼女の専攻は衛えい生せい学がくだった。特に毒どく物ぶつに造ぞう詣けいが深い。

「でも、本来の役やく職しよく通どおり、私が看護婦、あなたが女医役でもよかったのに……」

「そうはいかないさ」

　イツマは苦笑した。

「この方が、絶対らしいからね」

「でも、お見み逸それしました」

「何が？」

「あなたの……その……脚きやく線せん美びです」

　スカートから覗のぞくイツマの白い脚をしげしげと見ながらガラティア。

「正直言いまして、私、能力であなたに劣おとるとは思いませんけど、その若さと美び貌ぼうには負けますわ」

「ありがとう」

　イツマもここは笑うしかない。

「今度はバニーガールなどいかがでしょう？　きっと似合うと思いますわ」

「君も一いつ緒しよならな」

　とイツマ。それからやおら、バグジーに向き直る。

「さ、陛下、お注射しましょうね」

　バグジーは一瞬、引いた。














第三十五章　最も卑ひ怯きようなやり方









「最近景けい気きいいんじゃない？」

　と、シズマが尋ねた。

「そうでもないよ」

　とベルファルドが答える。

「一見景気よさそうに見えても、その実はトントンか、トントン以下なんだ。なにしろ、相変わらず儲もうけを度ど外がい視ししてやってるからね、ウチの会社は……」

「ベルファルドは、純じゆん粋すい過ぎるからね」

　と、河辺を歩きながらシズマ。川岸では水鳥が餌えさを漁あさっている。

「シズマくんにそう言われるのも、妙な気分だね」

　と、手を翳かざして水鳥を見る。

「へええ……、この辺りにもまだサギがいたんだ。護ご岸がん工事ですっかり消えたかと思ってた」

「弱いように見えても、鳥は逞たくましいよ」

　とシズマ。

「僕と同じさ。ベルファルドももう少し、逞しくなっていいと思うな。何しろ、パパだものねえ……」

　そう言って、小こ脇わきに抱えていたスケッチブックに、鉛筆を走らせる。たちまちそこに、力強く飛ひ翔しようするサギの姿が。

「翔とんでいるところを見もせずに、よく羽ばたいているサギが描かけるねえ……」

　いつもながら、シズマの画力には感心する。

「見えるもの」

　と、こともなげにシズマ。

「僕には翔んでいるのが見えるもの。見える物を描き写しているだけなんだから、何の苦労も要いらない」

「そうか……。そうかも知れないね」

「だから、ベルファルドが翔んでいるところだって、見えるよ」

「え？」

　思わず親友を見る。

「ベルファルドは銀河に羽ばたく為に生まれた。それくらい、僕にだってわかるさ」

「シズマくん……」

「兄さんも、よく言ってるよ。スレイも怖こわいけど、ベルファルドがいる限り、僕もうかうかしていられないぞ、ってね」

「イツマが、そんなことを──」

「兄さんは、噓はつかないからねえ……。少なくとも僕には」

「…………」

「さっきから、何を悩んでいるのさ？」

「お見通しか……」

　イツマがシズマに対して噓を付かないというのは本当だろう。シズマには、噓が通用しないからだ。

「ねえ、シズマ」

「ん？」

　スケッチの手を休めるシズマ。

「なに？」

「僕のこと、好きかい？」

「大好きさ。ベルファルドは？」

「大好きだよ。でも……僕は君の友だちである資し格かくを、失うかも知れない」

「何かあったの？」

「車椅子やスクーターばかり、造ってもいられなくなりそうなんだ……」

「いいんじゃない」

　とシズマ。

「ようやく儲けに走るんだね。遅すぎるくらいさ。いよいよベルファルド・コーポレーションも大企業の仲間入りかぁ。トレードマークのデザインは、僕に任せてね。友だち料金でやってあげるよ」

「ありがとう……」

　しかしベルファルドの表情は晴はれない。

「まだ何か？」

「その……アンリは知っているね」

「ああ、あの怖そうな人」

　シズマにかかると、アンリも形かた無なしである。

「アンリは怖くないよ」

「知ってる。スレイに似てるもの……」

「そうなんだけど……。顧こ問もんの彼が、僕に武器を造れって言うんだ」

「造ればいいんじゃない？」

「え!?」

　意外な返事に、ベルファルドは驚おどろいた。

「いいのかい？」

「いいに決まってる。ベルファルドの造る武器なら、きっと平和の為だろう。そうに決まってる。悪いようにはしないよ、ね」

「シズマ……」

「手足のように動く、凄い武器をベルファルドなら造れるよ。腕のいい連中が、揃っているからね」

「しかし、車椅子や皿洗い機しか造ったことのない彼らに、その手で武器を造れなんて、僕は言えそうもない。チッコリーナだって、反対するに決まっているし……」

「しないわ」

　と、背中越しに声。

「何日も寝ないで、食事も喉のどを通らずに、悩みに悩んで、悩み抜いてあなたが決めたことに、どうして私が反対するの？　するもんですか！」

「チッコリーナ!!」

　ハルミを抱だいた、チッコリーナが立っていた。

「困ったパパね。家族のことがわかっているようで、少しもわかってない……。ね、ハルミ」

「だ～」

「チッコリーナ……」

「武器、造ろう。ね、社長」

　妻から専務の表情になって、チッコリーナは言った。

「我が社もここらでもう少し、儲けてもいい頃ころよ。少しは家族の生活のことも、考えてちょうだい」

「でも……」

「誰にもあなたを、死の商人だなんて言わせやしないわ。あなたの造る武器なら、銀河の為になるに決まってる!!」

「チッコリーナ！　ハルミ!!」

　抱き合う親子三人。

「いいなあ……」

　とシズマ。

「なんだか僕も、結婚したくなってきちゃったよ」

　少し離はなれた土ど手てでは、アンリがその様子をじっと見つめている。

「どうやら大きな関かん門もんは、これでクリアしたな……」

　満足げに頷く。

「だがベルファルド、本当のおまえが試ためされるのは、これからだぞ。もっとも、この俺が付いている限り、間違いはないがな」




「スレイ！」

　その顔を見るなりバグジーは狂きよう喜きした。

「本当にスレイなの!?」

「この面が、俺の他ほかに何処にいる？」

　白い歯を見せるスレイ。

「心配になって来てやったが、思ったより元気そうじゃねえか」

「たった今、元気になったのさ」

「そうかそうか……」

　目を細める。

「しかし、マジで心配したぜ、陛下」

「よしてよ」

　と、照てれるバグジー。

「スレイの口から『陛下』なんて言われると、なんだかくすぐったい……」

「いいじゃねえか。陛下は陛下なんだしよ」

「そうだけど……」

「とにかく、おまえの顔を見ねえことにはな」

　そう言って、勧すすめられもしないのにベッド際ぎわの椅子にドッカと腰こし掛かける。

「ま、恩赦のお礼方々な……。俺が来たからには、もう安心だぞ、バグジー。大船に乗ったつもりでいろ」

「操そう縦じゆうの荒い、穴だらけの大船だけどね」

「こいつめ！」

　バグジーの頭に指を突っ込んで、乱暴に撫で回す。

「ふ、不敬な！　仮にも皇帝陛下に対して!!」

　護衛が慌てた。

「いいんだ」

　とバグジー。

「スレイは何をしてもいいんだ。なにしろスレイだからね」

「そういうことだ」

　微笑む。

「でも、本当に嬉しいよ」

　バグジーは両親を喪くしたことさえ、一瞬忘れた。

「スレイが僕との約束を、覚えていてくれたなんてね」

「そうとも」

　頷く。

「出所したら、真先におまえに会いに来るって、約束をな」

「…………」

「どうした？」

「なんでもない。スレイ、ちょっと瘦やせたね」

「あ、ああ……。刑務所の飯めしは、舌に合わねえ」

「そうなの」

「それでも、施し設せつにいた頃よりはマシさ。さあ、積つもる話をしようか」

「そうだね」

「定期検診です」

　と、現れる女医。

「なんだよ、無ぶ粋すい極きわまりないな。せっかくの再会に水を差すなよ」

　舌打ちするスレイに、

「決まりですから……」

　と女医は言う。

「問もん診しんだけしたら、すぐに消えますわ」

「ついでに──」

　と、居い並ならぶＳＰをうざったそうに見る。

「こいつらも一緒に、消えて欲しいもんだな……」

「そうですわね。私も彼らの見ている前では、仕事がやりにくくて仕方がありません」

「あんた、なかなかいい女だな……」

　スレイは微笑んだ。

「よかったら、後でどうだ？」

「考えておきます」

　やんわりと拒きよ絶ぜつする女医。

「さあ陛下、問診を始めますよ。御ご気き分ぶんは？」

「とってもいいよ、ガラティアさん」

　とバグジー。

「何か、異常は？」

「あるよ」

　と、バグジー。

　目の前の『男』を指差し、言った。

「こいつは、スレイじゃない！」

　偽にせ者ものは、弾はじかれたように反はん応のうした。

　ガラティアを突き飛ばし、バグジーの首を絞しめようと躍おどりかかった。すかさず二人のＳＰがその腰にタックルしたが、一人は強きよう烈れつな肘ひじを顔面に喰らって失神、もう一人は稲いな妻づまのような速さで首に巻かれた腕によって、ゴキッという音とともに頸けい椎ついを折おられた。即そく死しである。

　偽者はスレイと同等かそれ以上の体力と格かく闘とう技ぎ量りようとを備そなえていた。

　間髪を入れずバグジーを捻ひねろうとする偽スレイに、ガラティアは夢中で飛びかかった。しかし軽くはたかれただけで壁かべ際ぎわまで飛ばされてしまう。いまや偽スレイはバグジーを如い何か様ようにでも料理できた。

　ガラティアは決死の勇を奮ふるって──もっとも、彼女はただ無む我が夢む中ちゆうであっただけなのかも知れないが──再び偽スレイに摑みかかった。

「誰か！」

「洒しや落ら臭くせえ!!」

　偽スレイは猪ちよ口こ才ざいな女医に、本来の目的を一瞬忘れた。

「そんなに死にてえなら、てめえが先だ!!」

　ガラティアを難なん無なく床の上に組み伏せ、覆おおい被かぶさる。

「へへ……役得かもな」

「誰が！」

　ガラティアが待っていた千載一遇のチャンスだった。右手の無針注射器が偽にせスレイの首くび筋すじに打ち込まれた。

「ぐ──!?」

　たちまち硬こう直ちよくする、偽スレイ。

「馬鹿……な……」

「馬鹿はあなたでしょ。一瞬とはいえ任にん務むを忘れた。それが命取りよ」

　苦労して巨体の下から這い出した。

「格闘術に救われたわ。今週は士官学校で習ったことが、色々と役に立つ週ね……」

「ガラティア！」

　警備隊を引き連れてイツマが飛び込んで来た。さすがに今日は看護婦の格かつ好こうではない。いつものスーツ姿だった。コスプレはバグジーに不評だったからでしょう……と迂う闊かつにもアキヅキは口を滑らせ、怒ったイツマから向こう三か月の減げん俸ぽう処しよ分ぶんを喰くらった。

「大丈夫か!?」

「終わりました……」

　と顔に痣あざを拵こしらえて、なおかつ微笑むガラティア。

「よかった……。陛下も心配だが、またとない優秀な秘書をあたら喪うところだった」

「ありがとうございます……」

「しかし、君は秘書より適てき任にんがあるな。どうやってこいつを殪たおした？」

　床に長々と伸びた、偽者を見る。

「ネオパラクチオン０・３ミリグラム直接投与……即死です」

　事務口調でガラティア。

「申し訳ございません。生かして捕らえられませんでした」

「すぐに解かい剖ぼうさせろ！」

　とイツマは命じた。

「こいつの正体を割り出せ!!」

　ベッドの下で硬直しているバグジーに寄り添う。

「もう大丈夫だ……。色々と見たくないものを見たろうが──」

　よくよく、天はこの若き皇帝に辛しん酸さんを嘗なめ尽つくさせるつもりのようだ。

「イツマ……」

「陛下の機転で、救われました」

　と、微笑むガラティア。

「どうして奴が偽者だと？」

「スレイが……」

　じわっと涙ぐむバグジー。

「スレイが僕との約束を忘れる訳ないよ！」

「約束……？」

「そうだよ。一緒に『銀河爆風メガバスター』の全話ＬＤを見るんだい!!」

「バグジー！」

　イツマはその胸で、皇帝を抱き締めた。自分の乳房の柔らかみが、今に限っては厭わずらわしくない。

「イツマぁ!!」

　堰せきを切ったように、バグジーは泣きじゃくった。

「僕、これから、誰を信じたらいいの!?」

「おのれ……ラアルゴン原理主義者め！」

　イツマは声を震わせた。

「いちばん使ってはいけない卑劣な手段を、バグジーに対して使ったな！　彼の心をどれだけ踏ふみ躙にじれば気が済すむのか!?　僕を本気にさせたらどういうことになるか、思い知るがいい!!」




「物凄くまずい状況になりました」

　プラティープの困こん惑わくし切った表情というのも久し振りだった。喰えない頃一緒に苦労しただけに、妙に懐なつかしくもあるのだが、今は懐かしんでばかりもいられる状況ではない。

「あなたが陛下を殺そうとしたことになっています」

「俺が？」

「ええ……」

　と、３Ｄ新聞の第一面に全段ブチ抜きででかでかと大きく乗ったスレイの顔を見せる。

「あなたそっくりの偽者が、バグジー陛下を襲おそったのです」

「馬鹿言っちゃいけねえや。そいつは失敗して殺されたんだろう。俺はまだ生きてる。これだけでもアリバイは完かん璧ぺきだ」

「でしょうが……」

　問題は、解剖結果だった。

「犯人の指紋と血液型、それにＤＮＡ鑑かん定ていの結果までが、警察にあるあなたのファイルとピッタリ一致したんですよ」

「どういう意味だ？」

「犯人は、まず間違いなくあなたのクローンですよ。しかし、それを立証することは難しい。従って、陛下を殺そうとしたのは表向き、あなたなんですよ。ドン・レオ・スレイ……」

「馬鹿な！」

　スレイは声を荒げた。

「よりにもよってこの俺が、どうしてバグジーを殺さなきゃなんねえ!?　およそ考え得る限り、最もその可能性の低い人間だぜ！」

「もちろんです。しかし、現実問題として、あなたはバグジー陛下をお護りするどころか、その顔で表を出歩くことすら危あぶない。これだけ大っぴらに顔写真が出たということは、事実上指名手配に等しい……」

「汚きたねえ！」

　怒りに任せたスレイの拳が、コーヒーカップを粉こな微み塵じんに叩き割った。

「あまりにも汚ねえぜ……。ラアルゴン原理主義者どもの企てることはよ……」

「確かに汚い」

　と、ランスロットは冷静な声で言った。

「しかし、翻って彼らの立場から見れば、これほど効こう果か的てきなやり方もない。陛下とツーカーの仲であるあなたなら、警備の目を搔かい潜って易々と陛下に接近できる。気を許しているから、暗殺も容よう易いだ。万が一仕し損そんじたところで、あなたと陛下とを完璧に分断できる。なんと言っても連中が最も陛下に接近して欲しくない人間はスレイ、あなたなのだから──」

「効果的だか何だか知らねえが──」

　スレイの怒りは、頂点に達しつつあった。

「人間としてあまりに卑劣な、最も卑怯なやり方だぜ！　それによってバグジーがどれほど傷付くか、微塵も考えてねえところがいちばん腹が立つ!!」

　スレイらしい怒りであった。

「ガキの頃に一度傷付いて歪んだ心は、取り返しが付かねえんだぜ！　この俺がいい見本よ!!　俺は赦ゆるさん！　断じて赦さねえ!!」

「我々としても気持ちは同じです」

　クックマイヤーが言った。

「しかし、何にせよ先手を打たれたのは痛いよな……」

　と、スリチャイ。

「スレイはバグジー陛下に近付くこともできない訳だから──」

「てめえら！」

　スレイの怒りが爆発した。

「御ご託たくを並べる暇ひまがあったら、ない知ち恵えを振り絞しぼってなんとかしやがれ!!　四人もガン首揃えやがってよ！　その頭は帽子を被るためのものか!!」

　言うなり自分の被っていたボルサリーノを叩きつけた。

「ああバグジー！　俺はこんな、いちばん大事な時に、おまえの役に立てないのか！　俺は、俺は……いったい何のために生まれて来たんだ!?」

「自じ暴ぼう自じ棄きになっては、ラアルゴン原理主義者どもの思うツボです」

　プラティープが言った。

「私に考えがあります」

「さすがは最古参だな、プラティープ」

　睨むように彼を見る。

「起き死し回かい生せいの名案なんだろうな？」

「……とまでは言いませんが、現状をいくらかでも打だ破はするには、少なくとも縋るくらいの価値はあります」

「縋るか……」

　と、自ら口の中で呟いてみるスレイ。

「あんまり俺向きの言葉じゃねえな」

「しかし、状況はそこまで追い詰められています。贅ぜい沢たくは言えません」

「ナ・バァム・ドムとやらに大たい言げん壮そう語ごするんじゃなかったなあ……」

　と、些か後こう悔かいするスレイ。

「万が一のことがあったら、あいつに会わせる顔がねえや。で、どうするんだ？」

「イツマさんを、頼るんですよ」

「またあいつに、借りを作るのか……」

「はい」

「くそ！　とはいえ、どうやらそれしかなさそうだなあ……。心の借金ってやつは、嵩かさむ一方だぜ」

「そういうことになっているようです。ですが、この際、借りられるだけ借りてみましょう」

「それは正しい」

　クックマイヤーが言った。

「どうせ借金をするなら、貸かし付つけ限げん度ど額がく一いつ杯ぱいまで借りる。経済学の常じよう識しきです」

「ものは考え様か……」

「ええ。うまくいけばそれだけリターンも大きいのですから。向こうだって喜んで貸すでしょう。あなたが借りたいように、向こうは貸したい」

「俺は別に、借りたくはねえんだが……」

「それだけあなたが投とう機き対たい象しようとして、魅力的だということなんですよ。だからこそ我々だって、こうして集まっている訳で……」

「なるほど。わかったぜ」

　スレイは覚悟を決めた。

「プラティープ、イツマにアタリを取れ」

「いつものようにアキヅキ経けい由ゆですな……」

　とプラティープ。

「やれやれ、あなたがイツマさんに借りが返せないように、私もアキヅキに対して心の借金が嵩む一方ですよ」




　数日後──、

　一人の少女がイツマに伴ともなわれて、バグジーの病室を訪れた。

　ノーイであった。

「今日から私が、陛下の話し相手よ」

　とノーイ。幼い皇帝は、一目で彼女に好意を持った。

「スレイの匂においがする……」

「ノーイはスレイの、娘です」

　とイツマ。

「スレイのことを、色々あなたに話してくれるでしょう」

「そうか……。それは楽しみだな」

「スレイは──」

　と、ノーイは言った。

「陛下のことを、常に気に掛けております。たとえ離れていても片かた時ときも陛下を忘れることはございません。スレイはどのようなことがあっても、必ずや陛下をお護りする覚かく悟ごなのです」

「それは誠まことか？」

「はい」

　頷くノーイ。

「いちばん愛しているこの私を、陛下のもとに遣つかわしになったのが、何よりの証しよう拠こです」

「朕も信じるぞ」

　と、虚うつろだったバグジーの瞳に輝かがやきが戻った。

「そちの瞳を見ているうちに、なにやら勇気が湧いてきた……」

「それこそ、父が望んだことです」

　とノーイ。

「父は私を送り出す際、あの力強い腕でぎゅっと私のことを抱き締めて、こう申しました……」

『いいな、ノーイ』

　と、スレイは言ったのだった。

『おまえの役目は、重いんだぜ』

　こくん、と頷くノーイ。

『俺はおまえのことがバグジーに負けず劣おとらず可愛い。実の父娘以上かも知れねえ……。いや、実際おまえは、俺の子だ。このドン・レオ・スレイの娘だぜ。そのおまえを、断だん腸ちようの想おもいでバグジーのもとへやる。そこがどんなに危険かは、この俺がいちばんわかってる。その上で、いや、だからこそ、おまえに託たくす。バグジーを勇気付け、力になってやってくれ。おまえにしかできねえ。おまえだけが、バグジーのことをわかってやれる。おまえにならできる……。おまえは、俺の娘だからだ』

『スレイ……』

『銀河には、ひでえ奴が多いよなあ……。おまえだって物心つくかつかねえかのうちから、さんざっぱら辛つらい目に遭あってきたからわかるだろ。そんな悪どい奴から、バグジーの心を護ってやってくれ』

　両肩を、強く握った。

『バグジーの体と、おまえはこの父がどんなことをしてでも護る！　命に代えて!!』




「スレイは、そう申したのか……」

「御意」

　頷くノーイ。

「もちろん、陛下と御一緒に『銀河爆風メガバスター』の全話ＬＤを見るという御約束も、父は忘れてはおりません」

「あいわかった」

　とバグジー。

「よく来てくれた。嬉しく思うぞ、ノーイ」

「ありがとうございます……」

「ＬＤ、そちもスレイと一緒に見よう」

「陛下……」

　ノーイは声を詰まらせた。

「約束じゃ」

「はい……」

「どんなことがあっても、ひとたび口にした約束は守るぞ」

　バグジーは、言った。

「朕ちんは皇帝なのだ」




「もはや暗殺では、埒らちが開かぬ！」

　と、その声の主は言った。

「かくなる上は、力押しじゃ」

「教きよう主しゆ……。力押しと申されますと？」

「軍を送って、陛下のお命を頂ちよう戴だいするということじゃ。邪じや魔ま立てする連中、諸もろ共ともな」

「そうまでする必要が、あるのでしょうか？」

「ある。いや、そうせねばならんのじゃ。これ以上神聖なる皇帝の座が、地球人の血で汚されてはならぬ。もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもならぬ！」

　教主の狂信的な口調は、自身の弁べん舌ぜつによってますます煽あおられ、熱が籠った。自じ家か中ちゆう毒どくのように叫びながら陶とう酔すいしてゆく。

「汚れた血に死を！　神聖なる大ラアルゴン帝国に栄光あれ!!」

「汚れた血に死を！　神聖なる大ラアルゴン帝国に栄光あれ!!」

　居並ぶ信者たちが一いつ斉せいに復ふく唱しようした。

「直ちに同志ル・ウムに連絡を取れ。決行は、明日未明じゃ」

「はっ……」

　狂信者どもは一斉に平ひれ伏ふした。




「朕は……」

　と、バグジーは呟く。

「朕は、生まれてこない方がよかったのではないだろうか……」

「そんなことないわ」

　と、花瓶の花を取とり換かえながら、ノーイが言った。

「どんな命にも、使命があるのよ」

「しかし、朕のために多くの者が命を落としている……。多くの者が、不幸になっていくのを、朕は見るに忍びぬ」

「心掛けは立派ね」

　微笑むノーイ。

「それを忘れないのはいいことだけど、あなただけのせいじゃないわ。世の中にはわからずやが多いもの。私も、陛下も、そのわからずやどものおかげでいつも貧びん乏ぼう籤くじ。優しさが仇あだになって、いつも傷付いているわ」

「優しさを捨てろ……ということであろうか？」

「いいえ……」

　と、首を振るノーイ。

「傷付けば傷付くだけ、優しくなっていく人もいるわ。スレイがそうよ」

「確かに──」

「陛下もそうならなくちゃね」

「朕には無理じゃ」

　と、力なくバグジー。

「朕はスレイほど強くない……。とても及ばぬ……」

「いいじゃない、目標は高い方が」

「とてもそうは割り切れぬ。荷が重い……」

「私が少しでも、代わりに持ってあげられるわ。それが無理でも、こうして愚ぐ痴ちも聞いてあげられるし……」

「まこと皇帝の血筋などに、生まれるものではない」

　しみじみと、バグジーは言った。

「例えば明日死ぬとして、たとえ百万回生まれ変わっても、朕は金こん輪りん際ざい皇帝などになりたくはない！　皇帝は嫌じゃ。辛い目にばかり遭う……。しかも、逃げられない」

「私も、逃げない」

　と、ノーイは言った。

「たとえどんなことがあっても、あなたと一緒よ、バグジー……」

　カーテンを開く。

「ほら、もうじき夜が明ける。また綺き麗れいな朝あさ焼やけが見られるわ。明日も明後日も、この朝焼けをまた二人で、一緒に見ようね」

「ノーイ……」

「あら……」

　朝焼けの空に点々と小さな列が連なるのを、ノーイの視し力りよくは見み逃のがさなかった。

「鳥かしら？」

　それにしては、大きい。

「まあ、飛行機……。それも編へん隊たい飛行よ」

　点にしか見えなかった編隊が、見るみる大きくなる。

「九……十……十二機も。演えん習しゆうかしら？」

「この近くにそんな演習場はありません」

　ＳＰが言った。

「まさか──」

「あ!?」

　バグジーが叫んだ。

「何か落とした！」

　編隊が、鳥の糞ふんのような小さな粒つぶを点々と吐き出してゆく。それはたちまち大きくなり、降下速度を緩ゆるめつつ地表目め指ざして殺さつ到とうしてくる。

「降こう下か兵へいだ！」

　とＳＰは叫んだ。

「一個連隊はいる!!」

　降下スーツを来て着陸用ノズルパックを背せ負おい、銃器、携けい帯たいミサイルランチャー、さらには分ぶん解かい式しきの重じゆう火か器きまで備えた降下兵団であった。漆しつ黒こくの降下スーツには国こく籍せきマークもなく、輸送機の塗と装そうと同じく不ぶ気き味みな光こう沢たくを帯びている。

　ひとしきり降下兵を吐き出した輸送機の編隊は、さらに病院の真上でゆっくりと旋せん回かいしつつ、後部ハッチから降下兵よりも大きな黒い塊かたまりを投とう下かした。

　パラシュートが開かい傘さんし、ゆっくりと降下したその塊は、地面に到とう達たつするや否やパラシュートを切り離し、歩兵と伴ともに進しん撃げきを開始する。

　空くう挺てい戦車であった。

　まともな主力戦車にはもちろん及ばないが、それでも丸腰に毛の生えた程てい度どの警備陣に護られた病院を奇き襲しゆうするには、充分過ぎる戦力だろう。

「ノーイ！」

　バグジーが怯おびえた。

「大丈夫……」

　震ふるえる手で、バグジーを抱き締めつつ、ノーイは言った。

「パパは……スレイは来るわ、必ず！」






















第三十六章　スレイが十一人！









　戦車砲がただの一撃で、バグジーのいた病室を粉微塵に砕くだいた。

　もちろん、その時にはもう当の皇帝陛下は、病室にはいない。ノーイ共とも々ども、廊ろう下か伝づたいに別の階に脱出を果たしている。

「こっちよ!!」

　と、ノーイがバグジーの手を引っ張る。

「もっとゆっくり……」

　バグジーは懇こん願がんした。

「とてもそう早くは歩けぬ」

「皇帝なら、もう少しはしゃんとしなさい!!」

　叱しつ咤た激げき励れいするノーイ。

「敵も味方も、みんなあなたの為に命を懸けているんだからね。それだけの価値が、あなたにはあるの。その価値に相応ふさわしい漢おとこになりなさい！」

「皇帝とは、しんどいものだな……」

「みんな、そのしんどさに耐たえて皇帝になるんです。あなたの曾ひい祖母おばあさまも、あなたと同じくらいの頃に、両親を一遍に亡くされて皇帝になったのよ。曾祖母さまは女だったけど、あなたと違って臣下の前では一言も弱音は吐かなかったわ！」

「見てきたようなことを──」

「パパが……スレイが、あなたが挫くじけそうになった時にはそう言って励はげませって……」

「しかし、朕にも反論があるぞ。曾祖母さまは確かに立派であられた。しかし、彼女は幸運でもあった。何故なら、ゴザ十六世にはパコパコという、心の友がいたからじゃ」

「だったら、あなたにもスレイがいるでしょう」

「そうか……そうであった」

「おまけにあなたは、そのパコパコの玄孫やしやごでもあるんだから──」

　銃じゆう弾だんがノーイの髪をかすめた。降下兵が大たい挙きよして廊下に押し寄せたのだ。階段にも、エレベーターホールにも黒い防弾スーツが溢あふれている。

「ウェラー社の弾だん性せいセラミックスーツだ！」

　と、バグジーは瞳を輝かせた。

「凄いなあ……実物は初めて見る。あの装そう甲こうは、プロパー７０００でも至し近きん距きよ離りからじゃなきゃ撃ち抜けないんだよね」

「もう……。こんな時にもおたくなんだから……」

　ノーイはバグジーの頭を押さえて床に伏せさせた。

「無礼者！」

「ええ、ええ。命があったら、後でどんなお咎とがめでも甘あまんじて受けます!!」

「それにしても、警備の者は何をやっておるのじゃ!?」

「きっともう、この世にはいないでしょう……」

　と、ノーイは呟いた。

「あの人数と装備が相手では──」

「ではもう駄だ目めなのか？」

「最後まで希望は捨てないで！」

「しかし、いざという時にはじたばたと見苦しい様を見せず皇帝らしい最期をと、帝王教育では教えられておる」

「いいんじゃない。あなたはまだ幼おさないんだから、じたばたしても……」

　ノーイは懐ふところから、小型レイガンを抜いた。弾性セラミックススーツを相手にどこまで通用するかは疑問だが、やれるだけやってみるしかない。

「あたしも、せいぜいジタバタするつもり」

　迫せまり来る兵士に狙いを定さだめる。

「スレイ……撃ち方教えて貰ってないよ！」

　が、彼女が銃爪ひきがねを引くよりも早く、先頭の一団がまとめて吹っ飛んだ。

「凄いよ、ノーイ!!」

「あたしじゃない……」

「どうやら絶ぜつ妙みようのタイミングだったようだな」

「遅おそいじゃない！」

　ノーイが咎めた。

「もう!!　たっぷり冷汗かいちゃったわ」

「ダイエットにいい……と、スレイならそう言うだろうぜ」

　ロケットランチャーを小脇に抱えたスリチャイが仁に王おう立だちに二人を庇かばって立つ。

「陛下、どうぞ御安心を!!　臣下スリチャイ・ソーンキット、推すい参さん致いたしました」

「あんた最近、スレイの病気が感染うつったわね」

　冷たい口調で、ノーイ。

「いやお嬢じよう、感化かんかされたと言ってくださいよ」

　ロケットを乱らん射しやするスリチャイ。

「プラティープ!!　ここのフロアは引き受けた！　ホールの方を制せい圧あつしてくれ」

「やってる！」

　両肩から十文字にエネルギーカートリッジの入った弾だん帯たいを掛けたプラティープが、対戦車ライフルで敵兵を掃そう射しやしながら叫ぶ。

　手しゆ榴りゆう弾だんを投げた。

「ノルマは一人、百人ってとこか……」

「やり甲が斐いがあるよなあ……」

「まったく。弁護士にこういう力仕事をさせてくれる……。もうちょっと人手があってもいいな。来るべき、大スレイ帝国の為には──」

「そういうこと」

　手榴弾が爆発し、非常階段から転ころげ落ちる降下兵の群むれ。

「陛下、こちらです！」

　と、やはり銃を構えたランスロットが、制せい圧あつしたリネン室から手て招まねく。

「手て狭ぜまですが、暫しばらくここにお隠れください」

「そちは？」

「申し遅れました……」

　畏まるランスロット。

「スレイ配下のランスロット・ルメイ。陛下に恩赦を賜った者です。今日はその御礼にと参上仕りました」

「ああ、そちがスレイと一緒に脱だつ獄ごくした、あのランスロットか」

「光こう栄えい至し極ごく……」

「騎き士しのような名がいいな」

「私は陛下の騎士です。専門は精神分析ですが──。今日は慣なれない銃も撃つ覚悟で参りました」

「御ご託たくはいいからこっちへ来て手伝え！」

　表でスリチャイが叫んだ。

「とにかく手が足りねえんだ。精神分析だろうと、会計係だろうと、実戦部隊に『出しゆつ向こう』して貰わにゃ！」

「零れい細さい企き業ぎようは辛いな……」

「クックマイヤーは何処だ!!」

　プラティープが叫んだ。

「もう弾丸たまがない！　補ほ給きゆう担たん当とうは奴の仕事だろうに!!」

　修しゆ羅ら場ばである。だが、不思議に不安はなかった。

「僕は……一人じゃない」

　と、バグジーは言った。

「朕は、孤独ではない。命を賭としてくれる、臣下がいる！」

「そうよ！」

　と、ノーイがバグジーの肩を抱いた。

「あなたは、一人じゃないのよ」

　スリチャイらの獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくで、フロアの敵は、あらかた片かた付づいたようだ。

「今日一日間だけで軍にいた頃の、百倍殺したなあ……」

「まだまだこれからだ」

　とプラティープ。

「俺もこの十分間で、銀河でいちばん人を殺した弁護士になってしまった……」

「俺も、親父を殺すので殺人は最後にするつもりだったんだが……」

　とランスロット。

　コンクリートの壁が弾けた。

「くそ！　歩兵じゃ足りねえとみて、戦車を繰出しやがったぞ！」

「それだけ評ひよう価かされているということだが──」

「ビビってるんじゃねえ！」

「スレイ！」

　皆の顔が、一斉に彼の方を振り向いた。

「スレイ!!」

「パパ……」

「大将……」

「ボス……」

「さっさとバグジーを連れて、地下へ避ひ難なんしやがれ!!」

　乱暴に命じるスレイ。

「はい!!」

「プラティープ、スリチャイ、ランス！　おめえらは屋上へ行け。そこからなら戦車がようく見えらあ!!　薄うすい上面装甲が好きなだけ狙い撃ちだぜ」

「なるほど！」

「さすがはスレイ……」

「ノーイ！」

「はい、パパ」

「陛下を連れて、地下へ急げ。抜け道がある」

「わかったわ!!」

　頷くノーイ。

「下のフロアへ行けばわかるようにしておいた」

「パパは？」

「俺はもう暫くここの場に踏みとどまって、おまえらが無事脱出するまでフロアを死守する。一いつ兵ぺいたりとも近寄らせねえ覚悟よ！」

「わかった！　さ、陛下……」

「う、うん……」

　頷くバグジー。

「どうしたの。早くしなさい」

「おかしいなあ……」

　ノーイに腕を引っ張られながら、バグジーは呟いた。

「スレイが、僕と一緒に逃げないなんて──」

「ふっ……」

　上下に別れた一行を見送ってから、偽スレイは本物の仮面をかなぐり棄すてた。もっとも、姿形はそのままだが──。

「こちら、スレイ・ドライ……」

　と、携帯無線機に向けて報告する。

「予定通り分ぶん断だんに成功。後は誘ゆう導どう願います」

『よくやった、スレイ・ドライ』

　と、嗄しわがれた声が言った。

『三十分後に予定地点で合流だ』

「了解……」

「スレイ」

　不ふ意いに背はい後ごで声がした。

「う──」

　振り向くスレイ。

「すいません。下のフロアで敵に阻まれて、到着予定が遅れました」

「なんだ、クックマイヤーか……」

　脅おどかすなといった表情で、スレイ・ドライ。

「さっさと上の階へ行って、プラティープたちを支し援えんしろ」

　クックマイヤーは動かない。

「どうしたクックマイヤー!?　早く行け！」

「嫌です」

　クックマイヤーは銃を抜いた。

「何のつもりだ、クックマイヤー？」

　目を白黒させるスレイ・ドライ。

「俺を撃うつとでもいうのか。え、クックマイヤー!?」

「はい」

　表情を変えずに、クックマイヤーは発はつ砲ぽうした。

「なぜ……だ……」

　仰あお向むけに倒れながら、スレイ・ドライ。

「本物のスレイなら、俺のことをクマ公と呼ぶからですよ」

　と、ホルスターに銃を収おさめながらクックマイヤー。

「四度も俺のことを、クックマイヤーと呼んだのが命取りだったな」

　もうスレイが付けてくれた『クマ公』という呼び方でないと違い和わ感かんを感じるようになってしまったクックマイヤーである。

「しかし、偽者は一人ではなかったのか……」

　スレイ・ドライの死体を調べるが、不意に愕がく然ぜんとなる。

「しまった!!　陛下が──」




「地下の抜け道ってどっちなのよ!?」

　ノーイが叫ぶ。

「そんなものが、本当にあるの？」

「ございます……」

　不意に物陰から現れた老人が、言った。

「待従長！」

　老人は、ル・ウムであった。彼の背後には十人ばかりの武装した兵士が控ひかえている。揃いの白い強化スーツを着ており、ヘルメットを被っているせいで顔はよく見えないが、揃って体格がよい。おそらく選より抜ぬきの精せい鋭えい部隊なのであろう。

「陛下！　よくぞご御無事で！」

「あ、ああ……」

　無表情に頷く、バグジー。

「待従長も……」

「命からがら修羅場を抜け出し、近この衛え部隊を率ひきいて戻って参りました。ただただ、陛下の身を案じればこそでございます」

「そうか……」

「抜け穴へは、私が先導致します。ささ、こちらへ──」

「うむ……」

　近衛の精鋭部隊と共に、地下通路を進むバグジーとノーイ。

「黴かび臭くさいわね」

　と閉へい口こうするノーイ。

「ここは前の戦争の時の、地ち下か要よう塞さいの跡あとでございます」

　とル・ウム。

「前の戦争？」

「はい。一世紀前の、惑星連合とラアルゴンとの……」

「そうか……」

「ふむ。もうここらでよかろう」

　と、狭せまい通路を抜けて広場──と言っても八畳間くらいの広さ──のような場所へ出たところで、ル・ウムは豹ひよう変へんした。

「陛下……」

「ん？」

「お命、頂戴仕つかまつる！」

「やはりな……」

「驚かれないのですか？」

「あまりにタイミングよく色々なことが起きるので、敵は味方の中にいると思っていた。おまえだったとはな、待従長……。いつラアルゴン原理主義者になった」

「待従長になる前からですよ」

　とル・ウム。

「私をお恨みくださいますな。悪いのはあなたの中に流れる、汚れた地球人の血です」

「陛下には指一本、触れさせないわ！」

　ノーイはバグジーを庇って立った。

「汚れた血百パーセントの地球人にも、意地があるってことを見せてあげる!!」

「退のけい、小娘！」

「心配しないで、陛下……」

　バグジーを振り向いて、微笑むノーイ。

「スレイが来るまでは、持ち堪こたえてみせる……」

「笑わせよるわい」

　からからと嗤わらうル・ウム。

「それほど会いたいスレイなら、会わせてやろうではないか。おい！」

　背後の兵士たちの方を向き、顎でしゃくった。

「顔を見せてやれ」

　一人の兵士が、ヘルメットを取った。

　現れた顔は、スレイのものだった。

「スレイ！」

「驚くのは早い……」

　二人目の兵士が、ヘルメットを脱ぬいだ。その顔も、スレイであった。

「そんな……」

　残りの兵士が、一斉にヘルメットを取った。

　全員、スレイであった。

「これにはさすがに、驚かれたようですなあ」

　絶句したバグジーに向かい、勝ち誇るル・ウム。

「いや、正直申して私も、これだけ同じ顔が並べばさすがに気味が悪い」

「クローンなのね……」

「ある組織から、バンクしてあったドン・レオ・スレイのクローンを纏まとめて買い上げましたわい」

　冥めい途どへの餞せん別べつのつもりなのか、やおら饒じよう舌ぜつになるル・ウム。

「全部で十二人。スレイ・ツヴァイ（２号）からスレイ・トレーズ（13号）まで。いやいや……。思いの外ほか役に立ちましたぞ。ツヴァイはあなたを殺すのに失敗して死に、ドライ（３号）は先程、あなた方をここまで誘導した……。おっつけ合流するでしょうが、それまであなた方を生かしておくつもりはない。つまり、ここには現在、二人を除のぞいた都合十人のスレイがいる訳ですな……」

「おのれ……たばかりおったな。逆ぎやく臣しんめ！」

「陛下、あなたは賢かしこい……」

　と、ル・ウム。

「あなたに汚れた血が流れてさえおりませんでしたら、誠によい皇帝になられたものを……。残念です」

「ひとつ訊ききたい」

　とバグジー。

「朕が死んだ後は、誰が皇帝になるのじゃ？」

「亡き先帝の弟御であらせられる、バロー殿下です」

「叔父上か……」

「あなたに較くらぶれば平へい凡ぼんな皇帝でしょうが、その方がよいのです。無む能のうな皇帝ほど、平和な時代には最さい適てき……」

「間違ってる！」

　とノーイ。

「あなたたち、絶対に間違ってるわ!!」

「何も間違いはない」

　と、冷酷無比な口調でル・ウム。

「バロー殿下には、汚れた血は流れておらぬ。汚れた血統は、いま、この場で終わるのです！　さあ、やれ!!」

　スレイ軍団に促うながした。




「完全に騙だまされたな！」

　と、通路をひた駆けに駆けながら、プラティープ。

「本物と偽者を見み誤あやまるとは、一生の不覚……」

「今さら言っても始まるめえ」

　とスリチャイ。

「とにかく走れ！」

「しかし、あれだけ一緒にいて、スレイが偽者だと見抜けなかった自分が恥ずかしいよ……」

　プラティープは駆けながら恥じた。

「それを言うなら、俺が真先に気付くべきだった……」

　とランスロット。

「精神鑑定家の名が泣くよ。新参のクックマイヤーに出し抜かれるとは──」

「そんなことはどうでもいいだろう！」

　と、汗だくのクックマイヤー。

「俺の手て柄がらも、間に合わなかったら手柄にならねえんだよ！」

　と──、

　その時、通路の低い天井に銜くぐもった銃声が谺こだました。

「あ……」

　脱力する一同。

　銃声は、何発も連続して起こった。

「遅かった……」

　スレイ四天王は顔を見合わせ、天を仰あおいだ。




「な、なにを……」

　あまりのことにかっと目を見開く、ル・ウム。

「何をする、気でも狂ったか、スレイ……トレーズ」

「俺は正常だぜ」

　とスレイ。

「それに俺はスレイ・トレーズじゃねえ。トレーズはそこに倒れているだろうが」

　たった今、自分が撃ったばかりの死体を指差す。

「貴様……何号だ!?」

「ばぁか！」

　高笑いするスレイ。

「いい加か減げんに気付け」

「げえ!!」

　三つの死体をも含めて自分たちの数を勘かん定じようしたスレイ・ゼクス（６号）が叫んだ。

「十一人いる!!」

「で、では……貴様……」

　ル・ウムは狼ろう狽ばいの極だった。

「寝返ったか、ツヴァイ!?」

「まだわからねえのか……」

　にやにや笑いながら、銃を振り回すスレイ。

　発砲する。

　新たに四人のスレイが、倒れて死んだ。

「俺は……スレイ・アインスよ！」

「アインス……１号!!」

　ようやく気付いたらしい。

「ほ、本物……」

「盲もう点てんだったろう」

　微笑むスレイ。

「おまえらの卑怯な手を逆手に取らせて貰ったのさ。こんなに隠れ易やすい場所もなかったよ。紛まぎれ込んだ俺に誰も気付かなかったし……。しかし、自分と同じ顔をした連中に囲かこまれているってのは、結構嫌な気分だな。気持ち悪いよ」

「スレイ！」

「パパ!!」

「おのれ！　スレイども、スレイを殺やれ!!」

「馬ッ鹿野郎」

　スレイは転がりつつ連射した。

　さらに二人。残るは一人──。

「本物の違いがわかったか」

「くっ！」

　最後の一人、スレイ・ゼクスはバグジーを人質に取ろうとしたが、もちろんスレイはお見通しである。割わって入るとその胸むな板いたに銃口を突き付けている。

「俺に似ても似つかん卑怯者だな、おめえ……」

「ま、待て……」

　スレイ・ゼクスは銃を捨てた。

「降こう伏ふくする。頼むから殺さないでくれ」

「ならねえ!!」

　スレイは表情ひとつ変えずに撃った。

「俺と同じ姿形をした卑怯者を生かしておくほど、俺は寛かん大だいじゃねえんだ！」

「そこまでだな……」

　とル・ウム。

「銃を捨てろ」

　ル・ウムはノーイを羽は交がい絞めにし、その喉のど元もとに匕首あいくちを突き付けていた。

「自決用の毒が塗ってある。ちょっと傷付けただけでも即死だぞ。脅しではない……」

「やってみろよ」

　と、動じた様子もなく間合を詰めるスレイ。

「俺の怒りがどれほどのものか、わかってるんだろうな。おまえ、楽な死に方はできねえぞ。そこまでの覚悟があるなら、ノーイをどうにでもしやがれ！」

「いけない、スレイ！」

　バグジーが叫んだ。

「ノーイを見殺しにしてはいけない!!　これは君くん命めいじゃ」

「陛下……」

　ノーイの瞳が潤んだ。

「朕はノーイと約束した。一緒に全話ＬＤを見るのじゃ！」

「ノーイ……気に入られたな」

　微笑むスレイ。

「さすがは俺の、娘だぜ」

「でしょう」

　誇らしげに、ノーイ。

「こうなったら、銀河の為に死ぬもん！」

「いいや……」

　ゆっくりと、銃口を持ち上げるスレイ。

「死なせねえ」















「な、何をする。銃を捨てろ！　本当に刺さすぞ」

「刺せねえんだよ」

　と、額ひたいに照しよう準じゆんを定めながらスレイ。

「おめえには、覚悟がねえからよ！」

「あ……降伏する……！　降伏する!!」

　ノーイを放はなし、匕首を捨てる。

「無条件降伏だ。何もかも喋しやべる！」

「学習能力のねえ奴だ」

　スレイは微かに微笑んだ。

「同じように無条件降伏した奴がどうなったか、たった今見たばかりだろうに──」

「ま、待て……」

　銃声。

「スレイ！」

「陛下は!!」

　駆け付けた四人の方を振り向いて。

「よう……」

　と、微笑むドン・レオ・スレイ。

「遅かったじゃねえか。いちばんいいところは、たった今終わっちまったぜ」

「よかった……」

　安あん堵どする四人。

「おい……」

　息も絶えだえのル・ウムが、スレイを見上げた。

「私を殺しても、何も変わらんのだぞ。ラアルゴン原理主義者は……決して……根絶できぬ……。陛下は……永遠に命を狙われ続けるのだ」

「別に構やしねえ」

　と、スレイ。

「俺が護る。永久に護り続ける。おまえら百万人よりも、俺はバグジーが好きだからな。だから安心して死ね」

　とどめに一発、額に撃ち込む。

「見ないで！」

　その一瞬、ノーイはバグジーの顔を覆った。

「ふう……」

「スレイ！」

　バグジーが、その胸に飛び込んだ。

「スレイ!!　逢あいたかった。逢いたかったよおお!!」

「俺もさ、バグジー」

　スレイはバグジーの全力の突進を体で受け止めた。

「大丈夫、もう大丈夫だ。絶対に大丈夫だ。これから先、どんなことがあってもな……」

　スレイの胸の中では、バグジーはただの泣きじゃくる八歳の少年であった。














第三十七章　亜あ父ふスレイ









「陛下はどうされている」

「片時も、スレイの側を離はなれようとはなさいません」

　ガラティアの報告に、

「だろうなあ……」

　と、イツマはただ頷くのみである。

「この僕でも、こと陛下の信しん任にんにかけては、スレイの足元にも及ばないよ。それも当然ではあるがね」

「ドン・レオ・スレイに爵位も検けん討とうされているようですが……」

「もしそうなれば、前代未聞だぞ。前科のある者に爵位では、返へん上じようする者が続出しそうだ」

「しかし、彼の働きは──」

「もちろんその価値はある。返上したい者には勝手に返上させるがいいさ。しかし、スレイはそんなこと、どうでもいいと言うに決まっているがね。地位や名めい誉よの為にやったのではないことは、誰よりも彼がいちばんよくわかっている」

「それよりも問題なのは、次の皇帝ですね」

　アキヅキが言った。

「難航しそうですよ」

「本当に、バグジー殿下は、皇帝にはなれないのでしょうか？」

　ガラティアが珍しく、下げ世せ話わなことで気を揉もんでいる。

「あの御方を個人的に知ってしまった以上、私としては彼を皇位に就つけて差し上げたいのですけれど……」

「それは誰しも同じさ」

　と、表情を曇らせるイツマ。いつもの『彼』らしい生せい彩さいがない。

「僕にしたところで──。しかし、バグジーの為を思うなら、その方がいいのさ。皇帝にならない方が……。そうすれば、もう命を狙われることはない……。暗殺が悉ことごとく失敗した以上、ラアルゴン原理主義者たちも、その線で譲ゆずってくれそうだ。事を表立てない代だい償しように、バグジーからは手を引く……。些か腑ふに落ちないこともあるが、これでも彼らにしてみればギリギリの譲歩だ」

「会長は現実主義者なのですね」

「そう言われるのは、不ふ本ほん意いだな。流血を最小限にしようとすれば、それしか選せん択たく肢しはないだろう。それもこれも、すべてはスレイが頑がん張ばって、ここまで漕こぎ着けてくれたからなんだが──」

「当のスレイは、不満でしょうな」

　アキヅキの言葉に、

「不満どころの騒ぎじゃないだろう」

　とイツマ。

「憤ふん懣まんやる方なし……といったところじゃないか」

「で、この一件に関する『手打ち式』は、水面下で動いている訳ですね」

「ああ。ひさびさに大お祖父じいさまも動き回っているよ」

「タイラー御大が……」

「ああ。百二十三歳の御大自ら、極ごく秘ひ裏りにな……」

　イツマは苦々しく、

「極秘裏にするしかない。一切が片が付くまで、スレイには絶対内ない緒しよだぞ。彼が知ったら、せっかく纏まとまりかけた話をぶち壊すに決まってる」

「私としては──」

　とアキヅキ。

「ぶち壊させてやりたいものですな。このままじゃ煮にえ切きりませんよ」

「そうだ。タイラー家の身内が、一度ならず命を狙われたんだからな。おまけに、それを阻止したのが、一族の力ではなく、たった一人の端たん倪げいすべからざる漢おとこによってだとはな……。タイラー家の者でなくとも、情けなくなるよ」

「いずれにせよ、スレイは株かぶを上げましたね」

「ああ」

　頷くイツマ。

「だが、近いうちに、株価が急上昇しそうな者がもう一人いるよ」




「やあ、プラティープさん」

　懐かしそうに挨あい拶さつするベルファルド。

「裁さい判ばんの時は一ひと方かたならぬお世話になりました。お陰様で順調ですよ」

「暫しばらく見ないうちにまた工場が、大きくなりましたね」

　と、真新しい社しや屋おくを見上げながら、プラティープ。

「ひょっとして、ＳＩＭ社の頃より大きいのでは？」

「その割には、儲かっていないんですよ」

　と、チッコリーナ。

「貧乏暇なし、ですわ」

「いや、従業員の顔に活気がある」

　と、一緒に来ていたクックマイヤーが言った。

「経営が健けん全ぜんな証拠です。この会社は、まだまだ大きくなる……」

「こちらは？」

「あ、ウチの経営担当の──」

「クックマイヤーです」

「ああ、四勇士のお一人ですね」

　微笑むベルファルド。

「雑誌の特集号で読みました。凄い人気ですね」

「いやあ……あれは誇こ張ちようが多くて……」

　と照れるクックマイヤー。

「プラティープなんか、一人で五百人も片付けたことになってるんですよ」

「おまえさんだって、スレイの偽者を束たばにして料理したことにされてるだろうに……」

　尾お鰭ひれが付いて脚きやく色しよくされるのは、報道の常つね。

「本来ならスレイが直じき々じきに御ご挨あい拶さつに伺うかがうところですが、例の件以来、彼は片時もバグジー陛下の側を離れられない状況でして、今日は我々だけで失礼ということに──」

「わかってるよ」

　とベルファルド。

「今や彼は、陛下の後見人みたいなものだからね。凄い出しゆつ世せだよ」

「いやいや、出世したと言えば、あなたも──。それで、今日はひとつお願いがあって参さん上じようしたのですが……」

　口調を改めるプラティープ。扉の陰ではアンリが、聞き耳を立ててその様子を窺うかがっている。

「こういう物を──」

　クックマイヤーが、持っていた図面を広げた。何かの設計図のようだ。かなり大きい。

「造ってはいただけないでしょうか？」

「コンテナですね」

　と、ベルファルドは仕し様よう書しよを子し細さいに見た。

「へえ……宇宙貨客用コンテナ。それもかなり頑がん丈じようだ」

「少々の攻こう撃げきにも耐たえられるように設計してあります。しかし、これをごく短期間に、しかも纏まった数生産できる工場となると、我々にはさしあたって、あなたより他に頼れるつてがありません」

「もちろん、報ほう酬しゆうは相そう場ばに上乗せして払います」

　とクックマイヤー。

「ただ……これを造っていることを極きよく力りよく、内ない密みつに願いたいのです」

「訳有りだね」

　ベルファルドは図面を閉じた。

「で、何処に移い住じゆうするの？」

「…………」

　プラティープとクックマイヤーは互いの顔を見合わせた。

「図ず星ぼしか……」

　とベルファルド。

「僕の当てずっぽうも、たまには当たるね」

「移住先は……言えません」

　とプラティープ。

「たとえあなたでも、他た言ごんするなと……スレイが……」

「なるほど。バグジーもしばらくはコンテナ暮くらしか。どこかの惑星に、身を寄せるまでは──。試し練れんのスタートって訳だね」

「そこまで……」

「僕も経けい営えい者しやとして、少しは揉まれたからね。設計図を見ただけでピンときたよ。それにしてもさすがはスレイだ。考えることのスケールが違う。バグジー陛下を擁よう立りつして、新政権を樹じゆ立りつするつもりかあ……」

　憧あこがれるように、ベルファルドは言った。

「チャンスと度ど胸きようがあれば、僕もやってみたいよ」

「まあ、夢物語と笑い飛ばしてくださっても結けつ構こうなんですが──」

　と、プラティープ。

「以前の私なら、やはり笑い飛ばしたでしょう」

「しかし、我々一同、スレイに賭けてみたくなりまして……」

　クックマイヤーが言った。

「大の大人をその気にさせる、不思議な人なんです」

「わかるよ」

　とベルファルド。

「僕だって、応おう援えんしたい。しかし、ビジネスとなると話は別だ」

　いまや彼にも妻子がいる。

「スタッフと相談してみる。暫くこの図面は、僕に預けてくれ」

　二人を見た。

「絶対に、誰にも口外したりはしないから──」

「それは、もう……」

「あなたのことは、絶対的に信用しています。だからこそスレイも、あなたに──」

「わかった」

　ベルファルドは微笑んで頷いた。

「返事は明日する」




「受けましょう」

　と、アンリは言った。

「いいの？」

　と、ベルファルド。

「スレイからの、依い頼らいだよ」

「確かにスレイは嫌いです」

　とアンリ。

「しかし、会社にとっては確実な利り益えきになる。報酬は相場の倍、この機を逃す手はありません」

「ドライだねえ……」

「ええ」

　苦笑した。

「ドライですよ」

「でも、君がそう言うのなら──」

　ベルファルドは安あん堵どした。

「引き受けるよ」

「しかし、コンテナ船団を組んで、移住ですか……。野の放ほう図ずなことを考えるものだ。いや、野放図と言うよりは無む鉄てつ砲ぽう、暴ぼう挙きよと言うべきか……。いかにもスレイらしい……」

「バグジーやスレイの命を守るためのコンテナとなれば、細さい心しんの注意を払って造らねば……」

「その点は大丈夫でしょう。ウチの技術者なら、間違いない。その点でも、連中の選択は間違ってはいなかった」

　図面を見ながら、アンリ。

「ほう……。中で完璧に生活できるようになっているな。これならかなりの長距離星系間移動にも耐えられる。ここが行あん宮ぐうになるのか……」

「遂に我が社にも皇こう室しつ御ご用よう達たつの仕事が来るようになったよ」

　感かん慨がい深ぶかげに、ベルファルド。

「普通なら、いい宣せん伝でんになるんだけどね……」

「口こう外がい無む用ようが、残念ですな」

　アンリの瞳が、光った。

「コピーを取って、いいですか？」

「いいけど──」

　ベルファルドはアンリを見た。

「大丈夫です。絶対に部外者には漏もらしたりしませんよ。部外者には……」

「わかった」

　もともとベルファルドに、アンリを疑う気持ちはない。

「社長にとって悪いようには、絶対にしません。私が保ほ証しようします」

　ベルファルドの為には、スレイ一人が突出することは防ふせがねばならない。

「私に任せてください。私はあなたの『悪』ですから……」

「そんなもの──」

　と、ベルファルド。

「君が行き倒れ寸前でここに飛び込んで来た時から、とっくに引き受ける覚悟でいるよ」




「ファクシミリは御ご覧らんになりましたか？」

　とアキヅキ。

「見た」

　とイツマ。

「匿とく名めいファックスだが──出で処どころはすぐにわかったよ」

「さすがですな」

　アキヅキは微笑んだ。

「私も図面を見ただけで、ピンときました」

　アキヅキは言った。いきなり会長室の専用極ごく秘ひ回線に流れて来た差出人不明のファクシミリである。一行の文章も添てん付ぷされてはいなかったが、その図面が何よりも雄ゆう弁べんに送り手側の事情を物語っていた。

「スレイが、ベルファルドさんの工場に発注したコンテナ……。そう見て間違いありませんな」

「極秘裏にね」

　イツマはネクタイを締めた。

「こうしてはいられない」

「はい」

　ガラティアが鞄かばんを差し出した。

「スレイさんにお会いになるのですね」

「君には何も説明しなくていいから助かるよ」

　苦笑するイツマ。

「今に真剣に、会長職を奪うばわれる心配をしなければいけなくなりそうだな……」

「最大の讃さん辞じですわ」

　嬉しそうに、ガラティア。

「ですが、私には脚線美以外に会長に及ばないものがひとつだけあります」

「ほう……。何だろう？」

「急きゆう所しよの攻せめ方かたです」

「急所の攻め方？」

「はい。会長の打たれる手は、常に適てき切せつです。他の能力ではともかく、その迅じん速そくさだけは、私も及およびません」

「そうかな？」

　コートを羽は織おりながら、イツマ。

「僕は、一度も意識したことはないんだが……」

「意識せずにできるから、凄いのです。あの図面を見ただけで、あなたはすぐ行動を起こされる。しかも、いきなりスレイさんにお会いになろうと言う。普通は真ま似ねできませんわ」

「しかし、君にはわかったろう」

「わかるのと、自分が行動を起こせるかどうかは別です。とても真似できません」

「スレイを攻めるのが、いちばん早いからな……」

　とイツマ。

「それに、彼に会うのも久し振りだ。実は楽しみでもあるんだよ」

　そう言って、無造作にスカーフを巻いた。

「行くぞ！」




「馬鹿な考えは、よせ」

　開かい口こう一いち番ばん、イツマはそう言った。

「君が何がなんでもバグジーを皇帝にしたい気持ちはわかる。しかし、敢あえてそれをやればどうなると思う？」

「銀河は、修羅場になるだろうな……」

　と、他人ひと事ごとのようにスレイ。実際、彼にとっては他人事であった。

「そこまでわかっていて、何故!?」

「バグジーが、好きなのよ」

　とスレイ。

「それに、あいつが皇帝になれば、少々の流血にはお釣つりがくるんだよ」

「確かにバグジーには、立派な皇帝になる素質がある。しかし、多くの人命を犠ぎ牲せいにしてまで、強引に皇位に就つけることには僕は反対だ」

「このわからず屋め」

「わからず屋は君だろう！」

　イツマは声を荒げた。

「何故そこまで、ムキになる。皇帝の位くらい、譲ってもいいだろう!?　バグジー自身にとっても、その方が幸せかも知れないんだぞ！」

「違ちがうんだ……」

　と、スレイは言った。

「そこが、決定的に違うんだ。おまえと俺とじゃ」

「どう違う？」

「いいか！」

　と、スレイはイツマに嚙み付かんばかりの勢いと、唾つばが飛びそうな間合で言った。アキヅキが側にいたら、躊ちゆう躇ちよなく割って入ったことだろう。

「バグジーは、殺されかけたんだぞ。何度も、何度も！　それこそ、心も体もズタボロにされかけたんだぜ!!」

「知っている……」

　とイツマ。

「僕も、悔くやしい……」

「だったら何故折れる」

「折れたんじゃない……」

　拳を握り締め、イツマ。

「折れたのではない。譲じよう歩ほしたのでもない。ただ、今バグジーが立てば、銀河に無用の流血が──」

「無用じゃねえ！」

　とスレイ。

「確かに半はん端ぱじゃねえ流血はあるかも知れねえ。しかし、俺に言わせりゃそいつは無用どころか、必要不可欠な流血よ。いっそ、全部流せるだけ流しちまった方がいいくらいなもんさ」

「間違っている」

　とイツマ。

「スレイ、君は間違っているよ。絶対に間違ってる」

「間違ってねえ！」

　とスレイ。

「俺の法律じゃ、合法だぜ」

　どうやら現在の複雑な状況が、ここにきて二人の決定的な違いを浮うき彫ぼりにしたようだ。

「そうか……。前から感じていたが、スレイ」

「なんだ？」

「これではっきりした。君は野や蛮ばん人じんだ。正義の野蛮人だな。君の正義は、石器時代の正義だ。百歩譲ゆずって、古代文明時代の正義だ！　現代では通用しない」

「そうかも知れねえ」

　スレイはふっと笑った。

「確かにその通りよ。だがなあ、あれだけ狙われ、傷付けられたバグジーに、命は助けてやるから皇帝は諦あきらめろと言われて、はいそうですかと引き下がることだけは、この俺の正義が、絶対に赦ゆるさねえんでえ！」

　啖たん呵かを切った。

「ついでに言わせて貰うぜ。イツマ」

「ああ」

「おめえの正義は、女の正義だ。百歩譲って、小しよう市し民みんの正義だぜ」

「なに……」















　イツマの表情が、ひきつった。

「俺は今日まで、おめえのことを立派な『男』だと思っていたが、やっぱり根っこのところで、おめえは女だったようだな。失しつ望ぼうしたぜ」

「…………」

「済まん……。気にしていることを──」

「いいのさ。事実は事実だ」

「しかし、俺の決意は変わらんぜ」

「馬鹿はやめろ……」

　と、無む駄だを承しよう知ちで敢あえてイツマは言った。

「君を敵にはしたくない……」

「俺もだ。しかし、これでどうやら、お互い敵同士になりそうなことははっきりしたな。むしろよかったと思うぜ」

　ジャケットを肩に引っ掛けながら、スレイ。

「まあせいぜい、いい敵同士になろうや」

「ああ……」

　寂さびしそうに、イツマ。

「君は強敵だ」

「おまえも、な」

　スレイはドアのノブに手をかけ、ふと思い出したかのように、

「図面を流したのは、ベルファルドか？」

　と尋ねた。

「違う」

　とイツマ。

「それだけは、彼の名誉のために言っておく。たまたま僕の持っていた情じよう報ほう網もうに引っ掛かっただけだ。彼は断じて、そんなことをする漢おとこではない！」

「そこが、違うんだよ」

　と、スレイ。

「俺は、そんなことを問題にしているんじゃねえんだ。仮にあいつが図面をおまえに見せたとしても、俺とあいつの友情には、これっぽっちの影響もねえってことさ。俺は端はなっから納得ずくで、奴に頼んだんだからよ。そいつがわかってねえってことは、やっぱりおまえは俺とは違う人種なんだ」

「言いたいだけ言ってくれたな」

「ああ。でも、言わないよりはいいだろう」

「その通りだ。今でも君を尊敬している」

「安心しろ」

　とスレイは言った。

「たとえ百億人殺しても、バグジーだけは護り抜いてみせる！　何と言っても俺は、バグジーの後見人なんだからよ」

「それだけは……信じてるよ」

　微笑む。

「だが僕は、君に百億人も殺させたりはしないぞ。せいぜい一億……、いや、百万……。最小限の犠牲で喰い止めてみせる！」

「期待してよさそうだな。ベルファルドは、どっちに付くと思う？」

「君も彼がわかっていないな」

　勝ち誇るイツマ。

「彼はどちらにも、味方しないよ。中立でもない。彼は彼で、今に僕たち両方にとっての敵になる。恐るべき敵だ」

「最後に一本、取られたな……」

　ボルサリーノを被る、スレイ。

「次に会う時は、戦場かな？」

「地獄かもな」

「まあいいさ、おまえとは地獄で逢あえる。しかし、ベルファルドは天国行きだ。生きている間に、挨拶しておかないと──」

「元気でな」

「おまえもな……」




「交こう渉しよう決けつ裂れつですか」

　と、帰りのリムジーンの中で、ガラティアが尋ねた。

「いや……」

　と、窓の外をぼんやり眺ながめながら、イツマ。

「互いの生き方を、確認し合ってきた」

「会長……」

「どうした？　僕の顔に何か付いているのか？」

「その表情……。七十パーセントの哀しみと二十パーセントの想い出と、十パーセントの今後への希望と期待……」

「そのレシピに、心当たりがありそうだな」

　イツマはガラティアを見た。その瞳に光るものを、ガラティアは見逃さなかった。

「はい……」

　頷く。

「それは、たった今恋人と別れてきた……という表情のレシピと、そっくり同じですわ」




「道は決まった」

　とスレイは言った。

「イツマは俺に『よせ』と言った。しかし、それは『やれ』と言ったのと同じことよ」

「私もそう思います」

　頷くプラティープ。

「おそらくイツマさんも、心のどこかではあなたを応援しているのではないでしょうか」

「陳ちん腐ぷな台詞だな、プラティープ」

　スレイは苦笑い。

「しかし、その陳腐さが今は嬉しいぜ。ところで──」

　表情が、変わる。

「新帝国のシャドーキャビネットは、考えておいたか？」

「もちろんですよ」

　咳払いする。

「私が首相兼法務大臣兼外務大臣、スリチャイが軍務大臣、クックマイヤーが大蔵大臣、ランスロットは文部大臣兼内務大臣……といったところでしょうか」

「おめえが首相？」

　スレイは首を傾げた。

「俺はどうなる？」

「あなたには、そんなポストには拘こう束そくされない、もっと自由な地位に就ついていただきます。陛下の後見人としてね」

「それって、事実上陛下の御ご威い光こうをかさに着て、国こく政せいを牛ぎゆう耳じってるって言わんか？」

「違いますね」

　とプラティープ。

「確かに、歴史上幼い主君を擁よう護ごし補ほ佐さするという名目で、傀かい儡らい政せい権けんを樹立した宰さい相しようや将軍は多い。しかし、あなたは違う。違うと信じたい。あなたが彼らと決定的に違うのは、心からバグジーを愛しているということですよ」

「愛していれば何をやってもいいということにはならんぜ」

　と、スレイ。

「もっとも実際に俺は、好き勝手にやるつもりなんだが──」

「あなたがどんなに好き勝手に振る舞おうとも、それがバグジー陛下の不ふ利り益えきになることは微塵もないと信じています」

「そこまで信じていてくれるのか……」

「皆、そうですよ。しかし、もしもあなたが道を踏み外した時は──」

「こうか……」

　スレイは自分の首筋に手を当て、切る真似をした。

「はい。ですからいざとなったら我々に、あなたを困らせるだけの権力を残しておいて欲しいのです。我々の要求は、それだけです」

「わかったぜ……」

　頷くスレイ。

「俺は命いのち懸がけで、暴れ回ればいいんだな」

「難しいことでは、ないはずです。しかし、暫くの間、あなたはボロクソに言われるでしょう。皇位を簒さん奪だつしたとか言われるのは序じよの口でしょう。覚悟してください」

「けなされるのが、どれほどのものかよ」

　スレイは豪ごう語ごした。

「俺は悪口には慣なれている。言われれば腹も立つが、それをパワーに変える術を知っているからな。誹謗中傷は、俺のエネルギー源みたいなもんよ」

「それを聞いて安心しました」

「ところで──」

「はい？」

「バグジーとノーイ、俺が思った以上に仲好くなってくれたようだが……」

「はい」

　ハンドルを握りながら頷くプラティープ。

「率直に言わせていただいて、いいですか？」

「ああ」

「このまま順調にいけば、ノーイは間違いなく未来の皇妃です」

「それって……。チョー玉の輿こしか？」

「チョー玉の輿です」

　笑いながら、プラティープ。

「そうなれば、あなたは皇帝の義ぎ理りの父です……」

「まずいな」

　とスレイ。

「いちばん皇帝を牛耳り易やすい立場だ。何と言われても、言い訳できないぞ」

「いいんじゃないですか」

　とプラティープ。

「互いに本気で好きなら、政せい略りやく結婚と言われようが何だろうが、いつかわかって貰えますよ。あの二人、ノーイの方が五歳年上ですが、いい姉あねさん女によう房ぼうになりますよ」

「そうかなあ……」

　とスレイ。

「正直、親の欲よく目めで言えば、ノーイはバグジーにさえ、くれてやるのが惜おしいなあ……」

　他の男は、候補以前だ。

「そんなことより、あなた自身の女房の心配をしたらどうなんですか？」

「俺は生涯、独どく身しんでいいよ」

　と、はぐらかすスレイ。

「それより、おまえこそもう、そろそろ三十だろが」

「そうですが……当面それどころではありませんね」

「おまえといいスリチャイといい、ランスといいクマ公といい、どうして俺のところはこうも穢むさ苦くるしい男所帯なんだろうな。ノーイがいなかったら、窒ちつ息そくしちまうぜ」

「言われてみれば、そうですね……」

「ベルファルドでさえ、結婚できたのによ──」

「あれは地味だが、いい結婚式でした」

「俺もできれば、出席したかったぜ」

「しかし、居並ぶ列れつ席せき者しやを差し置いて、最初に読まれた祝しゆく電でんが服役中の殺人犯からのものだという結婚式も、前ぜん代だい未み聞もんでしたから……」

「そうだ。俺は前例のないことをやるのが好きなんだ」

　満足げに頷く。

「今までも好き勝手にやってきたが、今度という今度は心の底から、好き勝手に暴れてやるぜ。どうせ一度の命、せいぜい派手に歴史に名を刻んでやるぜ」




「スレイは朕ちんの父も同然じゃ」

　と、バグジーは言った。

「単なる後見人ではない。父に継つぐもの、亜あ父ふじゃ」

「亜父スレイ……いい響きです」

　ランスロットが、頷いた。

「それでいきましょう。スレイの新帝国での正式なポスト、呼称は、亜父です」

　実は『亜父』には『あふ』と言う他に『あほ』という読み方もあるのだが、これはスレイが承しよう知ちすまい。人前で呼ぶにも都合が悪い。

「亜父スレイよ」

　と、ようやく怪我も癒いえたばかりの若き皇帝は言った。

「朕はこれから、どうすればよいのか？」

「陛下は常に堂々と、胸を張って偉えらそうにしていてください」

　とスレイは言った。

「あとのことは、全部我々がやります。何の心配も要りません」

「信じているぞ。ところで──」

　と、バグジーは言った。

「朕は本当に、皇帝になってもよいのか？　世間では叔父おじ上が次の皇帝だと言っておるようじゃが……」

「インチキです」

　とプラティープ。

「皇帝は陛下御一人……何の問題もありません。たとえ誰が何と言おうと、陛下が皇帝です。唯ゆい一いつ無む二に、銀河で独りの皇帝陛下です」

「本当か？」

　スレイを見る。

「本当だとも！」

　胸を叩くスレイ。

「俺が信じられねえか、バグジー？」

「ううん……」

　首を振る。

「スレイがそう言うのなら……皇帝になる。ゴザ十九世ということになるのか？」

「そんな縁えん起ぎの悪い称しよう号ごうは、捨てっちまいましょう」

　スリチャイが言った。

「亜父スレイから、発表があります」

「おほん」

　勿もつ体たいぶって、スレイは厳おごそかに宣せん言げんした。

「ここに、神聖ラアルゴン帝国、第三十一代皇帝、バグジー一世陛下の即そく位いを宣せん言げんする！」














第三十八章　汚れた手









　先帝の弟で、バグジーの叔父にあたるバロー殿下が皇帝ゴザ十九世として即そく位いした、まさにその日──、

　もう一人の皇帝バグジー一世は、忽こつ然ぜんとして出しゆつ奔ぽんした。

　スレイ以下、五人の側近も同時に姿を消したので、彼らが幼い『元皇太子殿下』を拉ら致ちしたのだということで、衆しゆう目もくは一致したのだが、実情は既に読者諸姉諸兄の知る通りである。

「スレイもいいタイミングを突きやがる」

　と、戴たい冠かん式しきの中継にかぶさる臨りん時じニュースのテロップを見ながら、アンリが北ほく叟そ笑えむ。

「世間の耳じ目もくが新皇帝に注目していたこの瞬間こそ、またとないチャンスだからな。おまけに、戴冠式の当日に出奔することで、新しい皇帝に『異い議ぎあり』という最大の抗こう議ぎにもなる。まさに一石二鳥……。さすがは俺の兄弟よ。俺とまったく同じことを考えやがる」

「じゃあアンリは──」

　ハルミを膝に抱いていたベルファルドが、アンリを見る。

「まさにこの日に、スレイが行動を起こすということを、予よ期きしていたのかい？」

「俺だけじゃない」

　とアンリ。

「おそらくイツマも、スレイの旗はた揚あげは今日だと、読んでいたはずだ」

「どうして僕に教えてくれなかった」

　咎めるように、ベルファルド。

「教えれば、おまえはスレイに会いに行った。俺が止めても、会いに行ったろうな」

　とアンリ。

「……そうだね」

「そうすれば、おまえの動きから、スレイの不穏な動きが明るみに出る……」

「そうか……スレイのことを思えば」

「違う」

　と、アンリ。

「スレイの為じゃない。俺は、結果としておまえのことだけを思って──」

「わかったよ。責せめたりして済すまなかった、アンリ……」

「いいんだ。俺は満足している」

「でも、これでしばらくスレイにも会えないのね」

　と、チッコリーナが言った。

「会えないとなってみるとあの笑顔、妙に懐かしいわ」

「俺もです、奥さん」

　とアンリ。

「あんなにスレイのことを、憎にくんでいたはずなのに──」

『本当は好きなんだろう』

　と、ベルファルドは口にこそしなかった。

『君を見ていれば、それくらいわかるよ、アンリ……』

「今となっては、スレイがうまく逃げ延びて、立派な新帝国を築いてくれることを祈るのみだ……」

　顔の前で手を組みながら、アンリ。

　その目が、３Ｄテレビの中の新皇帝の表情に、注がれている。今まさに、ゴザ十九世の頭に、宝ほう冠かんが被せられようとしていた。

「言っちゃ悪いが……バカ帝だな」

　とアンリ。

「バグジーの死んだ父親も馬鹿っぽかったが、まだこいつよりはマシだった。もっとも、平和な時代にはこういう無ぶ難なんに愛される皇帝の方がいい……」

「バグジーだって、愛されるよ、きっと！」

　とベルファルド。

「バグジーは愛されるが、無難ではない。歩く火ひ種だねだ。呼吸する人種問題だ……。必ずや銀河に波なみ風かぜを起こす。だからこそ、涙を呑んで皇位をこのぼんくらに譲ったイツマの気持ちも、それでも敢えてバグジーを擁よう立りつしたいというスレイの気持ちも、俺は両方ともわかる。どちらも、抜ぬき差さしならぬ立場だ。何を譲って、何を譲れないかで、二人は決定的に相あい容いれない。この日が来ることは、わかっていた……」

「僕には、わからないよ……」

　とベルファルド。

「どちらもわかるけど、どちらも間違っていると思うな」

「ほう……。ではおまえの立場ならどうする？」

　アンリは興味深そうにベルファルドを見た。

「聞かせてくれ」

「僕なら──」

　ベルファルドは言った。

「僕に力があれば、皇帝そのものをなくすんだけどな」

「なるほど！　その手もあるな」

　と、アンリ。

「では俺も、今後はその主張を支し持じすることにしよう」

「あまり主人を焚たき付けないでちょうだい」

　チッコリーナが言った。

「ベルファルドには、平凡な人生があればいいの！」

「あなたがそれを決められるのか？」

　アンリはチッコリーナを見た。

「あなたにその権利があるのか!?」

「あります！」

　とチッコリーナ。

「私と、ハルミにはあるんです!!　誰にも邪魔されず、ベルファルドを独どく占せんし、平和な人生を全うする権利が！」

「私の政敵は……奥さん、あなたかも知れませんね」

　そう言ってアンリは、コーヒーを啜すすった。

「あなたとだけは、折り合える点が見付けられるかどうか、自信がない……」

「スレイたちは、何処へ行ったんだろう？」

　とベルファルド。

「あのコンテナ船なら、銀河の何処へでも行ける能力があるけど──」

「それも、だいたいわかる」

　とアンリ。

「まず間違いなく、スレイが目指しているのはセランテだろう」

「セランテ？」

　ベルファルドは首を傾げる。

「聞いたことないな」

「おまえの不勉強を詰なじるつもりはない。普通の人はまず聞いたこともない新しん興こうの辺境惑星だ。宮廷武官だったナ・バァム・ドムを体ていよく飛ばすために侍従長ル・ウム……と言うよりラアルゴン原理主義者どもが与えた、新領地だ」

「ああ、あのドム家の……」















「ナ・バァム・ドムはまだ十七歳だが、その曾祖父であるル・バラバ・ドムの再来とまで言われるほどの逸いつ材ざいだ。艦隊を指揮させても、なかなかの手腕だと聞いている。ほとんど武力的な後ろ楯のないスレイが頼るとしたら──」

「彼以外には、考えられない！」

「そういうことだ」

　アンリは頷いて、ため息をついた。

「しかし、スレイに他の選択肢がないことは、連中も知っている。彼らは必ずや、セランテに向かう航こう路ろのすべてに網を張って、手ぐすね引いて待ち構えているはずだ。スレイの運命は、風前の灯ともしびだよ」

「バグジーもかい？」

「スレイと一緒にいる以上はな」

「スレイがバグジーの側を、離れる訳ないよ！」

　ベルファルドはアンリの胸むな倉ぐらを摑んだ。

「アンリ、君はこうなることが予想できていたのに、僕に教えなかったな!!　バグジーをみすみす危険に晒さらすことがわかっていたら、僕は……僕は、コンテナなんか造りはしなかった！」

「殴りたければ、いくらでも殴るがいい」

　とアンリ。

「俺はなんでもない……。おまえのために泥を被ると決めたんだからな」

「アンリ……」

「誰にも、その他の選択肢なんてありはしなかったんだよ……。しかし──」

　アンリは目を瞑とじた。

「スレイなら、てめえの力でなんとかするんじゃないか……。なんと言ってもこの俺が仕掛けた網さえ潜り抜けたほどの漢おとこだぜ。敵である俺が、いちばんよく知っている……。俺は、俺は……そいつに賭けてみた。さあ殴れ、ベルファルド。卑怯な俺を殴れ!!　ここでおまえに殴られることも、嫌われることも、俺の勘かん定じようにちゃんと入ってる！」

「殴らないよ……」

　と、ベルファルドは拳を収めた。

「嫌いもしない。君は僕には、勿体ないくらいの相あい棒ぼうだ」

「正直……」

　アンリは目を伏せた。

「今の一言は、殴られるよりこたえたぜ」




「航海は、順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、本日も異常なし……か」

　と、航海日誌を付けながら、プラティープ。

「一時はどうなることかと思ったが、こう毎日毎日、何事もなく平穏だと、かえって戦いくさの虫が疼うずくな」

　と、コンソールに両足を投げ出してスリチャイが相棒を見た。

「本日も異常なしとしか、書くことがないだろう？　たまには噓でもいいから、敵艦隊と遭そう遇ぐう、これを一いつ蹴しゆう……とでも書いてみたいね」

「馬鹿言え」

　と、苦笑いするプラティープ。

「遭遇まではいい。しかし、一蹴されるのは敵艦隊じゃなくてこっちの方だ。単なるコンテナ船だからな……。艦隊どころか、駆く逐ちく艦かん一いつ隻せきでも危ない」

「しかし、星系間航行がここまで退たい屈くつなものだとはね。毎日寝て起きて、食って出すだけじゃねえか……。体が鈍なまって仕方ねえ」

「退屈と修羅場、この両極きよく端たんしかないのが宇宙さ」

　とプラティープ。

「もっとも、これはスレイの受け売りだがね」

「スレイに、宇宙空間での戦闘の経験は？」

「ない」

　プラティープはあっさりと言った。

「俺やおまえと、大差ない。惑星上での格闘や白はく兵へい戦せんでは無敵なんだがな……。宇宙空間ではどうかな？」

「期待していいんじゃねえの」

　とスリチャイ。

「なにしろウチの大将は、人じん工こう受じゆ精せい児じとは言え、あのタイラー提てい督とくの息子なんだから……」

「その理屈でいくと、ベルファルドがいちばん強いことになるぜ」

　と、いつの間にか後ろで、二人の会話を立ち聞きしていたスレイ。

「なにしろ、『本人』だからな。だが、どんなに素そ質しつがあっても経験がなきゃ赤ん坊と同じよ。馬鹿なこと言ってねえで、少しは船内の掃そう除じでもしろ！　ノーイに全部やらせるつもりか」

「はい……」

「やれやれ……。家事も持ち回りか。新帝国の前ぜん途とは多た難なんだな」

　とにかく、人材は揃ってはいるが絶対数が少ないのである。

「スレイ、ここにいたのか」

　パジャマ姿のバグジーが現れる。

「陛下、まだパジャマで……」

「宇宙にいては、夜も昼も区別がつかなくて困る。正直、これほど退屈なものとは思わなかったぞ」

「早く着替えねえとノーイに怒られるぜ」

「ノーイならもう寝ておる。それより一緒に、『銀河爆風メガバスター』を観みよう」

「またですか」

　と、閉口するスレイ。

　確かに出所したら一緒に『銀河爆風メガバスター』の全話ＬＤボックスを観ようとは約束したスレイであるが、この船内では毎日することもないので、そればかり観ている。正直言って、もう観飽あきた。

「よいではないか、亜あ父ふスレイよ」

　バグジーはねだった。

「何度観ても、名作は名作じゃ」

「はあ……だけど、さすがによ……。おい、プラティープ、スリチャイ、おまえら陛下と一緒に観てやれ」

「ええ～っ！」

「またですか……」

　そればかりは御ご勘かん弁べんをという表情かおで、二人はぼやく。

「さすがに食しよく傷しようしました」

「もう細こまかい台詞せりふやディティールまで、全部そらで言えるほど覚おぼえちまいましたよ」

「いいから観ろ！」

「いや、いくらスレイの命令でも……」

「こればかりは──」

「しょうがねえなあ……。ならランスは？　ランスはおたくだから、何度見ても飽きないとか抜かしていたな」

「僕、ランスロットと一緒には観たくない」

　と、これはバグジーが拒きよ否ひした。

「なんで？」

「ランスロットは観ている側そばから、心理学用語付きで登場人物の心しん情じようを解説するんだもん。最高の見せ場で、『この敵役には幼い頃母親に幼よう児じ虐ぎやく待たいされた心的外傷トラウマがあって、それが主人公の恋人に対する屈くつ折せつした愛あい憎ぞうとなって、さらにそれが屈くつ託たくのない主人公に対するコンプレックスと相あい俟まち、より一層の憎悪が──』なんて言われてごらんよ。幻げん滅めつするから」

　バグジーはランスロットの口調まで、巧たくみに真ま似ねて一同の爆笑を誘った。

「確かに──」

「それにしても……」

　と、スリチャイが言った。

「なんで誰も、他のビデオを一本も持って来なかったんだろう？　それが最大の失しつ策さくだ」

「まあ、慌あわただしい出港だったからな……」

「それにしても、食い物や下着類は完かん備びしている上に、最高の再さい生せい機き器きまであるくせに、ビデオは『銀河爆風メガバスター』しかないなんて……」

「まあ、みんな生活必ひつ需じゆ品ひんを調ちよう達たつするだけで手一杯で、そんなところまで誰も気付かなかった……ということで」

「これほど退屈するとわかっていれば、何をおいても真まつ先さきに調達したものを──」

「これが本当の、『航こう海かい』先に立たずってやつか……」

「しかし、もしこの船が遭そう難なんして、百年後に発見されたとして、ビデオが『銀河爆風メガバスター』しかないとわかったら……」

「俺たち、おたくと思われるな」

「ああ」

　頷くスリチャイ。

「それが、いちばん嫌だな……」

「おい、おめえら」

　と、スレイが言った。

「こうなったら、仕方ねえな」

　そう言って、ニヤリと嗤わらう。

「こんなこともあるかと思って、俺が一本だけ持って来た、秘ひ蔵ぞうのＨビデオがあるんだが──」

「Ｈ……」

「ビデオ!?」

　二人の目の色が変わった。

「そんなものがあるなら、どうして今まで!?」

「いや、色々と教育上、好ましくない観点もあって──」

　そう言ってスレイは、抽斗ひきだしの鍵かぎを開けた。

『銀河女子高生ルリ子・宇宙服の荒あら縄なわ萌もえ』

　と、見るからにそそるタイトルのビデオである。

「うおっ！」

「こ、この状況では、価あたい千せん金きん！　食料一週間分より価か値ちがある!!」

「さあ、俺の部屋で、一緒に観ようぜ」

「朕も観る！」

　とバグジー。

「駄目だ、子供はもう寝ろ！」

「黙れ、これは勅ちよく命めいじゃ」

「しょうがねえなあ……」

　と、苦笑いするスレイ。Ｒ指定にさえ達しないバグジーを前に、

「ちょっとだけだぞ」

　と釘くぎを刺さす。

「これから観ることは、ノーイには絶対内緒だぞ」

「うん……約束する」

「よし、それでこそ、立派な皇帝だ」

「だ～れが、立派な皇帝ですって!?」

「げげっ！」

　肩怒らせたノーイが仁王立ちになっている。

「ノーイ……寝たはずじゃ」

「妙みような胸むな騒さわぎがしたのよ」

　とノーイ。

「男なんて、男なんて……ちょっと目を離すとこれなんだからぁ！」

　そう言って、いきなりスレイの手から『銀河女子高生ルリ子』をひったくった。

「ああっ!?」

「没ぼつ収しゆう！」

　この船内では、実は彼女がいちばん偉えらい。その次がスレイとバグジーで、哀あわれな四し天てん王のうはそのヒエラルキーを底てい辺へんで支える存在だった。

「ええっ、駄目なの？」

　と尋ねるバグジーを、

「駄目ッ！」

　と怒ど鳴なり付けるなり、

　ぱぁん

　と、やおら甲かん高だかい一発を見舞った。

「げげッ!!」

「皇帝陛下を、平手打ちに……」

「こんなことが、赦されるんだろうか？」

「うぇ～ん！」

　火が点いたように泣き叫ぶバグジー。

「臣下のくせにノーイがぶったあ！」

「臣下でも、時にはぶちます」

　と、優やさしくノーイ。

「それが、あなたの為だからよ、バグジー」

「ああ、エロがらみの茶ちや番ばん劇げきが、いつの間にか『ちょっと泣かせるいい話』に……」

「そんなことより、ビデオは……」

「当分、封ふう印いんします！」

　とノーイ。

「いいですね」

　スレイたちが口を揃えて『異議あり！』と叫ぼうとした時、非ひ常じよう警けい報ほうが鳴なった。

『三次元レーダーに反はん応のう！』

　当とう直ちよくでブリッジに入っていた、クックマイヤーの声。

『勢せい力りよく一！　ただし軍ぐん艦かん!!』

「軍艦だとお!?」

　スリチャイが叫んだ。

「ここは軍隊が、たった一隻でパトロールするような宙ちゆう域いきじゃねえぜ！」

「網あみを張はっていやがったな……」

　と、スレイ。

「案の定だ。ともかく全員、ブリッジに集ま──」

　言い終えるより早く、コンテナ船は振動で大きく揺れた。

「きゃっ!!」

　床に投げだされるノーイ。

「いきなり攻撃してきやがった!!」

　と、バグジーを庇いながらスレイ。

「普通、形式だけでも警告くらいはします」

　床に倒れたプラティープが、苦笑した。

「敵の正体、これではっきりしましたね……」

「俺たちをどうあってもセランテにはやらせねえつもりだ」

　とスレイ。

「人知れず、宇宙の藻も屑くずにする肚はらだな」

『敵はラアルゴンの駆逐艦だ!!』

　クックマイヤーの声はヒステリックになっている。

「こちらからも確認した！」

　と、手近なモニターに駆け寄るスリチャイ。

「間違いない……。あの独特の生物的なシルエットは、ラアルゴン艦かん艇ていのものだ。おそらく『バジアン』タイプだろう。レーダーに映らないステルス艦だ。この距離までこっちのレーダーに引っ掛からなかったのも道どう理りだぜ」

「ステルス艦だと!?」

　とスレイ。

「はい」

　頷くスリチャイ。

「隠おん密みつ行動にはもってこいの艦です。特に、極ごく秘ひの暗殺任務にはね」

「武装は？」

「ジェーン宇宙年鑑の最新版によれば、軽けい巡じゆん洋よう艦かんなみの攻撃力があります。航続力も長大で、かつ高速……。この船では、とても逃げきれるものでは──」

「そうか……」

　ニヤリと嗤わらう、スレイ。

「進しん退たい窮きわまったな」




「目標、停止しました」

　と、オペレーターが報告する。

「今の一撃で動力系けい統とうにダメージを与えた模も様よう……」

「よし、ゆっくりと料理してやる」

　ステルス駆逐艦『サアジアン』のブリッジで、艦長メ・グル・ドットは北ほく叟そ笑えんだ。

「これで手柄は頂きだな……。確実に仕し留とめられる距離にまで接近して、ゆっくり始末しよう！」

「他の艦には連絡しなくて宜しいのでしょうか？」

　副官が尋ねるのを、

「連絡？」

　と、ドットはとぼけた。

「貴様、この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを、みすみす他の奴に奪うばわれてもいいというのか？　偽皇帝を討うつチャンスなど、生しよう涯がいに一度あるかないかだぞ、うまくゆけば、艦隊指揮官も夢ではない。そうなれば貴様も、一いち躍やく艦隊付き参さん謀ぼうだぞ」

「ですが、問題の船を発見した際は、速すみやかに連絡せよとの、教主さまの御命令が──」

　艦隊付き参謀の地位には食しよく指しをそそられつつも、躊躇する副官に、

「黙れ小心者！」

　とドットの一喝。

「報告など、撃げき沈ちんした後でゆっくりすればよい。もっと接近だ!!　爆発が肉眼で見える距離にまでな。偽ぎ帝てい陛下が散さん華げする様を、この目で見たい」

　ドットはバグジーのことを『偽帝』と呼んだ。ラアルゴン原理主義者たちの間では、皇帝はあくまで新しく即位したゴザ十九世であって、バグジーは皇帝の存在を脅おびやかす、最大の逆ぎやく賊ぞくという扱いでしかない。ただし、組織の末まつ端たんにいる者から見れば、実に魅み力りよく的てきなターゲットである。ドットが命令に背そむいて、手柄を独り占めしたくなったとしても無理はない。

「この宙域の担当になった時から、なんとなくこうなるような予感はしていたのだ。どうした？　もっと近付け」

「一いつ般ぱん的てきなフェーザー砲の有効射程内に入りました」

　とオペレーター。

「これ以上接近すれば、反はん撃げきを喰らう恐れがあります。本艦の長ちよう距きよ離り魚ぎよ雷らいを使用すれば、この距離からでも一撃で撃沈可能です。無理にも危険を冒おかす必要はないのでは？」

「艦長に講こう釈しやくする気か!?」

「いえ、ですが……あくまで一般論として……」

「何を恐れている。相手は非ひ武ぶ装そうのコンテナ船だ。フェーザー砲はおろか、小型レーザー一門載つんではおらん!!　極秘裏に入手したこの仕様書にも、そう書いてあるだろうが!?」

　ドットが手にしているのは、なんとスレイがベルファルドに発注したのと同じ、あの設計図のコピーである。ラアルゴン原理主義者たちの情報収集能力は侮あなどれない。おそらくタイラー・アームズ・コーポレーションの内部にも、密ひそかに放はなったスパイがいるのだろう。

「私も、アウトレンジ攻撃をお薦すすめします」

　副官が言った。

「ギレス、貴様……」

「あなたは確かに艦長です。ですが、本職は司し祭さいであって、軍人ではない。教主さまが任命なさったとはいえ、軍事のことは、我々本職の軍人にお任せ願いたい」

「黙れ！　私は魚雷などという姑こ息そくな兵器は好すかん！　軍艦の醍だい醐ご味みはあくまで主砲による、零れい距きよ離り射撃だ!!　相手は動かぬ標的だ。しかも反撃の心配はない。砲手たちにもいい経験だ。肉にく薄はくして、全砲門を開いて攻撃!!」

「肉薄……」

　副官ギレスはただ呆れた。

「なんの為の……ステルス艦か……」

　しかし、それ以上上官を諫いさめる気力もなく、ただ肯こう是ぜするだけだった。

「わかりました……。艦長殿の、お気の済むように、どうぞ……」




「接近して来ました」

　と、スリチャイ。

「ゆっくり、とどめを刺す肚はらのようですね」

「標的が標的だからな……」

　と、抱いているバグジーを見る。

「確実に、戦果を確認したいんだろう」

「そうですね」

　いつの間にか現れた、ランスロットが言った。

「それにしても敵の艦長は無む能のうだ。まず有う無むを言わせず撃沈しておいてから、その後でゆっくりと戦果を確認すればいいのに……。俺ならそうするのになあ……」

「だが、おかげでこっちにも目が出てきたぜ」

　とスレイ。

「あとほんの少し、接近してくれれば──」

　が、それよりも早く、相手は撃ってきた。

　フェーザー砲が、コンテナを貫つらぬく。随ずい所しよで爆発が起こった。

『第二、第七、第十二船せん倉そう被ひ弾だん！』

　クックマイヤーが叫ぶ。

『補助プロペラントタンク、破は損そん!!』

「まだ、まだだ……」

　唇を嚙むスレイ。

「ベルファルドが精せい魂こん込めて造ってくれた船だ。このくらいじゃ沈しずまねえ！」

「攻撃に対する耐たい久きゆう性せいは、ほとんど小型戦艦くらいありますからね。駆逐艦の砲じゃ、おいそれとは沈みませんよ」

　とプラティープ。

「それに、魚雷を使おうにも敵は接近し過ぎた。この距離で魚雷を使えば。敵も爆発の余波で無傷では済まない……」

　スリチャイが言った。

「敵の無能に、救われたな」

　とランスロット。

　が、さらなる衝撃がコンテナ船を襲う。

『第五、第十一船倉全損！』

　クックマイヤーの被害報告が、ヒステリックなトーンになる。

「被弾した船倉は閉へい鎖さしろ!!」

「敵も、十六あるコンテナのうち、何処どこを狙っていいか迷っていますね」

　スリチャイが言った。

「メインブリッジと、この第一船倉さえ、被弾しなければ……」

「もうちょっとだ」

　スレイは祈るように呟いた。

「もっと接近して来い。そうすれば──」

　が、次の斉射はついに彼らのいる第一船倉を捉とらえた。

　今までとは較べものにならない衝撃が、彼らを隔かく壁へきに叩きつける。

「うっ!!」

「ノーイ！」

　再度叩きつけられたノーイの手から、ビデオカセットが転がる。

「全員、手近な物に体を固定しろ！」

　スレイは命じた。

「またくるぞッ!!」

　直後に、直撃がきた。

　小規模な爆発が、コンテナを包む。

「うおっ!!」

　焰が噴き出し、隔壁に亀き裂れつが入った。

「さ、さすがはベルファルドの仕事だ……」

　とスレイ。

「よく耐えてる。並のコンテナなら、今ので終わりだった……。全員、無事か!?」

「生きてます」

「多分……」

「皆の声が聞こえる。全員地獄でなければ、俺も生きてます……」

「ノーイは？」

「大丈夫……」

　弱々しい声。

「たぶん……どっか折れてるけど……」

「野郎！」

　スレイの怒りが、天を突く。

「嫁入り前の娘をよくも疵きず物ものにしやがったな!!」

　が、もっと大きな『損そん害がい』もあった。

「ビデオが……」

　燃えていた。

「ビデオが……、『銀河女子高生ルリ子・宇宙服の荒縄萌え』が──」

　手を延ばそうとする男たちの目の前で、カセットは燃え尽きた。

「野郎！」

「絶対に赦さん!!」

「あの～、もしもし……」

　呆れるノーイ。どうやら怪我の方は大丈夫そうだ。

『敵……』

　満を持してクックマイヤーの報告。

『こちらの射程距離内に入りました！』

「ようし、もらったッ!!」

　叫ぶスレイ。

「ノーイの恨うらみ！　ついでに秘蔵ビデオの怨うらみ!!　思い知れ！」

　さっきから後生大事に握り締めていたスイッチを押す。

「くたばりやがれ!!」




「ラアルゴン原理主義者どもめ……。タイラー・アームズ・コーポレーションを舐なめるとどういう目に遭うか……」

　イツマは机の上の図面に目をやりながら呟く。

「おまえらが盗み出したあのコピーが、本物だとでも思っているのか。僕はそれほど、甘くはないぞ」

「連中、コンテナ船が非武装だと信じてくれましたかね」

　とアキヅキ。

「敵の上じよう層そう部ぶは、いずれ気付くだろう」

　とイツマ。

「だが、中には鈍にぶい奴もいるさ。鵜う呑のみにして痛い目に遭ってくれると、僕としてもベルファルドやスレイに、申し訳が立つんだが……」

「判明した図面の流出ルートは既すでにピックアップしました」

　とガラティア。

「社内の内ない応おう者しやには、全員制せい裁さいを加えてあります。何本かあったルートも、完全に潰つぶしました」

「とても全部ではないだろうがね……」

「ええ。でも、かなりの内ない通つう分ぶん子しを一いつ掃そうできたことは確かですわ」

「君の手腕と迅速さには舌を巻くよ」

　とイツマ。

「僕の秘書では勿体ない。今すぐにでも副社長になってくれ」

「ありがとうございます……」

　ガラティアは言った。

「ですが、それはもう少し保留しておきますわ。今は成り行きで始めたこの仕事が、面白くてたまらないのです。会長、あなたが汲くめども汲み尽つくせないように──」




「何故だ……」

　と、焰に包まれながら、メ・グル・ドットは断だん末まつ魔まの絶叫とともに叫んだ。

「何故、丸腰のはずのあの船に、武器が──!?」

　直後に爆発四散する、ステルス駆逐艦『サアジアン』。

「目もく標ひよう消しよう滅めつ……」

　ほっと安あん堵どしながら、呟くスリチャイ。

「さすがに射程こそ短いが、分ぶん子し破は壊かい砲ほうは強力だ……」

「第十三船倉が、まるまる武器になっているとは思うまい」

　とスレイ。

「最初に被ひ弾だんしていたら、どうなっていたことか──」

「天命じゃ」

　と、バグジーは言った。

「天命は、我らに生きよと言った」

「陛下……」

「亜あ父ふスレイ。よくやったぞ」

「陛下もよく頑張った！」

　と、バグジーを抱き締め、頰ほお擦ずりし、乱暴に頭を撫で回すスレイ。銀河史上、これほどラアルゴン皇帝を手荒に扱った臣下もいない。にも関わらずこれほど慕したわれた臣下も。そういう意味ではかつてのゴザ十六世（アザリン）にとってのパコパコと、好一対である。

　それからスレイは、

「ベルファルド……天命よりも、俺はおまえに感謝するぜ」

　と、天を仰いでそっと呟いた。




「僕は……僕は、社員に顔向けできない……」

　と、ベルファルドは泣き崩れた。その手には『逆臣スレイ、元皇太子を拉致』と大見出しに書かれた今朝の朝刊が握られている。

『殿下救出目的のラアルゴン駆逐艦を撃沈し逃亡』

　とも、その朝刊にはまことしやかに書かれていた。今現在、銀河の表向きな報道では、スレイの扱いはあくまで、元皇太子を誘拐した極悪人以上のものではない。

　もちろん、ベルファルドは真実を知っている。彼を責せめ苛さいなんでいるのは、別の理由だった。

「僕は……僕は……なんと言うことをしてしまったんだ!?　理由はどうあれ。僕が命じて、社員に造らせた武器が、人を殺してしまった……」

「気に病むことはない」

「アンリ……」

「ああするよりなかった。おかげでスレイとバグジーは救われた。おまえは正しいことをしたと、胸を張って言える」

「違う！」

　ベルファルドは、アンリに喰ってかかった。

「そんなこと、誰に決められると言うんだ!?　君に正義が決められるのか!?　正義は人間なんかに、勝手に決められるもんじゃない!!　それに、僕が直接に手を下したのならまだいい。僕は、罪もない我が社の従業員たち……その手で、車椅子やスクーターを造ることしか知らない、無む垢くな障害を持つ従業員たちに、人殺しのための武器を造らせてしまった……。この罪は、死んでも消えない！」

「そこまで自分を責めるのか、おまえは──」

「アンリ、君は泥は自分が全部かぶると言ったね」

「ああ……」

　頷く。

「言った」

「君にやらせているということは、僕がやったも同じだ。むしろ、人にやらせているだけ業は深い。君一人に汚い仕事をさせて、自分だけが綺き麗れいで済むとは、僕は思わない。いや、むしろ僕の方が汚れているんじゃないだろうか……。いずれにせよ、僕のこの手は、汚れてしまった」

「いいえ、社長」

　不意に背後で、声がした。

「あなたの手は、少しも汚れてなどいません」

「工場長……」

「あなたが汚れているというなら、この世に汚れない手を持つ者などおりません。汚れているならそれでいいと思います。ただ、これだけは言える。あなたのしたことは、正しい」

「気安めは、よしてくれ」

「気安めではありません」

　静かな口調で、工場長は言った。

「同じように、従業員たちの手も、汚れてはいません。彼らは言われた通りに、自分の務つとめを果たしただけです。彼らこそ無実です。それに、あなたが武器を搭とう載さいすることに最後まで反対していたことは、誰もが知っています。やらせた私が悪人……それでいいではありませんか」

「今となっては、たとえ殴ってでもやめさせるべきだったと、僕は後悔しているんだ」

　真赤に泣き腫はらした目で、ベルファルドは言った。

「それでも私は、やらせたでしょう。社長命令に背いてでも、あなたの正義を貫かん徹てつさせてあげたかった……。もし、コンテナに武器を搭とう載さいしていなかったら、スレイやバグジー陛下は、今頃どうなっていたと思いますか？」

「それでも、人を殺すことは正義じゃない」

「しかし、より正義に近い！」

　アンリが言った。

「なあ、ベルファルド。人は神じゃねえ。正義は人間には決められねえとおまえは言う。しかし、そもそも正義を行おうとすること自体、神でもねえ人間の思い上がりじゃねえのか？　誰にもそれができねえ以上、考えられる限り正義に近い振る舞まいをすればいい。そうして悩めばいい。少なくともおまえがそうしようとしていることを、俺は知っている……」

「アンリ……」

「どうあれ、おまえのおかげでバグジー陛下は生き延びた。彼が生き延びたことにより、この先銀河は確実によくなる。おまえもそう信じたからこそ、コンテナ製造に荷か担たんしたんだろうが。悩んで悩んで、悩み抜いてよ」

「アンリさんの言う通りです」

　と、工場長は脱いだ作業帽を胸に押し当てながら言った。















「ベルファルド社長……。あなたは罪を憎んでも、人は憎まぬ人だ。刑期を終えて戻って来ても、誰も雇やとおうとはしなかったこの私を雇ってくださったことが、何よりもその証拠です。キミコちゃんを殺した、この私を──」

「ヤマシタ……工場長……」

　ベルファルドは以前とは別人の如ごとき柔にゆう和わな顔付きになったヤマシタ工場長を見る。

「行き場のないところを救われたのは、俺も工場長と同じだぜ」

　とアンリ。

「おまえは人間を改かい心しんさせ、更こう生せいさせる天才だ。自分では思っていねえようだが、誇ほこっていいぞ」

「だからこそ私は、あなたの役に立ちたかった……。私の手は既に汚れている。殺人者の手です。私にできる償つぐないは、あなたに代わって手を汚すこと、そう思いました……。私は喜んでそうしたのです。わかってください。元はと言えば、このベルファルド・コーポレーションの母体はＳＩＭ社。兵器製造はお手のものです。倒産で一旦は散ちり散ぢりになった社員を、あなたはその人徳で再び集められた。私のような者まで雇い、それどころか再び、以前と同じ工場長の役やく職しよくに就つけてくださった……。ＳＩＭ社は生まれ変わったのです。悪徳兵器メーカーから、正義の……いや、少しでも正義を行おうとする企業に……。私はこれからも、社員を率先して、正義の為の兵器を造り続けるでしょう。社長、あなたの為に──」

「右に同じ……」

　と、アンリ。

「だから、これからも悩め。悩むのはいい。だが、決して立ち止まるな。どうせ悪事しかできねえ俺なら、少しでも納得できる悪事を行ってから地獄に墜おちてえ。そして、閻えん魔ま大だい王おうの前で胸を張って、自分はこうこうこういう悪事をしましたと、堂々と言えるような人生を送ってやる！」

「ありがとう、アンリ。ありがとう、ヤマシタ工場長……。でも、僕も地獄に墜ちる時は僕も一緒だよ」

　微笑むベルファルド。

「君たちだけに、悪事は任せない」

「あなた……」

　ハルミを抱いた、チッコリーナが現れた。

「チッコリーナ……」

「ベルファルド、あなたはそうやって、大きくなっていくのね。今日のあなたは、昨日までのあなたとは違って見える」

「そんな偉えらそうなものじゃないよ」

　ハルミを抱き上げ『たかいたかい』をする。

『それでいいんです、ベルファルドさん』

　娘の顔に、一瞬ハルミⅢの貌かおがオーバラップした。

「ハルミさん……」

　ハルミⅢの声が、確かにベルファルドには聞こえたのだ。

『あなたはプログラミングされた神……。堂々と、自分の信じる道をお歩きなさい』

　と──。














第三十九章　バグジー＝スレイ帝国









「目標捕ほ捉そく……」

　惑星連合宇宙軍所属の『キャットフィッシュ』級潜宙艦『ピライバー』の亜空間潜望鏡は、その照準線上に標的を捉とらえた。

「間違いない。手配書にある船だ。発見次第、撃沈せよ……。極ごく秘ひ扱あつかい」

　艦長のアントン・ブルミン中佐はその独特のシルエットを手配書の識しき別べつ表ひようと照らし合わせて言った。

「あれが、ドン・レオ・スレイの乗る逃亡船か……」

「なんか、躊躇ためらっちゃいますよねえ」

　と、髭ひげ面づらの逞たくましい副長のドールマン少佐が言った。

「銀河中から爪つま弾はじきにされる船……。この『ピライバー』と同じですよねえ。親しん近きん感かんを持っちゃいますよ」

「そうだな」

　と、ドールマンに負けない巨体の持主であるブルミンは言った。両もろ肌はだ脱ぬいだ左の肩口には、ナイフの刺さった薔ば薇らの花びらの刺青いれずみがある。

「だがな、仕事は仕事だ。撃沈するぞ！」

「アイ・アイ・サー!!」

　熟じゆく練れんの乗組員たちは、既に総員配置に付いている。

「光こう子し魚雷発射準備！　雷数四!!　発射間隔コンマ二秒、発射調整角一分三〇秒（一分は六〇分の一度）で、扇状発射フアニング!!」

「了解ラジヤー！　雷数四!!　発射間隔コンマ二秒、発射調整角一分三〇秒!!」

「発射管室、エネルギー充塡」

「発射準備完了!!」

「悪く思わんでくれよ、ドン・レオ・スレイ……それに陛下」

　潜せん望ぼう鏡きようを覗き込みながら、ブルミン中佐は呟くように言った。

「おまえには何の恨みもねえ。むしろ好意を持ってる。だが、これも任務。そしてひとたび任務となれば、この『ピライバー』の虎こ口こうから、逃れた船はねえ……」

　照準は定まった。

　特徴あるコンテナ船のシルエットが、潜望鏡一杯に広がる。

「必中距離だ。外しっこねえ……。ここまでよく逃げた。セランテは目の前だ。だが、諦めてくれ。一撃で成仏させてやるからな」

　唇を舐める。

「発──い、いや、発射中止！」

　狼ろう狽ばいして叫ぶ。

　亜あ空くう間かん潜望鏡を一瞬、黒い影が覆おおったのだ。

「誰だ!?　目の前を横切りやがるのは!?」

「『マツブッシー』です!!」

　と、やはりうろたえながらドールマン。

　同型艦『マツブッシー』が、『ピライバー』の射線を遮るように、目の前に占せん位いしたのだった。

「くそっ、ベルグマンの奴……」

　舌打ちするブルミン。

「俺たちに手柄を立てさせねえつもりか!?」

「違うと思います」

　とドールマン。

「普通妨ぼう害がいするだけなら、あそこまで体を張ったりはしません」

「ああ。俺だってこうも距離が近くなきゃ、構わず撃ってるよ」

　憤ふん然ぜんとして、ブルミンは言った。『マツブッシー』と『ピライバー』との距離はあまりにも近く、魚雷を撃てば誘ゆう爆ばくでこちらも損そん傷しようを免まぬがれない。

「今日という今日は、意見してやる!!　回線を開け！」

　息いき巻まくブルミンに、

「その必要はありません」

　ドールマンは報告した。

「ベルグマン艦長の方から、繫つないできました」

『お冠かんむりのようね、アントン』

　通信モニターに、派は手でに化け粧しようしたベルグマン中佐の貌かおが映った。男だということがわかってはいても、毎度ながらその美び貌ぼうには思わず見み惚ほれてしまう。

「お冠どころじゃねえ!!」

　わめき散らすブルミン。

「こっちは激げき怒どを通り越して泣きたい気分だ。何の権けん利りがあって、人の射しや線せんを塞ふさぎやがった。事と次し第だいによっては、勘弁しねえ！」

『まあまあ、落ち着きなさいよ、アントン』

　冷笑するベルグマン。

「艦長が艦長を、ファーストネームで呼ぶな!!　任務中だぞ」

『いいじゃないの』

「毎度ながらその口調もどうにかならんか!?　おまえら、宇宙軍のいい恥はじ晒さらしだぞ」

『自分のことは棚たなに上げるのね、アントンったら……。いけず』

　思わずゾゾッとするブルミン。

『あなただって、私たちと一緒じゃない』

「おまえらオカマと一緒にするな！　俺たちは由ゆい緒しよ正ただしいゲイなんだ!!」

『オカマじゃないわ!!』

　と、反はん駁ぱくするベルグマン。

『ニューハーフって呼んで……』

　乗組員全員がオカマ……もといニューハーフの艦ふねである『マツブッシー』と、同じくゲイの艦である『ピライバー』とは、言わば犬けん猿えん──宇宙軍のストレートな連中に言わせると近親憎悪ということになるのだが──の仲だった。その存在自体をひた隠しに隠したい宇宙軍上層部によって、体ていよく辺境配備にされたという寸すん法ぽうだ。しかし、ここへ来て事態の急変から、二隻には思わぬ重要任務が巡ってきた。宇宙軍所属の全艦艇中、ドン・レオ・スレイのコンテナ船の航路に、最も近い位置に二隻はいたのだ。

　言わば宇宙軍でもっとも邪じや険けんにされていた連中が、偶ぐう然ぜんの采さい配はいから、最も重要なポジションを占しめる結果となったのである。皮肉なものだ。

『ピリピリすると、お肌はだに悪いわよ』

「俺たちは質しつ実じつ剛ごう健けんをその旨むねとするのだ。おまえらのように女め々めしく女装したりはせんのだ」

『他人行儀ね。私はあなたのことを戦友だと思っているわよ。お互い勇気をもってカミングアウトした間あいだ柄がらじゃない』

「おまえにそう言われるのが、いちばん嫌だ……」

『そう冷たくしないでよ、アントン』

「だからファーストネームで呼ぶな！　俺もファーストネームで呼ぶぞ、ジョニー!!」

『いやん、それは昔の名前よ』

　ベルグマンは科しなを作り、はにかみながら言った。

『ドロシーって呼んで……』

「この変へん態たい！」

『そっちこそ!!』

「まあまあ……」

　ドールマンがなだめた。

「お互い、人のことは言えませんよ。それより、早くしないと標的が逃げてしまいますよ」

「そうだった。ジョ……ドロシー、そこをどけ！」

『嫌よ』

　とベルグマン。

『梃てこでも動くもんですか!!』

　ニューハーフを意い地じにさせると怖い。

『あの船を攻撃してはいけないわ』

「何故だ!?」

『バグジー一世陛下こそ、真まことの皇帝だからよ』

「なに……」

『沈めてしまったら、あとできっと後こう悔かいするわ』

「しかし──」

『どうしてもやると言うのなら、相手になるわよ』

「正直、おまえを敵に回したくはねえな……」

　親近感を覚えるからではなく、純じゆん粋すいに強いから敵にするのが嫌なのである。おそらく同じ潜宙艦乗りとして、銀河にこれほど手強い相手もまたといまい。『ピライバー』も『マツブッシー』も艦長以下全員がストレートではないが、それだけに乗組員同士の結けつ束そくはすこぶる固い。また、艦としての能力も高く、加えてブルミン、ベルグマンの両艦長は趣しゆ味みはさておき、軍人として見れば共に有能なのである。だからこそ、宇宙軍の首しゆ脳のう部ぶも持て余している。

「俺だって、スレイを殺したくはねえ……。実際殺すには惜おしい漢おとこだ。だがよ──」

『わかっているなら、見逃してあげなさいよ』

「だが、あの船を沈めれば、俺たちはこんな辺境におさらばできる」

『中央がなによ!!　どうせまた、あたしたちを変態扱いするだけじゃない。同じ虐しいたげられた者の痛み、わからない訳じゃないでしょう？』

「それはそうだが、あの船……」

『巷ちまたじゃ『メイフラワー』と呼んでるわ』

　いつの間にか、そういう愛あい称しようができてしまった。

『いい名前じゃない』

「しかし『メイフラワー』をみすみす逃したとわかったら、俺たちに未来はねえんだぜ」

『あるわ』

「なに？」

『もっと積極的に、未来を見み詰つめなさいよ。柔じゆう軟なんに考えることだわ』

「柔軟過ぎるのも、考えものだが──」

『ちょっと何よ!!』

　ベルグマンが叫んだ。

『ちょっと目を離した[image: 隙]に、『メイフラワー』が襲われているわ!!』

「ラアルゴン艦隊だ！」

　とブルミン。

「巡洋艦一、駆逐艦四……おまけに、空母までいるぜ!!」

『そうまでして、沈めたいものなの!?』

「おのれ、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、卑怯な！」

　ブルミンの血が燃えた。

「ベルグマン中佐、いや、ドロシー。加か勢せいするぞ」

『加勢するって、どっちに？』

「野や暮ぼなこと訊きくな!?」

　ブルミンは豪ごう快かいに笑った。

「俺たちも、新帝国の旗はた揚あげに荷担するのよ！」

『わかってくれたのね!!』

　ベルグマンの表情が輝いた。

『それでこそ、アントンよ！』

「よせやい……。俺はただ純粋に、打だ算さんを働かせたのよ。このまま一生惑星連合宇宙軍にいても、せいぜい大佐どまりだ。カミングアウトした者はどんなに有能でも提督にはなれねえ……。しかし、新帝国に馳はせ参じれば、元げん帥すいも夢じゃねえ！」

『もう……夢が小さいんだから……』

　ベルグマンは夢見がちな瞳で、

『あたしは違うわ。陛下をお護りする、薔薇の騎士になるのよ』

　と、うるうるしながら言った。

「勝手にしろ！　いくぞ、ドールマン!!」

「アイ・アイ・サー!!」

　喜き々きとして従う、乗組員一同。

「照準、目の前の『敵』空母！」

　艦載機を満載し、まさに発進させようとしていた空母が、ブルミンの最初の標的だった

「全門発射！　撃て!!」

　放たれる光子魚雷、轟ごう然ぜん、爆発する空母。艦かん載さい機きに飛び火し、燃料・爆弾が誘爆し、たちまち焰に包まれる。

「轟沈!!」

「もう……これで後戻りはできねえな」

　と、自じ嘲ちようするブルミン中佐であった。




「やるわね。さすがはアントン……」

　微笑むドロシーこと、ジョニー・ベルグマン中佐。

「さあ、あたしたちも負けてはいられないわよ!!」

「そうですね」

　と、やはりニューハーフの副長、アンディー・ライデン少佐が頷いた。もっとも、本人はアンディーという男名を嫌って、自ら『アンジェ』と名乗っていた。

「でも、あの大物を取られちゃったら、もうあと目ぼしい敵は残ってないのよねえ……」

「そうでもないわよ、アンジェ」

　ベルグマンが目配せして、微笑んだ。

「レーダーをごらんなさい。新手よ……」

　敵が増えている。

「あの艦隊が、付近一帯の敵を呼んだのね」

「あらいやだ。戦艦までいるわ」

　と、アンジェ。その瞳が輝いている。

「ウキウキしちゃう！」

「撃って撃って、撃ちまくるのよ!!　戦艦だろうと空母だろうと、片っ端ぱしから掘っちゃえ！」

　この日、付近一帯にいたラアルゴン艦隊は誠に運が悪かった。腕うで利ききの潜せん宙ちゆう艦かん乗のり二人に、狙われたのだ。正味わずか三十分あまりの戦闘で、戦艦だけでも実に三隻が沈められたのである。




「敵が勝手に沈んでいくぞ！」

　と、バグジーが快かい哉さいを叫んだ。

「どうなっておるのか……」

「近くに潜宙艦がいるのです」

　とスリチャイが言った。

「それも、かなりの数が──」

　実際には二隻だけなのだが、二人の艦長の腕があまりに卓たく抜ばつしているのと戦せん果かの派手さから、そう見えるのである。事実、光子魚雷は思わぬ方向から放たれている。二隻が完璧に連れん携けいし、巧たくみに亜空間からの攻撃位置を変えることで、神出鬼没の攻撃に見せている。おそらく敵も、未み曾ぞ有うの潜宙艦群の包囲する中に足を踏み入れてしまったと錯さつ覚かくしているのではなかろうか。

「それは、味方なのか？」

「少なくとも、敵ではないようです」

　とプラティープ。

「敵の敵は、味方です」

　慌てふためいたラアルゴン艦隊は、ようやく反撃に転じた。駆逐艦が奔ほん走そうし、手当たり次第に亜空間爆ばく雷らいを投とう射しやし始める。しかし、もちろん当てずっぽうの攻撃なので効果は薄い。

「素人しろうとね……」

　と、『マツブッシー』のセイル（潜宙艦の司し令れい塔とう。通常艦艇のブリッジに相そう当とう）でベルグマンは嘲あざ笑わらった。

「まともな潜宙艦と戦闘をしたことがないんでしょう？　気の毒に……」

　憐あわれみつつも、攻撃の手は緩めない。今度は駆逐艦やフリゲートが集中的に狙われる。

「雑ざ魚こに無む駄だ遣づかいをしてもしょうがないわ……」

　確実に一隻につき一発ずつの光子魚雷で次々と沈められていく護衛艦艇。たちまち主力は丸裸にされた。

「ベルグマン、さすがだぜ……」

　と『ピライバー』のセイルで舌を巻くブルミン。

「聞きしに勝まさる、凄まじい腕ですね」

　と、ドールマン副長は戦せん慄りつを禁きんじ得えない様子だ。

「ああ。操艦では俺が上だが、魚雷の百発百中度だけは、あいつに敵かなわねえ……。敵にしなくて、正解だった」

　混乱する敵を見て、スレイも叫ぶ。

「正体不明の『味方』にばかり助けられていてもしょうがねえ!!　俺たちも攻撃だ！」

「照準、オッケーです！」

　とクックマイヤー。

「分子破壊砲、発射！」

　炸さく裂れつする『メイフラワー』の分子破壊砲が、不用意に接近した巡洋艦一隻を仕し留とめた。

「相変わらず射程が短いのが難だな……」

　苦笑いするスレイ。

「とんまな敵しか、かかってこねえ」

「レーダーに新たな反応！」

　と、その時ランスロットが叫んだ。

「これは……百隻近い大艦隊です!!」

「なにっ!?」

　仰ぎよう天てんするスレイ。

「新あら手てか……」

「この反応は……間違いなくラアルゴン艦隊」

「万事休す！」

　プラティープは天を仰あおいだ。

「ここまで来て……。セランテは目と鼻の先なのに──」

　唇を嚙む。

「待ってください！」

　ランスロットが言った。

「この新手は……セランテの方向からです」

「え──!?」

　不意に、『メイフラワー』を包囲していた敵がまとめて爆発した。見事な遠距離砲撃だ。

「味方だ！」

　とスレイ。

「と、いうことは──」

『陛下！』

　通信モニターに、壮麗かつ屈強な青年提督の貌かおが映る。

『遅くなりまして、申し訳ございません！　ナ・バァム・ドム、只ただ今いま参さん上じよう!!』

「カッコ良過ぎるぜ……」

　とスレイ。















「おまえ、近くで絶ぜつ妙みようの頃ころ合あいになるのを待ってたんじゃねえのか？」

『なんとでも言え！』

　と、モニターの中でバァムは言った。

『派手好きなのと登場に凝こるのとは、俺の血ち筋すじだ！』

　ナ・バァム・ドムに率いられたセランテ艦隊は、獲え物ものに襲いかかる鷹たかのような勢いから、まさに摑みかかるかに見えた寸前で、水蛇ヒユドラのように三つに別れた。

「完璧な艦隊機動だ！」

　スリチャイが口くち笛ぶえを吹く。

「こりゃ心強え！　スレイ帝国の前ぜん途とは洋々だぜ」

『不敬な！』

　と、バァムが一喝した。

『バグジー帝国と呼べ！』

「いいや」

　と、バグジーが首を振った。

「バグジー＝スレイ帝国じゃ」

　瞬またたく間に敵艦隊は一掃された。




「セランテに赴ふ任にんしてからこの短期間に、これだけの艦隊を揃えたっていうのか……」

　エスコートしてくれるバァムの艦隊を眺ながめながら、スレイは言った。

『セランテは豊かな惑星ほしだった……』

　と、バァム。

『辺境の、何もない惑星と聞かされていたが、実際に赴おもむいてみなければわからんものだ。しかも、住民はみな純じゆん朴ぼくで屈くつ強きよう……鍛きたえればよい兵士になるとわかった。俺は、この日のあることを予想して、艦隊の建けん造ぞうと訓練に明け暮れていた……。スレイ、よくぞ陛下を護ってくれた、礼を言うぞ』

「約束を守ったまでだ」

　と、スレイ。

「互いに期待以上の働きをしたということで、いいじゃねえか」

『言ってくれる……』

　バァムは苦笑した。

『陛下……』

　モニターの中のナ・バァム・ドムは、恭うやうやしくバグジーに向き直り、畏かしこまった。

『今日までよく御ご辛しん抱ぼうくださいました。そのような船で、さぞや窮きゆう屈くつだったことでございましょう』

「ううん」

　笑って首を振るバグジー。

「楽しかったよ。ずっとスレイたちと一緒だったからね。少なくとも、退屈はしなかった」

『御立派です』

　と、目を細めるバァム。

『さぞや御苦労もあったでしょうに、微塵もお表情かおに出さぬとは、それこそまさに王者の態度……』

「わからねえ奴だな」

　と、スレイは憮ぶ然ぜんとして言った。

「バグジーは別に瘦やせ我が慢まんしてるんじゃなくて、本当に楽しかったの!!」

『何か……』

　と、バァムは訊きいた。

『足りない物は、ございませんか？　何なりと、準備させますが──』

「うん」

　微笑んで、頷くバグジー。

「すぐにも欲しい、物がある」

『何でしょうか？　遠慮なさらずおっしゃってください』

「Ｈビデオ！」

　と、バグジーは元気よく叫んだ。

『きっ、貴様ら～!!』

　バァムの表情が、一変した。

『道中、陛下にどんな、教育をしたァ──ッ!!』

　非常に気まずい表情で、凍り付く一同。

　ノーイは一人、真赤になって拳を震わせていた。




「ま、色々あったが……」

　一同の労ろうを労ねぎらい、セランテ最大の大陸にある仮宮で祝しゆく杯はいを上げるスレイ。

「みんな、よくやってくれた。本当に苦しいのはこれからかも知れんが、とにかく始まりとしちゃ上じよう首しゆ尾びだ。バグジー＝スレイ帝国の前途を祝し、乾杯！」

「乾杯!!」

　一斉に干ほされるグラス。

「セランテの地酒も、けっこういけるぜ……」

　とスレイ。

「ま、当分はこれしか、飲むものもなさそうだがな──」

「あなたがスレイね」

　と、完璧にドレスアップしたベルグマン中佐が近寄って来た。

「思ったよりも、いいオトコじゃない……。あたしドロシーよ。ヨロシク」

「あ、ああ……」

　思わず腰が退ひけるスレイ。

「さっきは危ないところを──。しかし、まさかあの闘いぶりから、あんたがそういう人だったなんてなあ……。もちろん、俺はニューハーフだからといって、あんたを差別したりはしない」

　ただ、できれば半径三メートル以内に近寄りたくないだけである。

「くどいようだが、差別はしない！　一緒に国を興おこそう。力を併あわせ、仲好く……少し距離を置いて、仲好く……」

　地酒の酔よいの回りが、心なしか早い。

「スレイさんよ」

　今度はブルミン中佐が、その肩を叩いた。

「あんまりベルグマンのことを、信用しない方がいいぜ。そいつは戦闘と言葉つきは巧みだが、誠意は疑わしいぜ」

「失礼しちゃうわね！」

　むくれるドロシー。

「スレイ、アントンにこそ、心を許しちゃ駄目よ……」

　忠告して、ドロシーは、

「じゃ、あたしは陛下に挨あい拶さつして来よう～っと！」

　と、勇んでその場を去った。

「あの通りの、浮気者でな。だが、あいつもおまえさんが気に入ったみてえだ」

「そ、そうか？」

　不安そうに、スレイ。

「あまり本気で惚ほれられても、困るがな……」

　そう言って、自分に負けない体格のブルミンを見る。

「俺も、おまえが気に入った」

　とブルミン。

「噂うわさ以上だ。『メイフラワー』を攻撃しなくて、本当によかった。その点だけは、ベルグマンに感謝しねえとな……」

　言いつつ、スレイの尻しりを撫でた。

「あ……」

　思わず背せ筋すじを悪お寒かんが走り抜けるスレイ。

「な、何をする……」

「失礼！」

　今度はスレイの臀でん部ぶの筋肉をつまんだ。

「うん、いい体だ！」

　その道では第一人者である、ブルミンの折り紙付きだ。少しも嬉うれしくはないが──。

「ますます惚れたぜ。どうだい。スレイ。今夜俺たち『ピライバー』乗組員主しゆ催さいのパーティに、遊びに来ないか？」

「え、遠慮しとく……」

　これが後にドン・レオ・スレイがその生涯でただ一度、『挑戦』を受けながら『逃げた』とされるエピソードとなるのである。




「スレイめ、とうとう新帝国の礎いしずえを築いたか……」

　アキヅキから報告を受けたイツマは、静かに呟いた。

「あの通り裏表のない豪ごう放ほう磊らい落らくさと、弱きを助け強きを挫くじく気っ風ぷだ。彼の意志に賛さん同どうする者は多かろう……。日を置かずして、大帝国になる……」

「スレイが本気になれば、セランテから始めて銀河を征せい服ふくすることも夢ではありません」

　とアキヅキ。

「まして、彼にはプラティープという有能な参謀もいれば、ナ・バァム・ドムという艦隊を率いれば天下無敵の、軍事の天才までついている」

「加えてバグジー陛下です」

　とガラティア。

「あの御お方かたを一目見れば、誰もがお味方したくなるは必ひつ定じよう……」

「だからといって、そうすんなりと、彼に銀河は手渡さないよ」

　不敵に笑う、イツマであった。

「それこそ、ジャスティ・ウエキ・タイラーの教えに背くことになるからね」

「では、会長は……」

　アキヅキが、イツマを見る。

「スレイの野や望ぼうを、挫く！」

　イツマは断言した。

「グループの力を総動員して、兵器を大増産だ！　銀河全域は間違いなく、戦場になるぞ。この闘いに、正義はない。あるいは、全部が正義だ。おそらく、勝しよう者しやも敗はい者しやもない」

「とてもラインが、足りません」

　とアキヅキ。

「大丈夫だ」

　と、やおらデスクの上の受話器を取り上げるイツマ。直通の、ホットラインだった。

「僕だ」

『やあ、イツマ！』

　晴れやかな声が返ってきた。

『元気かい？』

「君も元気そうだな、ベルファルド。この間とは別人のようだぞ」

『なんだか吹っ切れだのさ』

　とイーサン・ベルファルドは言った。

『それに、もうじき二人目が産まれることがわかったしね』

「そうか、それはおめでとう……」

　微笑むイツマ。

『今度は男の子がいいなあ……。あ、もちろん女の子でもいいんだ』

「僕に遠えん慮りよなんかするな」

　イツマは苦笑して、

「それより、かねてからの手て筈はず通り、我が社のパーツを君の会社に大量発注することになったよ」

『いつでもいいよ』

　とベルファルド。

『パーツと言わず、完成品でも納入するよ』

「わかっているのか？　我が社の製品といったら──」

『兵器だろ』

　とベルファルド。

『こうなることは、覚悟していた……』

「なるほど」

　頷く。

「吹っ切れたとは、そういうことか……」

『幻げん滅めつした？』

「いや。心強い！」

『君がそう言ってくれると、本当に嬉しいよ』

「君のところの製品の完成度の高さは、定てい評ひようがある。事実上、僕のところのブランドの製品をＯＥＭ（提携供給）して貰ってもいいくらいさ。とにかく、頼りにしている」

『僕もね。でも、スレイとはああいうことになっても、敵じゃないよね』

「ああ」

　頷いた。

「スレイは敵じゃない。この先殺し合うことになるだろうが、断じて敵ではない。言わば殺し合う、同志だ……」

『そうだね』

　と、ベルファルド。

　暫しばらく間があった。

『でもね、イツマ……』

「なんだい？」

『僕はなんだか、いずれ君とも、そうなりそうな予感がするんだよ』

「────」

『もしもし、イツマ、聞いてる？』

「ああ……」

　茫ぼう然ぜんとして、頷くイツマ。

「そうか……君もか。僕もまったく、君と同じことを漠ばく然ぜんと考えていた。これはますます、侮あなどれそうにもないな、君を──」





つづく
















あとがき









　ようやく『三国志』らしくなってきました。

　ここまでの体てい裁さいを整ととのえるのに、五巻も使ってしまった。考えてみれば『無責任キッズ』と『無責任カルテット』がそれぞれ全五巻なので、『無責任三国志』は既に、まるまるシリーズ一本分の分量を使ってしまった計算になります。それで、ここまで読まれた方は既に御ご承しよう知ちのように、物語はようやくとば口に差し掛かったばかりなのです。いったい、完結までには何巻を要するのでしょうか？　これはひょっとすると元がん祖そ『宇宙一の無責任男』シリーズ（本伝全九巻）を超こえてしまうかも知れません。いや確実に超えることでしょう。

　で、今回はのっけから予告してしまいますが、次の第六巻のタイトルは『三羽烏がらす登場！』です。どんな三羽烏かは、今は想像していただくとして、期待を裏切らぬ内容にはなると思います。

　さらに巻かん末まつには、短い外伝が一本付きます。タイトルは『ロウヤー・ボイーズ（Lawyer boys）』です。主役はアキヅキとプラティープで、二人の学生時代の夏のリゾートでのエピソード……ということになると思います。ついでだから書いてしまいますがそのものズバリ『ビーチボーイズ』を意識した物語でして、どちらかと言えばアキヅキが竹たけ野の内うち豊ゆたかでプラティープが反そり町まち隆たか史しかなあ……。まあ、そう気張らずに、あくまでもオマケの短編として楽しんでいただければいいと思います。




　いや～、それにしても今回もスレイのひとり勝ちでしたね。いや、勝負がではなくて、登場の分ぶん量りようが……（笑）。もはや圧あつ勝しよう。このままでは彼が単たん独どく主役と言われても仕方がない。しかし、実際スレイはよく動いてくれるし、ここぞという場面では作者も『おおっ！』と唸うなるような気の利きいた台詞を吐いてくれるしで、このままではますますイツマとベルファルドの影が……。いかんとは思いつつも、ついつい彼の独走を赦ゆるしてしまうのは作者の罪です。イツマファン、ベルファルドファンの皆様には、平に御ご容よう赦しやを……。

　バグジーを助けて銀河に新帝国を樹立したドン・レオ・スレイの前に立ちはだかる次なる試し練れんは？　そしてイツマの、ベルファルドの巻き返しは成るのか？　タイラー老の思惑からは少しずつ外れて動き始めたシナリオ。行く先は誰にも見えていないのか……。

　多くの（作者も知らない）謎の行方は？

　多くの疑問符を抱えたまま、物語の勢いは止まらない……と、自分で煽あおってどうする？




　話は変わりますが、母校（岡おか山やま県けん立りつ笠かさ岡おか高こう等とう学がつ校こう。通つう称しよう『千ち鳥どり』）の後こう輩はいから手紙を貰いました。なんでも今年の文化祭で文芸部（名ばかり在席）の展てん示じで僕の特集をやってくださったのだとか。感謝感激ですね。

　で、驚いたのはその手紙で、今では笠岡市内でもスクリーントーンが買えるのだということ……。これには正直、ガーン！　という感じでした。時代が変わるとは、こういうことを言うのでしょうか？

　何を大おお袈げ裟さな、スクリーントーンぐらい何処でも買えるとおっしゃるのでしょうが、今を去ること二十年前の僕の高校時代には考えられないことでした。スクリーントーンは電車で二十分（それも一時間に数本！）離れた福ふく山やま市しの、それも『はぶ文ぶん泉せん堂どう』という画が材ざい店に行かねばなく、漫画を描くのが趣味だった僕は、そのためにえらい苦労をしたのです。笠岡でいちばん大きい『コミヤマ』という文具店では、

「スクリーントーン？　そりゃあ何なら？」

　と逆に店主に尋ね返される始し末まつで……。

　いやあ、時代は確実に変わったのですね。

　そういう時、人は「歳としを取った」と感じるものです（しみじみ）。

　でも、考えてみれば『宇宙一の無責任男』シリーズが始まった時、小学生だった読者が既に大学生、中学生は社会人……う～ん。

　そういう戸と惑まどいが、これからの作品に、逆に活かせればいいんですがね。





平成九年　十月　　　　　　　　　　
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